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　私が『不死の魔王』ファンゲイルに誘拐されてから半月が経過した。

　この半月はずっと移動していたと思う。目的地はファンゲイルの国だ。

　王国近くの砦はあくまで一時的に住んでいただけで、本拠地は別のところにあるらしい。

　『不死の森』を出て荒野や山脈地帯など人間があまり通らない道を進んできた。疲労のないアンデッドということで、かなりの距離を短期間で移動できたと思う。私は飛んでいるだけだから楽らくだ。

　ファンゲイルは常に女性の白骨死体を抱いている変態魔王だから、最初は何をされるのかと戦々恐々としていた。でも「アンデッドには優しい」という本人の言葉通り、今のところ私は無事です！

　何せ、私はもう人間じゃないからね。美少女聖女ちゃんとして皆に愛されていたのも生前のこと。処刑されて死霊となった私は、美少女聖霊ちゃんに生まれ変わったんだよ！

　ヒトダマから始まってなかなか人型になれなかったけど、今の姿は気に入っている。『聖霊』は一言で言えば神々しい幽霊って感じで、生前に近い姿だけどとっても可愛いのだ。

「ヒトダマ美味し～」

「こやつ、たった半月で馴染みすぎじゃあないかの？」

　牛の頭をぽりぽりと掻いて、ゴズが苦笑した。隣に腰かけるメズは興味なさそうに、野鳥の肉を頬張った。

　二人もアンデッドになったんだよね。ゾンビやグールと同じで肉体があるタイプだから、いつも生肉を食べている。

　私の食べ物はもっぱらヒトダマだ。ファンゲイルが養殖していたもので、甕に入れてゴズが持ち運んでいる。

　旅の途中、たびたび休憩してはみんなで魂や肉を食べるのだ。

　意思のない低位の魔物はそのまま森に置いていったから、同行しているのは高位の魔物だけ。ファンゲイルは当然として、あとはゴズとメズだけだ。スカルドラゴンはどこかに飛んでいった。

「いつまでも沈んでいたって仕方ないからね！」

　切り替えの早さは私の長所だよ。

　そりゃ、幼い頃から一緒に育ったアレンと離れ離れになるのは寂しいけれど……国を守るためだから仕方ないよね。それにアレンが迎えに来るって言ってくれたから、私はそれを信じて待つよ。

「一応、儂ら殺し合った仲なんじゃけど」

「子どもを襲ったことは許してないよ」

「そんなだらけ切った格好で言われてものう」

　失礼な！

　ちょっと横向きにふわふわ漂いながらヒトダマ食べているだけなのに……。

　ゴズもメズも先の戦争では私や人間たちと殺し合って、アレンやレイニーさんと共に倒した相手だ。ファンゲイルの魔法によって蘇ったけど、お互いに複雑な感情があることは否定しない。

　しかしそこはアンデッド特有の感覚なのか魔物同士だからなのか、過ぎたことはいいや、と思っている。私としては王国や孤児院の皆を守れただけで十分なのだ。

　私の身ひとつで解決するなら……って、これはアレンに怒られちゃうやつだ。

　でも、なんだかんだファンゲイルとの旅も悪くないと思い始めている。国も良いところだといいなー。

「よし、じゃあいつものやつ始めますか！」

　食事を終えた私は地面に降り立って、ゴズとメズに声をかける。二人は好戦的な笑みを浮かべて立ち上がった。

　ただ移動するだけではつまらないからと、ファンゲイルの提案によって始まった訓練だ。当の魔王は休憩中離れたところでゆっくりしているから、私たち三人で行う。

「今日も我が勝つがな」

　メズはそう言って、槍を頭上で大げさに回転させた。ぶんぶんと空気を裂くごとに、闇魔力が練り上げられていく。黒く鈍い光を発する魔力が穂先、そして腕に魔力が集中した。鋭利な刃物のように空間を切り裂く。

　ゴズはもっと大雑把だ。斧を構えたかと思うと、全身に力を入れて闇魔力が放出する。足先から斧全体にかけて、濃密な魔力が鎧のようにまとわりついた。

「ゴズは雑なのだ。もっと細かく操作しなければ」

「なんじゃと？　メズは魔力が少ないから、節約が必要なだけじゃろうて」

　二人が今やっているのは、闇魔力を操作して武器や身体に纏い、その場所を強化する技術だ。

　種族スキルではなく、訓練次第で誰でも身に付けられるものらしい。

　先の戦争では、私のホーリーレイを防いだりポルターガイストを跳ね返したり、あるいは攻撃に使ったりしていた。攻防どちらにも使用できる万能な力だ。

「おーし、私も」

　最近の訓練では、二人に魔力の使い方を教わっている。

　魔力量だけで見れば私が一番多いけど、メズに言わせれば使い方がなってないとのことだ。聖女の魔法は得意なんだけどね。

　私は身体を構成する闇魔力に意識を集中させ、右手に集める。

　少しずつ対外に放出したそれを、霧散させないよう注意しながら拳を包み込むのだ。

「硬魔！」

　魔力を押し固めることで物理的な干渉すらも可能にするのが硬魔だ。身体に纏えば戦闘において非常に有利になる。

　右拳をじっと見つめて、魔力をコントロールしようとする。球体を意識しているんだけど、ぐるぐると魔力が動いてどうにも安定しない。楕円形になったりでこぼこになったりを繰り返して、ついには制御を離れて霧散してしまった。

「ダメだー！　難しい」

　硬魔を使えれば私も近接戦闘できるようになるのに！

「センスがない」

「むむ、まあお前さんは柔魔が得意だからのう」

　硬魔と対を為すのが柔魔だ。言ってしまえば通常の魔力なのだが、スキルを使わずそのままの状態で操るのも高度な技術らしい。言われてみれば、聖域や結界は魔力を放出して場所を指定してから発動するものなので、柔魔の扱いは慣れていると思う。

「でも硬魔も使いたい」

「要練習じゃな」

　結局、この旅で硬魔を会得するには至らなかった。できれば国に着くまでには使いこなしたかったんだけどなー。

「やあ、そろそろ出発しようか」

　ファンゲイルが戻ってきた。彼はいつも着ている紺色のローブのままなのに、女性の遺骨のほうは旅用の外套に変わっている。自分より骨のオシャレを優先するってどういうことなの……。

「今日中には着くよ」

「やっとだ！」

　魔王の国ってことは、魔物がいっぱいいるんだよね？

　ちょっと楽しみかも。

　そういえば、王国からファンゲイルの国『冥国』へ向かう途中、尋ねたことがある。

　どうして魔王が国を作ったのか、と。

　魔王とは魔物を生み出す魔物の総称であり、またそれぞれＡランクすら超える規格外の力を持つとされる。かつて勇者に倒されたという伝承上の魔王は触れた人間を魔物に変えるスキルを持っていたとされるし、他の魔王も、魔物を生み出す能力を持つ。

　人間の王のように、魔王は国に君臨しているから王と呼ばれるわけではない。

　私の問いに、ファンゲイルはこう答えた。

『国というか、ある程度の集団を組織している魔王は多いよ。結局、僕ら魔物も仲間が欲しいんじゃないかな。ただ僕の場合は』

　彼は遠くを、いや在りし日の記憶を見て、続けた。

『まあ僕の場合は……あの日失った物をがむしゃらに取り戻そうとしているだけなのかもしれない』

　そう言った彼の表情は、なんだか人間くさくて。思わず言葉を詰まらせた私はそれ以上問い詰めることができなかった。

　しばらく道なき道を行くと、遠くに建造物が見えてきた。

「おお！　ここが魔王の国！」

　なんというか、薄暗い。瘴気、つまり空中に漂う闇魔力が充満していて、人間には居心地が悪いだろう。

　『不死の森』もそうだったよね。ファンゲイルって薄暗いところが好きなのかも。

　冥国は、岩山の中腹に人目を避けてひっそりと作られた国だ。周囲を山や岩に囲まれたこの場所は、近くを通っても知らなければ気づかないと思う。建物は石造りのものが多く、色彩がないので殺風景だ。

　実は冥国に着く少し前から、辺りにスケルトン系やゴーストがそこらを闊歩していた。警備や外敵の排除を兼ねて放っているのだという。さしずめ『不死の山』ってところかな。

「あっ、門番スケルトンだ」

「なんじゃその名前は。スケルトンジェネラルじゃな」

　冥国でも大活躍の門番さん。王国にいたのは『破壊王』ニコラハムが倒していたから、違う個体かな。

　右手を上げてハイタッチ。硬魔の扱いを覚えれば、私でもハイタッチができるのだ！　アレンにやったらケガさせちゃうから、要練習。

「戻るのは十年ぶりくらいかな」

「王様がそんなに留守にしていて大丈夫なの？」

「僕らは不死だよ？　十年なんて大した年月じゃないさ。君もそのうちそうなるよ」

　ファンゲイルは五百歳を超えているらしいので、十年なんて誤差みたいなものか。

　そういえば私も不死の魔物なので、誰かに魂ごと消滅させられたりしなければ長い時を生きることになる。あんまり嬉しくない。

「ゴズとメズは好きに過ごしていいよ。聖女ちゃんはこっち」

「承知した」

　二人は過去に一度、ここ冥国に来たことがあるらしい。その時はアンデッドではなかったから居心地が悪かったと言っていたけど、死んで生まれ変わった身体はどうなんだろう。

　気になるところではあるけど、私は大人しくファンゲイルに連行される。

　王国の王都の半分くらいの広さかな。多くのアンデッドが暮らす景色を横目に、奥のほうへ向かっていく。

　驚いたのは、冥国の中にいるアンデッドは強力な個体が多いことだ。ランクで言えばＣ以上の、意思を持つ魔物がほとんどで、Ｂランクも珍しくない。王国に攻めてきた戦力がほんの一部だったことがわかる。

　やがて辿り着いたのは、ひと際大きな建物だ。やっぱり権力者は大きな建物に住みたがるよね。スケルトンが作ったのかな？

「最初に告げたとおり、君には僕の研究を手伝ってもらうよ」

　ここはファンゲイルの本拠地で、彼女さん（遺骨）の蘇生のために色々研究している場所だ。アンデッドの作り方だったり、進化の仕方だったり、不死に関することなら手当たり次第に当たっているらしい。

「手伝いとか言いつつ、きっと身体をバラバラにして実験に使うんだ！」

「あはっ、何それ。そんな勿体ないことしないよ。君にはもっと利用価値があるんだから」

　それはつまり、利用価値がなければバラバラに解剖することも厭わないという意味ではなかろうか。

　森にあった砦よりも大きな建物に案内され、恐る恐る後ろをついていく。

　リッチ（メイジスケルトン系の上位種）が部屋で怪しげな調合をしているのが見えた。ぶくぶくと緑色の液体が煮えて、危なそうな湯気が湧き上がっている。

　頭蓋骨がずらりと並べられた部屋もあった。怖い。

　私はきょろきょろ視線を泳がせながら、階段を上がる。

「あら、帰っていらしたの？」

「やあミレイユ。紹介するよ。新しい仲間の聖女ちゃんだよ」

　見た目は二十代半ばの美しい女性が、ファンゲイルを出迎えた。クリノリンと呼ばれる骨組みを入れてボリュームを出したスカートに、黒と青の豪華なドレスが目立つ。

　彼女はファンゲイルの背に隠れる私をその双眸で見止めると、眉間に大きくしわを寄せて憎々しげに呟いた。

「まあ、ずいぶん汚らしい魔力を垂れ流しているお方ね」

　初対面からめっちゃ失礼！

　ミレイユはファンゲイルと同じく、人間のように見える。しかし肌は青白く、内に秘める魂は肉体との結びつきが弱い。紛れもなくアンデッドの特徴を備えていた。

　厚手のドレスで首から下の肌は見えない。髪色と同じ、吸い込まれそうなほど深い群青色の瞳が私を射抜いた。

「聖魔力……それに聖女とおっしゃいましたか？　ファンゲイル様」

「うん、この子は『聖女』のギフトを持った魔物なんだ。珍しいでしょ？」

「それは……」

　あまり歓迎されていないね。

　聖女はアンデッドにとって天敵だ。私が生前、一人でファンゲイルの侵攻を食い止めることができたのも、相手がアンデッドだったことが要因の一つだ。彼女が警戒するのも無理ない。
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「なんで聖魔力があるってわかったの？」

　砦でファンゲイルと初めて会った時、聖女であることは見抜かれなかった。

　聖霊になったことで魔力量が増えたとしても、体内にある魔力を見定める方法を、私は知らない。

「ミレイユの目は特別なんだ。それに、魔法や魔力操作に関しては僕より優れているよ。冥国幹部の一人で、ここでアンデッドや魔法の研究をしてもらってる」

「ミレイユですわ」

「あ、あはは。セレナだよ」

　この人、目が怖い！

　無表情だし、何考えているか全然わからないよ。

　幹部ということは、ランクにしてＡ以上はあると思ったほうがいい。戦う理由はないけど、私が勝てる相手じゃない。この目はきっと、私をどう解剖しようか考えているんだ。そうに違いない！

「じゃあ僕は少し休むから、ミレイユは聖女ちゃんのことよろしくね」

「「えっ」」

　私とミレイユの声が重なった。

　話は終わり、とばかりにファンゲイルは私たちを置いて、階段を登っていった。この魔王城が何階まであるのかはわからないが、やはり最上階に彼の部屋があるのだろう。

　石造りの階段は足音がよく響く。一定のリズムで音が遠ざかっていった。

　取り残された私たちは、そっと顔を見合わせる。

「えっと……」

　気まずい。

　美人が凄むと本当に恐ろしい。レイニーさんも、怒った時は震えあがるくらい怖かったなぁ。幸い、その怒りが私に向けられることはなかったけども。

　ところでそのボブカット可愛いね！　なんて言える雰囲気ではない。

「あなた……」

「ひゃい」

　ずずっとミレイユが身を寄せてきた。文字通り目と鼻の先で、彼女の前髪が揺れた。

　霊体なのに冷や汗が出そうだよ……。いやむしろ、霊体は精神の影響が直接反映されるから人間より顔に出やすいんだ。きっと今の私の顔には、汗が滝のように流れていることだろう。

　血色の悪さを隠すように紅が引かれた唇が、ゆっくりと開いた。

「ファンゲイル様のなんなのかしら？」

「へ？」

　その発言は、想像の斜め上を飛びぬけた。

「おかしいと思ったのよ。あの方以外に興味を示さないファンゲイル様がいきなり女性を連れてくるなんて……。しかもこんな可愛らしい。さらに聖女ですって？　ああ、この国を離れている間にファンゲイル様は変わられてしまったのね……五百年も一緒にいるワタクシより、この小娘のほうがいいんだわ」

「あ、あのー」

「なんですの？　そうですか、それが勝者の余裕というわけですのね。言っておくけれど、ファンゲイル様はあなたなんかに興味ないですわよ」

　なんか、一気に恐怖感がなくなった気がする。さらっと可愛いって言ってくれたし。

　ただのファンゲイル大好きっ子でした。恋？　敬愛かな？　よくわからないけど、主君のためなら暴走しちゃうタイプらしい。

「私はファンゲイルのペットというか、研究対象というか」

「呼び捨て!?　しかもペットですって!?　一体どんないかがわしい研究をなさっていたのでしょうか。もしかして、聖属性などという下賤な魔力でファンゲイル様は汚されてしまったの……？　かくなる上はこの小娘を殺すしか」

「なんで私と二人きりにしたの!?」

　ファンゲイル、面倒だから私に押し付けたんじゃないでしょうね。

　大人の美人って感じだったのに、今はどこからか取り出したハンカチを噛んで両手で引っ張っている。

　こんな子が幹部で大丈夫なの……。

　取り乱すミレイユと研究室のような場所で話し込むこと、小一時間。

「話は理解したわ」

　私とファンゲイルの関係について、なんとか伝えることができた。

　特に私が、か弱くいたいけな乙女であることは重点的に伝えたつもりだ。ファンゲイルから私を助けて！

「ファンゲイル様の研究のためですもの。ワタクシもセレナの解剖に協力いたしますわ」

「やだよ！」

　目をキラキラ輝かせるミレイユからさっと距離を取った。身を守るために、聖結界を目の前に展開した。

　霊体を解剖ってことは、魔力を切り開いて中身を見る感じかな？　怖すぎる。

「ちょっと、聖魔力なんて使わないで頂戴。汚らわしい」

「神聖な魔力だよ」

「ワタクシたちにとっては不快感しかないですわよ」

　そりゃそうだ。私は聖魔両方を司る聖霊だから平気だけど、闇魔力で動く魔物にとっては異物だ。

「そもそも属性って何？」

　私はふと思いついた疑問を口に出す。

　魔物は闇魔力を使って種族スキルを使う。死霊系の魔物であれば、身体そのものが闇魔力で形成されていると言える。

　でも人間は、ギフトによって属性が違うのだ。聖女であれば聖属性の魔力を身体に宿しているけど、炎や水、風などを使うギフトもある。

「簡単に言えば魔力の持つ性質ですわ。ギフトが与える恩恵の一つで、スキルの動力源……というのは結果論で、ギフトと同様にあまり解明されていないですわね。魔物はギフトがなくても魔力がある。それに対抗するために人間に与えられたのが、その他の属性だとワタクシは考えていますわ」

「魔物が最初ってこと？」

「ええ。闇魔力は種族スキルによってあらゆるものに変化する。それこそ炎や水にも。けれど、人間の魔力は属性の垣根を超えることはできない。明らかに、闇魔力のほうが汎用性に優れているのですわ」

　さすが研究者だけあって、知識の引き出しが多いね。説明もよどみなく、分かりやすい。

　キツネビの種族スキルはファイアーボールだった。人間であれば『火魔法使い』などのギフト持ちが使う魔法に酷似している。でも、キツネビは闇魔力しか持たないもんね。

「じゃあ聖魔力は？」

「聖だけは、闇では再現不可能。対極に位置する魔力。だからこそ、ファンゲイル様はあなたに興味を持ったのでしょう」

　ファンゲイルが私を連れてきたのは王国から手を引く条件の一つだった。初めて会った時から興味を示していたので、研究対象として必要だったのだろう。

　私の存在はアンデッドを統べる魔王から見ても特異な存在らしいからね。

　案の定、ミレイユも私の生態に興味津々なようだった。

　性格とか容姿に興味を持ってほしかったな！

「実際、セレナは特別ですわね。普通、魔物はギフトを持たないもの」

「でも、ファンゲイルやミレイユは元人間だよね？」

　ファンゲイルは以前そう言っていたし、ミレイユも見た目は人間に見える。ならば、元人間の魔物という図式は彼らにも当てはまるはずだ。

「ええ。でもワタクシたちは己の意思で魔物になった。ファンゲイル様が開発した魔法で、生きながらにしてアンデッドに転じたの。ギフトは失ったけれど、魔力や魔法は変わらず使えましたわね。ただ、二人とも聖属性を使うギフトではなかったですわ」

「ゴズとメズに使ったような？」

「あら、あのでくの坊二人もアンデッドになったのね。魔物に使う場合はまたちょっと違うのだけれど、だいたい同じと思って大丈夫ですわ」

　生きている人間をアンデッドに変える魔法。そんなものがあるんだ。

　古今東西、権力者は不老不死を求めるものだ。彼らからしたら夢みたいな話じゃない？

　代わりに魔物になっちゃうけどね。

「聖女のギフトが残っていてさらに聖魔力まで扱えるなんて、本来あり得ないことなの。しかも普通に……って言ったら変だけれど、魔物と関係なく処刑されてヒトダマの養殖場で目覚めるなんて」

「嘘は言ってないよ」

「そうでしょうね。ファンゲイル様が嘘を見抜けぬはずがないですわ。現実に起きているわけだし」

　ミレイユは顎に手を当てて虚空を見つめた。こうやって思案顔をしていると、白い肌も相まってお人形さんみたいで綺麗だね。

　話してみると接しやすくて、結構気が合う。あとは私に危険が及ぶような研究を阻止できれば、仲良くなれそうだね！

　問題は、ファンゲイルのためなら私くらい何人でも犠牲にしそうなところ……。私は一人しかいないけど。

「ファンゲイルは上位のギフトがあったから魂に記憶が残ったのかもって言ってたよ」

「たしかにギフト持ちの魂は強力だけれど、記憶が残るという可能性があるかどうか……現時点では不明ですわね。そもそも記憶は脳みそに刻まれているの。魂はあくまで魔力を宿す場所であって、記憶とは関係ないはず……」

「ミレイユは生前の記憶があるんでしょ？　ゴズとメズもあるみたいだし」

「ええ。記憶の継承も術式に組み込まれているから。それこそ、あなたの場合も生前に魔法をかければ──ッ」

　ミレイユは突然、目を大きく見開いて息を飲んだ。いや、そんな、でも……とうわ言のように繰り返す。

「どうかしたの？」

「いえ、あくまで可能性の話なのだけれど……あなたの死と魔物化は、偶然じゃないかもしれないですわ」
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　元聖女セレナと『不死の魔王』ファンゲイルが去ったあとの王国は、ギフテッド皇国から派遣された使節団によって速やかに統治されていった。

　国内にいる王族は全員処刑、貴族制度は即刻廃止された。混乱の中、幼い第二王子とその母は行方知れずとなったが、元より第一王子に排斥され隠居生活を送っていたことと、王政そのものが廃止となったため、問題にはならない。

　現在要職に就いている、もしくは領主として土地を治めている貴族に関しては、混乱を避けるため新たな役職が開設され、それに就いたうえで職務は継続する運びとなった。

「おやおや、レイニー卿ではありませぬか」

「バレンタイン卿、お久しぶりですね」

「貴殿がこの辺境に左遷……おっと、聖女の守護者として抜擢されて以来ですな。いやはや、このような田舎の国でもしっかりと職務を全うされていて、素晴らしいですな」

　バレンタインはレイニーと同じ『枢機卿』のギフトを持つ、皇国の重鎮だ。初期対応こそレイニーが行ったが、首尾を早馬で報告してからわずかひと月後、王国支配のためにやってきたのだった。教皇から王国統治における全権を委任されており、実質的な国のトップとなっている。

　皇国にいた頃は何度も顔を合わせていたが、会う度に嫌味を言ってくる。聖騎士団からたたき上げで地位を築いてきたレイニーが気に入らないのだ。

　レイニーや聖騎士団は、教会内では保守派に属していて、伝統や教義を重んじる。

　対して、バレンタイン卿は革新派の有力者だ。教会の在り方すら変えんとするこの派閥は人数こそ少ないが、建国時から存在し近年では特に勢力を伸ばしている。

「しかし、レイニー卿がいながらも聖女様をみすみす失うとは」

「力不足を恥じるばかりです。公務で王宮を離れている間の出来事で……」

「言い訳とは見苦しいですな。この国を手に入れた功績だけでは、取り返しがつきませぬぞ」

　聖女の処刑は、レイニーをもってしても防ぐことができないほどに突然で、迅速だった。とある子爵の入れ知恵があったらしいが、それにしても強行するような素振りはなかったのだ。

　とはいえ、既に聖女の命は失われてしまった。これは皇国にとっても大きな損失であり、レイニーの責任は免れない。

「バレンタイン卿ほどのお方がわざわざ足を運ぶとは、この国はそれほど価値がおありなのでしょうか。ずいぶんと早い到着でしたが……。ああそれとも、あなたも皇国での立場が悪くなったとか」

「ふん、そんなわけないでしょう。教皇猊下は私の実力をお認めになり、こうして大役を与えてくださったのです。それは偏に、王国に住む大勢の信徒を救うためですぞ。魔王の侵攻があった後ですからな」

　その魔王を撃退したのは聖女と『勇者』となったアレンのおかげなのだが、皇国には伏せている。聖女の魔物化も、祝福の使用も、到底報告できるようなものではない。アレンはこれまで通りただの孤児として、孤児院で暮らしている。

　共闘する魔物については多くの兵士が目撃しているものの、教義に反することであればうっかり口にすることもないだろう。しかし、人の口に戸は立てられぬというもの。バレンタインの耳に入るのも時間の問題か。

「しかし、枢機卿一人で魔王を撃退とは、お手柄でしたな」

「一人ではございませんよ。多くの冒険者や兵士の方々が尽力してくださったおかげです」

「そういうことにしておきましょう」

　含みのある言葉を残して、バレンタイン卿は去っていった。

（少々まずいことになりましたね）

　レイニーは内心でそう呟きながら、会釈をしてバレンタインとは逆方向に歩きだす。

　当然ながら、皇国も一枚岩ではない。レイニーの知らないところで、何かが動いている。己の身の振り方も考えなくてはならないようだ。

　なぜ、今になって皇国は王国の統治に乗り出したのか。まるで、魔王に荒らされるのを待っていたかのような迅速さで……。

　連れ去られた聖女セレナの様子も気になるし、助け出すためにはアレンを鍛え上げる必要がある。やることが多すぎて、最近は頭痛に悩まされている。

　王宮を出たレイニーはその足でアレンの孤児院に向かった。

　孤児院は皇国に向かっていたシスターと子どもたちも戻ってきて、かつての賑わいを取り戻していた。これこそが聖女の守りたかったものなのだと、レイニーは胸が熱くなる思いを抱えて扉を開いた。

「レイニーさん！」

　いの一番に気が付いたアレンが駆け寄ってくる。

　続いて後ろから顔を出したのは、赤毛の少年だった。

「おばさん……」

「その呼び方はやめなさいと、何度言えばわかるのですか」

「ご、ごめんなさい。れいにーさま」

　彼は、もともと孤児院にいた子どもではない。

　聖女が森の中で助け、レイニーが送り届けた少年だ。

「お母様の容態はいかがですか？」

「うん、さっきご飯食べて、今は寝てるよ」

「そうですか。聖女様ほどではございませんが、わたくしも回復魔法は得意です。すぐによくなるでしょう」

　少年──カイルが命を懸けて採集してきた薬草は、母親の病気を治すには至らなかった。煎じて飲めば薬効がある植物ではあるが、それほど劇的な効き目があるわけではない。そのため、同行していたレイニーが回復魔法を使用し、経過観察のために王国に連れてきたのだった。

「さて、アレン君。今日も特訓を始めましょうか」

「ああ。早くセレナを助けてやらないとな。魔王のところで、どんな目に遭ってるかわからない」

「案外、気楽に遊んでいそうですが」

「たしかに。意外と図太いしな、あいつ」
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　私が『冥国』にやってきてから数日が経った。

　研究対象にされると聞いて戦々恐々としていたのだけれど、ミレイユから色々事情聴取されたくらいで、特に何もされてない。ひとまずはほっとした。

　ミレイユからは聖女になってからのこと、そして死んだ後のことを事細かに聞かれた。それがなんの役に立つのか私にはわからないけど、魔法関連についてはファンゲイルすらも凌ぐ知識を持つらしい彼女は、何か思い当たる節があったようだ。

　また必要になったら呼ぶと言われ、それからはぐーたら過ごしていた。

　暇な時は硬魔の練習をしたり、ミレイユに絡みに行って邪険にされたり、冥国を散歩したりした。

　冥国にも至る所にヒトダマの養殖場があって、アンデッドの食糧が生産されている。最悪何も食べなくても生きていける私たち魔物だが、やはり魂を食べたほうが調子いい。魔力も回復するしね。

「うまうま」

　森のヒトダマがあっさりした爽やかな味だとしたら、山育ちのヒトダマはコクがあってしっかりしている。とっても美味しい。こっちのほうが好きかも。

　魂を食べることに対する抵抗は、すっかりなくなった。いや、最初からなかったね。

「聖女ちゃん、入るよ」

「あーい」

　ファンゲイルの声だ。

　私にあてがわれた部屋は、ファンゲイルとミレイユが住む魔王城の一室だ。二人の研究施設も入っている。今はいないけど、他の幹部の部屋もあるらしい。

「どう？　ここの生活にも慣れた？」

「快適だよ！　なんか、特別待遇って感じ。もしかして、私って結構大事にされてる？」

　ゴズとメズは外の住宅で暮らしているもんね。

　私は最初から幹部待遇だ。

　ファンゲイルは「そうだよ」と言いながら手を伸ばして、私の頭を撫でようとする。霊体だけど、硬魔を自在に使いこなせる魔物は普通に触れることができるのだ。

「ひいっ」

　さっと身を引いて、ファンゲイルの手から逃れる。ダメだよ、私にはアレンが……。

　両手で頭を押さえ壁際で縮こまった。

「ふふっ」

　口元を押さてくつくつと笑う様子を見て、からかわれたのだと気が付いた。

　相変わらず性格の悪い魔王だね。子どものように無邪気な笑顔は、とても五百年を生きる不死の存在には見えないけど。

「君は僕のペットだからね。それに、近くにいてくれたほうが研究しやすい。そのうち、準備ができたら君の魂も調べさせてもらうよ。聖霊という種族についても気になるし」

　幹部扱いではなく、ペット扱いだったらしい。

「ふーん。で、今日はどうかしたの？」

「君にも仕事をしてもらおうと思ってね」

「えー」

　仕事……なんて嫌な響き……。

　思えば死霊になってから、人間のしがらみから解き放たれていた。身体は疲れないし、何もしなくても責められることはない。聖女の務めもないから、毎日ヒトダマを食べてぼーっとしているだけで良かった。王宮にいた頃は常に気を張っていたからねー。今のほうが気が楽だし性に合っていると思う。

　顔を引きつらせて、ゆっくり視線を外した。

　大丈夫、壁ならすり抜けられる！　死霊だからね！

　ゴツンと、いつかと同じように氷の結界に頭をぶつけた。

「来るよね？」

「はい」

　物理的に気温が下がった部屋の中で、首を縦に何度も振った。有無を言わさず、部屋から連れ出される。

　ファンゲイルと共にやってきたのは、魔王城の隣にある小屋だった。外からでも感じられるくらい、中でたくさんの魂が蠢いている。

「ここはゴーストの実験をしているところなんだ」

「食べるの？」

「君……」

「うそうそ！」

　私だって、いつもご飯のこと考えているわけじゃないからね？

　私も前はゴーストだった割に、食べることに抵抗はないけど……。ファンゲイルに聞いたら「人間だって牛やウサギを食べるでしょ」って言われた。魔物にとって、その程度の認識らしい。

　だからといって、死霊は全て捕食の対象というわけではない。魔王軍の大切な戦力でもあるし、アンデッドの研究のためには欠かせない存在だ。

「君は聖女の魔法で進化条件を看破できるって言っていたよね？　それは自分以外でも？」

「うん、条件を満たさないと教えてくれない場合もあるけどね」

　『神託』は人間のギフトを確認したり、敵の魔物のランクや種族スキルを確認するために用いられる聖女のスキルだ。また死霊になった後は、これを使って進化条件を確認し、分岐の際はどちらに進化するか選ぶこともできた。

　先日試したら、自分より下位の魔物に限るがスケルトンの進化条件も教えてもらえたのだ。

「十分だよ。僕たちは今まで、しらみつぶしに試行錯誤するしかなかったんだから。ゴーストはレイスやサイレントゴースト以外にも、多種多様な魔物に進化する魔物だから、色々なパターンを記録してほしいんだ」

　ケラケラ笑うだけの無害な魔物だけど、死霊の基礎になるような大事な存在なんだね。

「与える魂や魔力によって進化先が変わることも確認されている。中にはゴーストが二〇体くらい閉じ込めてあるし、必要なら養殖場のヒトダマは自由に使ってくれていいから」

「おお、私が研究する側になるんだね！　なんか楽しそう！」

「聖女の力は、僕たちには本当に貴重なんだ。期待しているよ」

　私はゴーストからレイスに進化したけれど、死霊系はまだまだたくさんの魔物がいるからね！

　魔王軍はその多くが『憑依系』──スケルトンやエアアーマーなんかの肉体に魂が宿っているタイプの魔物だから、死霊系の実用化を期待されているのかもしれない。

　ふふふ、魂の専門家なんて言いつつ、まだまだみたいだね。

　決めた！

　可愛くて強い、私だけのゴースト軍団を作っちゃおう！

　今は恭順を示しておいて、アレンが助けに来てくれたらゴーストたちを連れて寝返るんだ！　ふふふ、私の完璧な作戦。油断できるのも今のうちだけだよ。

　小屋の中にはいくつもの小部屋があって、ゴーストが飼育されていた。近くにはヒトダマの養殖場もあるので餌にも困らない。必要になれば、ヒトダマを進化させてゴーストを作っても良いだろう。

　この小屋をゴースト研究所と名付けた。私の新しい仕事場だ。ファンゲイルは魔王城に戻ったので、一人で中に入った。

　大音量の笑い声が襲ってきて、思わずのけ反る。

「けらけら」「きゃっきゃっ」「ひひ、ひひ」

　小部屋には結界が張り巡らされ、共食いしないようにそれぞれ隔離されていた。狭い空間だけど、皆くるくる動き回って楽しそうだ。

　姿形は『不死の森』にいたのと同じで、白いシーツを被ったような赤子サイズの死霊だ。小さい突起型の手が可愛らしい。

　部屋は二つあって、各十体ずつのゴーストが捕獲されている。

「じゃあさっそく──神託」

　自分が進化する時に何度もお世話になった、聖女の魔法だ。




『お告げ

　種族：ゴースト

　種族スキル：ケラケラ』




　私がヒトダマから進化した時は、他にもソウルドレインや火の息、ファイアーボールも使えたけれど、この子たちは最初からゴーストみたいだね。

　ゴーストは自然発生することが多い魔物だ。生物の死骸から抜け出した魂が、世界を漂っている途中で偶然寄り集まって形を成す。それがゴーストだ。

　『不死の森』や『不死の山』は瘴気、つまり空中に溶けだした闇魔力が多いから、特にゴーストが発生しやすい。

「ここにいるのは皆普通のゴーストだね～」

　ゴーストは戦う術を持たないから、戦力にはなりえない。

　続いて、進化条件を確認する。




『進化系譜

　進化先候補

　レイス（Ｄ）進化条件：ＬＶ３０　必要素材：魂×１０００　必要条件：願望

　サイレントゴースト（Ｅ＋）進化条件：ＬＶ３０　必要素材：魂×１０００』




　私がレイスに進化した時と同じ内容だ。あの時は魂を集めるまで教えてくれなかったけど、今回は最初から確認できた。

「うーん、サイレントゴーストだったら魂食べさせれば簡単なんだけど……それはファンゲイルも知っているよね」

　そもそも、魂を千個集めればいいというのもファンゲイルが教えてくれたことだ。盗み聞きだけど！

　王国へ侵攻した軍団の中にも、数体のサイレントゴーストが加わっていた。無音で忍び寄り、透過する身体を利用して物陰から命を刈り取る、厄介な魔物だ。

「研究っていうくらいだから、他の進化先を見つけないと……」

　レイスの必要条件である『願望』は、ゴーストに感情が芽生える必要があるということだと思う。目の前のゴーストをじっと見つめてみても、ケラケラ笑うだけで何かを考えているようには見えない。

　Ｄランク……レイスやエアアーマー、スカルナイトは知性のある魔物だった。Ｄランクだから知性があるというより、知性がなければＤランクになれないということなのかな。

　知性の生み出し方を見つけられれば、レイスを作れる。

「おお、なんだか私、研究者っぽい！」

　ぐっと拳を握りしめる。

　魔物の生態には聖女として教会にいた頃から気になっていたんだよね。『神託』は人間のギフトを見抜いて導くだけの魔法ではない。魔物の名前やスキルを看破することもできたから、こっそり調べてたなぁ。

　人間や動物とは明らかに違う、魔物という存在に興味津々だった。今は自分が魔物だし、ゴーストの研究をしているんだから人生何があるかわからないね。あ、人生はもう終わったんだった。

「よし、まずは知性を生み出す研究だ！　あとは、他の進化先もあるか調べよう！」

　スケルトンはソルジャー、メイジ、アーチャーなど、様々な進化先に分岐する。

　ゴーストも、もしかしたら素材によって変わるかもしれない。

　忙しくなりそうだね！

　それに、私もまだＣランクだからできれば進化したい。聖霊は特殊進化みたいだけど、これで終わりとは思いたくないよ。アンデッドになってＢ＋ランクになったゴズメズや、Ａランクのミレイユにスカルドラゴン、魔王のファンゲイル……上には上がいるもんね。

「アレン、私頑張るからね！」

　私はさっそく、三体のゴーストを連れてゴースト研究所を出た。

　独断と偏見によって選出された、一番感情がありそうな子たちだ。自意識がほとんどないとはいえ、ゴーストにはそれぞれ個性がある。動きをよく観察していれば、あるいはヒトダマを与えてみれば、微妙に反応が違うことがわかる。

　ゴーストたちを区分けしている結界を解除し、代わりに聖結界を展開した。そのままだと触れたら消滅してしまうので、闇魔力でコーティングするのも忘れない。自分の結界のほうが何かあれば察知できるし、応用も利くからわざわざ張り替えたのだ。

「みんな行くよー」

　冥国の周りを散歩でもしよう。そう思って、三体のゴーストに声をかける。

「けらけら」と乾いた笑いを発しながらふらふらと離れていく子。

「きゃっきゃっ」と楽しそうに私の周りをくるりと回る子。

「ひひ、ひひ」と不気味な笑顔で、研究所に戻ろうとする子。

　個性あるのはいいけど、好き勝手動きすぎだよ！

　慌てて追いかけて捕まえる。物質を透過するゴーストも、同じ霊体なら掴むことができる。ふふふ、私からは逃げられないよ。

　離れていった二体を捕まえていたら、くるくる回っていた子も明後日の方向に動き始めた。

　自由すぎる！

「こら、勝手に動かないで！」

　散歩でもしようと出てきたのに、これじゃ私ばっかり疲れちゃう。これはこれで自我が芽生えるかもしれないけど、研究にはならないよ。

　広めの範囲を結界で囲って、好きに遊ばせるとか？　イメージは馬の放牧だ。

　でも、それだと共食いを始める可能性があるんだよね……。ソウルドレインのスキルは持っていないけど、そもそも死霊には魂を食べるという性質がある。霊体そのものであるゴーストなら、直接食べることも可能なんだよね。だから研究所の中は結界で仕切られているわけだし。

　それに、冥国の中には他のアンデッドもたくさん暮らしているから、弱小のゴーストなんて絶対食べられちゃう。石造りの家（と呼ぶにはちょっとボロボロだけど）にいるのは、意思を持つＤランク以上の魔物だもん。

「レイニーさんの聖なる鎖みたいに、ゴーストを捕まえて引っ張れればなぁ」

　あれだと聖属性が強すぎて消滅するだろうけど。

　例えば、闇魔力で鎖や紐を再現できれば、馬の手綱のようにゴーストをコントロールできると思う。

　結界は展開した場所から動かすのには向いていない。かと言って、硬魔をそこまで精密に操作できるわけでもない。間違いなく、威力が高すぎて真っ二つにしちゃう。

「ファンゲイルがやっていたのは……ソウルドミネイト、だっけ」

　砦に侵入した際、私にかけてきた魔法だ。幸い聖属性の魔力で打ち消すことができたけど、並みのアンデッドなら完全に支配できるという。知恵のない魔物の軍勢の指揮をすることができるのも、この魔法があるおかげだ。

　なんとか再現できれば……。

　私の手持ちで魂に干渉できるのは、ソウルドレインだけ。うーん、ファンゲイル教えてくれないかなぁ。

　ポルターガイストは物質を掴むというスキルなので、霊体には干渉できない。

「んん？　でもポルターガイストをどうにかすればゴーストも掴めるんじゃない？」

　普通のポルターガイストではできなくても、聖霊の『聖魔融合』スキルを使って何かと組み合わせれば、多少効果も変更できる。

　例えば……。

「ポルターガイスト、聖結界──」

　聖結界を使う時は、その座標に聖魔力を流し込んで形を作ってから、魔法を発動する。

　今回はその要領で、闇魔力を操る。手綱や鎖をイメージし、細長く、ゴーストに縄をかけるような形に。

　性質はポルターガイストと結界を混ぜた感じ。縄の形をした聖結界が、ポルターガイストの柔軟性を保ったまま顕現した。

「不定形結界……できた！」

　これでゴーストを逃がさず、傷つけずに散歩ができるね！　柔魔は得意分野なんだ。

　散歩の目的はゴーストの進化だ。

　とはいえ感情を芽生えさせる方法は良くわからないし、他の進化方法についてはもっと見当が付かない。とりあえず魂の数は必要だから、その辺にいるヒトダマでも食べさせよう。

　冥国を出て、山に出た。山は迷子になりやすい場所として有名だから気を付けないとね。『不死の山』は植物がほとんどない禿山だし、冥国は遠くからでもわかるくらい魂が密集しているから見失う心配はないのだけれど。

「みんな、いっくよー」

　聖結界とポルターガイストを合わせた『不定形結界』で作った手綱で三体のゴーストを引っ張る。威力なしで優しく触れるようにしているから、痛かったりはしない、と思う。

　聖属性を強めにしたら魔物に有効だし、ポルターガイストを強くすれば縛り付けたり叩きつけたりもできて、色々と使い道がありそう。便利だね。

「おっ、スケルトンだ」

　山で徘徊しているスケルトンは、厳密にはファンゲイルの仲間ではない。有事にはソウルドミネイトで戦力にもなるし、不死の山から人間を遠ざける役目も担っているが、あくまで野生の魔物である。生きてないけど。

　だから、必要なら倒しても問題ないよね。

「ソウルドレイン」

　スケルトンから無理やり魂を引きはがした。今の私にとって、スケルトンくらいなら敵にもならない。

　骨がカタカタと地面に落ちる。抜け出した魂にかぶりつきたくなるのをぐっと我慢。一体のゴーストに渡した。

「食べていいよ」

「けらけらっ！」

　小さい手を伸ばして、嬉しそうに笑った。空中をくるりと一回転。大きく開けた口で魂に食らいついた。

　ゴーストが進化するためには千個もの魂を与える必要がある。養殖場のヒトダマも利用するつもりだが、機会があればスケルトンの魂も与えよう。

「そういえば、オニビはスケルトンの骨に入ったら進化候補増えたんだよね。ゴーストもできるかも？」

　必要素材を所持するまで進化先候補はわからない。

　今魂を与えたゴーストを、頭蓋骨の中に入れてみる。ゴーストのほうが少し大きいから、頭蓋骨と一体化しているように見える。

「神託」

　進化先候補を確認した。

　しかし、特に新しい情報が出てくることはなかった。むぅ、骨じゃダメか。

　霊体しか持たない『死霊系』と、物質に魂が取り付いた『憑依系』は基本的に別々で進化していくものなのだろう。私が進化してきた時も、オニビの時を除いて憑依系が候補になることはなかった。

　スケルトンもゴーストと同じく自然発生する魔物だしね。エアアーマーなんかはどうなるんだろう……？　落ちている鎧とかがあったら試してみよう。

「他に進化先があるかわからないし、とりあえずレイスを目指そっかー。どう？　願望とか湧いてきたりしない？」

「けら？」

「ひっひっ」

　うーん、一緒に遊んでいればいつか感情芽生えたりするのかなぁ。

　ミレイユやファンゲイルはどこまで知っているんだろう。死霊の研究には難航しているような口ぶりだったけど。

　王国に攻めてきた軍勢の中には、死霊系はサイレントゴーストしかいなかった。となると、魂をたくさん与える進化方法しかわからないのかもしれない。

　でも、私がゴーストからレイスに進化したことに関しては特に驚いてなかったよね。進化すること自体は知っているのだろう。後で聞いてみようかな。

「よーし、とりあえず魂たくさん食べよう！　私もお腹空いたよ！」

　手綱を引いて、移動を再開する。

　不死の山は岩が多く、ごつごつしている。とても歩きづらそうで、死霊で良かったと思う。徘徊しているスケルトンもよく岩に引っかかって、もがいている。

　鉱物が豊富なようで、途中で採掘に出かけるスケルトンナイトの集団とすれ違った。気さくに挨拶すると、指揮していたスケルトンジェネラルが手を振ってくれた。

　魔物を統括する仕組みも気になるね。まだまだ知らないことがいっぱいだ。

「洞窟発見！」

　冥国から少し山を降りたところに、スケルトンも通れないような割れ目を発見した。覗いてみると、結構奥まで空洞が続いているように見える。

　狭い道でも死霊の私たちなら問題ない。生き埋めになる心配もないのがいいね。

　壁に開いた穴をするりと抜けて、中に入る。ゴーストたちが好き勝手進んでいくので、慌てて追いかけた。

　私たちアンデッドは、暗闇の中でもはっきりと見ることができる。眼球がない代わりに魔力的な作用で視覚を確保しているからだ。明暗を認識することはできるけど見えなくなることはない。

　登ったり、下ったり。洞窟の形に任せて、どんどん進んでいく。たぶん、下るほうが多かったと思う。本格的に現在地がわからなくなったけど、一本道だから戻れるよね……？

　自然にできた洞窟のようで、岩肌がむき出しで場所によっては尖っている。狭い道をなんとか抜けると、開けた空間が現れた。

「わぁ、鍾乳洞だ！」

　王都の書庫にあった本で読んだことがある！

　つららのように尖った柱が上からも下からも伸びていて、幻想的な空間を創り出している。どこからか漏れた光が、洞窟内を明るく彩った。

　私の知る鍾乳石は白だったと思うんだけど、この洞窟は濃い青色だ。よく見ると、魔力の塊であることがわかる。

　透き通った青色の鍾乳石が光を乱反射させているのかな。その光も青い筋となって、美しい。

　青空のようであり、大海のようでもある。青だけの世界に入り込んだみたいだ。

「すごい魔力……」

　魔力を多く内包する物質というと、魔石が思い浮かぶ。

　瘴気が凝縮し宝石のようになったもので、魔物の体内から取れることがあるのだ。魔法の触媒として使うことができる。

　この鍾乳石は、もしかして全部魔石なのかな？

　鍾乳石の周りには、液体の魔力も少量、川のように流れていた。天井からぽたぽた落ちる瘴気を含んだ水が、鍾乳洞を作り出しているんだ。それはきっと、ほんの数年の出来事ではない。数百年、数千年の歴史を持っているのだと思うと、感動する。

「けらけら」

「あっ、ちょっと！」

　ゴーストが一匹、ふらふらと鍾乳石に吸い寄せられていった。

　吸い寄せられるように、ゴーストが鍾乳石に向かっていく。天井から伸びた、細い一本だ。

　けらけら笑う子は、ずっと適当に動き回る性格だけど今は違う。迷いなく、真っすぐ近づいていった。慌てて手綱代わりの結界を引っ張る。

「なになに？　どうしたの？」

「けら……」

「鍾乳石が気になるのかな」

　ゴーストが魂以外に対してこれほどまでに興味を示すのは珍しい。魂を食べるか笑っているかふらふらしている。それがゴーストという魔物だ。

　鍾乳石は瘴気の塊なので、魔物としては気になるのだろうか。私は闇魔力がいっぱいだなーくらいにしか感じないけど。これだけ濃密な闇魔力が密集した空間だと、普通の聖域や聖結界は無効化されそうだね。逆に、魔物にとっては過ごしやすい。心なしか、力が湧いてくる気がする。

「うーん、感情が芽生えるきっかけになるかもしれないし、自由にさせてみよう」

　残りの二体は、漂流しているだけで特別な動きはしていない。

　鍾乳石に近づいたゴーストは、そのまま突っ込もうとして……ぶつかった。物を透き通るはずの死霊が頭をぶつけるのは珍しい。

「あ、そっか。魔力が結晶化したものだからすり抜けられないんだ」

　魔石は、魔物の中でも特に強力な個体からしか取れないもので、実物を見たのは初めてだ。死霊に触れることができる石だとは思わなかった。

　ふと不安になって、帰り道に手をかざしてみる。大丈夫、壁までは覆われていないみたい。

「何かに使えるかな？　持って帰れるか試してみよう！」

　入ってきた穴は狭いから、持ち出せるかはやってみないとわからない。

　私たちは最悪通り抜ければいいけど、鍾乳石はそうもいかないからね。

「これ、折ったら衝撃で他のも落ちてきそうじゃない……？」

　既に何本か、細すぎて折れそうな鍾乳石がぶら下がっているのだ。太いものならともかく、細いものは危険だ。つららのように伸びた鍾乳石が落ちてきたら、串刺しにされる。

　ポルターガイストを使えば、折ること自体は可能だろう。結界を張れば大丈夫かな？

　せっかくの美しい景観を壊すのも忍びないけど、ちょこっといただいていきたい。必要ならまた取りに来たらいいし、小さいのないかな。

「けらけら」

「あんまり近づいて大丈夫？」

　濃すぎる瘴気が、何か害を引き起こす可能性はある。不死の森や山は瘴気の影響で植物が育ちにくいからね。不死の森だって、残っているのは生命力の強い大きな木だけだった。

　魔物だから平気だとは思うけど。

「けら！」

「んー？」

　ゴーストがしきりに動き回り、小さな手で鍾乳石を突く。口を開けて、食べようとする。

　魂以外も食べられるの？　でも動きだけで実際に吸収することはできていない。

「ソウルドレイン……うーん、ダメだね」

　私たちがスキルで使用する魔力は、体内で生成される。魔石のように体外にある魔力を利用するには、特別な魔法やスキルが必要になる。

　例えばヒトダマの養殖場で使われる術式は、魔法陣によって空気中の瘴気と魂を集め、ヒトダマを創り出す仕組みだ。

　また、空気中の闇魔力になんらかの作用が加わることで、魔物が自然発生することもある。

　しかし、普通の魔物が外から魔力を取り込むことはできない。私が知る限りでは。

　魔力を操ろうしても、自分以外の魔力は波長が合わない。

「なんで欲しがっているんだろう？　そうだ。神託」

　神託で進化先を確認してみる。

　ゴーストに知恵はない。だとしたら、鍾乳石を食べようとしているのは本能なはずだ。




『進化系譜

　進化先候補

　レイス（Ｄ）進化条件：ＬＶ３０　必要素材：魂×１０００　必要条件：願望

　サイレントゴースト（Ｅ＋）進化条件：ＬＶ３０　必要素材：魂×１０００

　ウェイブゴースト（Ｅ＋）進化条件：ＬＶ３０　必要素材：魔晶石』




「新しい進化先が増えてる！」

　それに、この鍾乳石の名前も判明した。ただの魔石じゃなくて、魔晶石って言うんだね。水晶みたいで綺麗だし、納得かも。

　進化できないのは、レベルが足りないからだ。

　他のゴーストも魔晶石に近づけてみると、同じように進化先が追加された。なんであの子だけ興味津々だったんだろうね。好みかな。

　ついでに私も試してみたけど、変わりはなし。ざんねん。

「一回地上に戻って、レベル上げて来よう！」

　場所を忘れないように地下と、地上の割れ目がある場所に聖結界でマーキングしておく。これで、どこにいても場所を把握できる。

　レベルとは何か。古来より研究者が様々な推論を出してきたが、明確な回答はない。ギフテッド教では『生物としてのステージ』と定義される。

　レベルが一つ上がると、突然身体能力が上がったり魔力量が増えたりする。頭の回転が速くなる。一般的なトレーニングのように徐々に増えていくわけじゃなくて、レベルが上がった瞬間に一段階向上するのだ。ギフトと同じように、神が力を与えてくれる、とする文献もある。

　まさしく生物としての格が一つ上がるわけだ。

　また、ギフトを持っていれば使えるスキルが増えることもある。

　魔物であれば、全く違う種族に進化するための条件でもある。

「早く進化したいねー！」

「けらけら！」

　レベルを上げる方法はいくつかある。

　一番わかりやすくて効率がいいのは、生物を殺すことだ。他者の命を奪うという行為はレベルアップに繋がりやすい。私は進化するために、たくさん魔物を倒したね。魔物が食事の必要がない場合でも人間を襲うのはレベルを上げるためだと言われている。

　殺さなくても、戦闘行為を行うだけで上がることも確認されている。いや、戦闘だけではない。例えば生産や加工などの仕事でも、レベルは上がる。生活の様々な行動が、レベルに繋がっている。極論を言えば、生きているだけで上がるのだ。

　でもやはり、効率よく上げようと思ったら魔物を倒すのが早い。

「でもゴーストって攻撃できないよね？」

　私はソウルドレインやホーリーレイなどを使えたけど、自然発生したゴーストには無理だ。高位の死霊を見かけない理由が良くわかるね。ケラケラ笑うだけのゴーストは、自力で魂を集めるのが難しいんだ。

　とりあえず、その辺にいたスケルトンの魂を抜き出してゴーストに与えてみる。魂の摂取でもレベルアップできると思うんだけど、時間がかかるよね。

　仕方ない。ちょっと反則だけど……。

「吸魂結界」

　ソウルドレインと聖結界を『聖魔融合』したスキルを展開する。──山全体に。

　もちろん、冥国がある山じゃない。『不死の山』はいくつも禿山が連なっているから、小さな山一つくらいいいよね？　だって、魂いっぱい欲しいんだもん。

「スケルトンの魂、ぜんぶここに！」

　結界の中にある魂の場所が、手に取るようにわかる。生きた魂は一つもない。全てアンデッドだ。

　ソウルドレインの効果で、魂を吸いあげていく。見えないけれど、魂を抜かれたスケルトンは次々とただの骨になっているだろう。

　白い球体が空中を漂って集まってくる。ちょっとつまみ食いして、残りはゴーストの分だ。その数、数百。

「あ、ここで食べさせたらサイレントゴーストになっちゃうかも」

　ゴーストの場合、進化先の選択ってどうやるんだろう。

　万が一に備えて、魔晶石が立ち並ぶ鍾乳洞に戻った。不定形結界の袋で持ち込んだ魂を、魔晶石の傍らでゴーストに与える。

「けらけら！」

　最初から魔晶石に興味を示していた、元気な子だ。数百個の魂を次々と吸収して、レベルを上げていく。進化条件である三十まで、瞬く間に上がった。

「神託！」




『進化条件を達成しました。ウェイブゴーストへの進化を開始します』




　ゴーストが魔晶石に噛り付いた。つららのように反り立つ魔晶石が、青く輝く。

「おおおっ、綺麗！」

　青い光を放つ魔晶石が先端から溶け出して、ゴーストに吸収されていく。水の中に色水を落としたように、ゴーストの白い身体が染まっていく。魔晶石が一本消え去ったと同時に、変化が終わった。




『進化が完了しました』

『お告げ

　種族：ウェイブゴースト（Ｅ＋）ＬＶ１

　種族スキル：スクリームウェイブ』




　ウェイブゴーストの姿や大きさは、進化前とあまり変わらない。

　身体のあちこちに、魔晶石の欠片がくっついている。オシャレだね。

「やった……！」

「けらっ！」

　いえーい、ハイタッチ。

　新しいスキルも試したいね。うきうきで洞窟を引き返して、地上に戻った。

　魔王が仁王立ちで待っていることを知らずに……。

「ふっふーん。さっそく成果出しちゃったー。私って天才じゃない？」

「やあ、ずいぶんご機嫌じゃないか」

「ひゃっ」

　表情は和やか。でも、目が笑ってない。何より、魂と魔力が荒ぶってらっしゃる。

　私、何かしちゃったかな？

　なんて、惚けても無駄だった。

　魔王城に連行され、私は、悪の権現ファンゲイルと姑のミレイユによるお説教を受けていた。

「あのねあのね、ゴーストの進化に成功したんだよ……？」

　涙ながらに、自分の功績をアピールする。

「それは素晴らしいけど──山一つの魔物を狩り尽くした言い訳にはならないよね」

「セレナ、山のスケルトンは外敵の侵入を防ぐ役割もあると言ったはずですわ」

　ゴーストの進化条件がわかったから、待ちきれなくなったのだ。魂がいっぱいあればすぐに進化させられた状況で、我慢なんてできないよ……。

　吸魂結界は格下にしか使えない分、範囲が広くて便利だ。すぐにスケルトンの魂を集めることができるので、ついつい横着してしまった。

「うう、ごめんなさい……」

　こうやって怒られていると、シスターを思い出すなぁ。元気にしてるかな。

　ていうか、ダメならもっと教えといてよ！　私に察してほしいなんて買い被りすぎだよ！

　しゅんとなった私を放置して、二人はウェイブゴーストに興味津々だ。

「魔晶石の鍾乳洞があったことも驚きだけど……それよりも魔晶石が進化条件になるほうが大発見だね」

「魔晶石は希少ですもの。実験をするにも、確保が難しかったですわ」

「ゴーストも物質を素材とするパターンがあるんだね。もしかしたら、スケルトン系にも魔晶石を使えるかもしれない」

「さっそく、魔晶石の確保を急ぎますわ」

　研究者気質なのか、わずかな情報から次々と考察していく。

　アンデッドの扱いではファンゲイルが、魔法についてはミレイユがそれぞれ得意分野らしい。二人ともヒートアップして、メモを走らせ言葉を交わした。

「あはは、ミレイユもアンデッドが好きなんだね」

「別に好きじゃないですわよ。ワタクシが好きなのは魔法」

「ほへー」

「そうだ、ウェイブゴーストの新しいスキルを見せてちょうだい」

　ミレイユが目を輝かせて迫ってくる。

　美人さんで長生き？　なのに、研究になると子どもっぽい。何度か彼女の研究室にお邪魔した、というより被験体として呼び出されたけど、魔法が絡むと普段のおしとやかな空気がどこかへ行ってしまうのだ。可愛いと思う。

「いいよ。おいで、ウェイブ」

「けらけら！」

　他のゴーストは研究所に置いてきたので、今はこの子だけだ。不定形結界で作った手綱を引いて、外に移動する。

「そういえば、その結界も面白いですわ。聖魔融合で作ったのよね」

「そうだよー。聖結界とポルターガイスト」

「やっぱ柔魔は汎用性が高いですわね！　魔法を融合させて、似たような物を作れないかしら……」

　私が使える魔法やスキルは、全て柔魔として魔力を利用するタイプだ。魔力を放出し、スキルや魔法によって性質を変える。ミレイユによると聖魔融合とも相性が良くて、組み合わせによって色々なスキルが作れる。

　ミレイユほどの使い手なら、魔法の術式を解読して書き換えたり、違う性質の物を合わせたりしてオリジナルの魔法を作れるのだとか。

　私が使う聖女の魔法は聖魔力を使う特殊な物だから使えないけど、他の属性なら使いこなせるらしい。すごいね。

　反対に、内側に作用するようなスキルは硬魔の場合が多い。直接纏って強化する以外に、スケルトンの『ソウルクラッシュ』やエアアーマーの『虚無斬り』のように、武器に特別な効果を付与するようなスキルも、硬魔を利用して発動している。応用には向かない。

　柔魔と硬魔に分かれていること自体、ファンゲイルの仲間になってから初めて知ったんだけどね。冒険者だったら知っていたのかな？

　演習場のようになっている広場に辿り着いた。スケルトンナイトたちがよく戦闘訓練をしている場所だ。

「ウェイブ、やっちゃって！」

「けらっ！」

　ウェイブゴーストが的から少し離れた場所に漂い、口を開けた。

　種族スキルは『スクリームウェイブ』。

　その名前を思い出していると、突然響き渡った甲高い音に驚いて肩が跳ねた。

「けらぁああああああ」

「ひぃっ！　何!?」

　うるさいだけで、何も起きない。──いや。

　少し遅れて、的が粉々に砕け散った。

「音による攻撃みたいだね。なるほど、笑い声だけだったのが、声で攻撃するようになるんだ。興味深い」

「超音波ですわね。防ぎづらいですし、数を揃えられればかなり有用だと思いますわ」

「サイレントゴーストは隠密に特化していて威力は控えめだったから、これは嬉しいね。死霊系は移動に制限がないから使いやすいんだ」

　続いて、どれだけの威力があるのかを調べる。木の的を破壊した時点でかなりの威力は見て取れるのだが、次は石壁だ。

　ウェイブゴーストの絶叫は、空気を震わせ、振動を敵に伝えることで攻撃するらしい。

　石壁は表面から少しずつ崩れていき、最終的には破壊できた。薄い壁とはいえ、強すぎる。

　ちなみに、私では破邪結界を結構本気で使わないと壊せない。もしくはシャイニングレイ。

「やったね！」

「けらけら」

　結晶のついた顔は、ゴーストより表情豊かになった気がするよ。可愛いし攻撃もできる、素晴らしい魔物だ！

　私もそのスキル欲しいなー。

「聖女ちゃん、その調子で頼むよ」

「任せてよ！　私の親衛隊を作っちゃうよー」
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　王国の玉座だった場所。

　そこにはギフテッド皇国から派遣された枢機卿バレンタインが肘をついてふんぞり返っていた。まるで王様にでもなったような態度である。

　彼はとある上級神官から報告を受けていた。

「天使のタリスマンだと……!?」

「はい。目撃者の証言から間違いないかと」

「かの魔王がこの地を狙っていたのはそれが理由か！」

　『不死の魔王』ファンゲイルによる侵攻があった割には、王国の被害はごくわずかだった。

　表向きは『枢機卿』レイニーを中心とした教会、王国騎士や兵士の尽力によって撃退に成功したことになっている。

　だが、調査を進めるうちに、いくつかの被害が浮かび上がった。王位継承予定だった第一王子の死、金品の強奪、第二王子の失踪。

　すぐに判明した被害については、それほど問題視していなかった。魔王と戦った国は、例え勝ったとしても壊滅状態になるのが常だ。この程度の被害で済んだのか、と拍子抜けしたくらいだ。

　だが、新たに判明したことについては違う。

「王国が隠し持っていたとは……教皇猊下が知ればなんと仰るか。五百年前の争乱で行方知らずになった、皇国の秘宝。我ら革新派の悲願、神へ近づくための……」

「そこまでにしておいたほうが良いかと」

「う、うむ。そうであるな。既に対応は始めているのであろうな？」

「無論」

　この男。表向きは上級神官として王国に来ているが、その正体は聖騎士団と並ぶ皇国の武力、異端審問官である。

　時には他国への牽制として、またある時には暗部として、八面六臂の活躍を見せる。戦争や対魔物で絶大な戦闘力を発揮するのが聖騎士団なら、裏の仕事を担うのが異端審問官だ。

　また、『保守派』に属する者が多い聖騎士団とは違い、異端審問官のほとんどが枢機卿バレンタインら『革新派』についている。

「『不死の魔王』が奪ったとするならば、今すぐに取り返さねばならぬ」

「仰る通りかと。近い内に、居場所も判明することと存じます」

「うむ。すぐに動けるように準備しておけ。『彼女』にもそう伝えろ」

「はっ」

「この国の統治も急がねばな。教皇猊下がお望みだ」

　小国ながら、塩湖と鉱山のある豊かな地である。皇国としても有用な国だ。

　元々は魔王が適度に破壊した頃に助けに入り、恩を売る算段だったのだが、結果的に完全な状態で手に入った。

　ならば、最大限に利用させてもらうまでだ。

「それと、もう一つ。これは確かな情報ではありませんが、聖女を名乗る死霊がいた、と証言した騎士がおります」

「ほう、聖女を」

「はい」

　ギフテッド教において、輪廻転生の概念は存在しない。漂った魂は、新たに生まれた命の糧となり、消滅するのだ。魔物になる場合も同様である。

　一部地域では死した者が死霊となるという言い伝えもあるが、聖女セレナが処刑された地とはいえ、そのような妄言は到底信じられるものではない。

　バレンタインは顎髭をさすって、思案した。

「ふむ……教皇猊下には？」

「合わせて報告いたしました」

「よかろう」

　異端審問官の男は、音もなく消えた。
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　毎日のようにゴーストの研究をして、半年が過ぎた。

　正直冥国での日々は暇だったから、やることができて有難い。それに、ゴーストは可愛いから楽しい！

　みんな個性があるし、毎日一緒にいるから懐いてくれた。最初の三体は、今では不定形結界の手綱がなくてもついてきてくれる。妹ができたみたいで嬉しい。

　ファンゲイルによる私の研究もゆっくりだけど進行している。

　といっても、私の進化はかなり特殊な例だし、進化条件からしても再現が容易とは思えない。だって、聖属性の魔力が大前提で、さらに人々からの祈りが必要なんだもん。もうそれ、魔物じゃないよ。

　散々実験にも付き合わされた。

　ミレイユが作った魔法陣の上で聖女の魔法を使ったり、聖魔融合のパターンを調べたり。

　ファンゲイルが操る魂干渉系の魔法を受け入れて、されるがままになったり……。うう、思いだすだけで恥ずかしい。乙女の身体を好き勝手するなんて！

　まあ聖霊は服も身体の一部なので、脱がせたりはできない。残念だったね！　変態魔王さん！

　代わりに、魂をじろじろと見られた。裸より恥ずかしい。

　ギフトや記憶を保ったままヒトダマになれた理由も良くわかっていない。ミレイユは生前に工作された可能性を考えていたみたいだけど、私の記憶にはない。一晩かけて生前の思い出を色々語ったから、何かヒントがあればいいな。

　ファンゲイルが「じゃあ王国に聖女ちゃんの死体を貰いに行こうか」とか言い出したのは全力で止めた。首切られた私の身体なんて見たくないよ……。あんまり思い出したくないし、今の身体が気に入っているから。

　それに、王子が私の死体をどうしたのかわからない。レイニーさんなら知ってるかな？

　死体があれば研究が捗るのかもしれないけど、断固拒否である。ミレイユもさすがに哀れに思ったのか、提言してくれた。常日頃から死体を持ち歩いている変態魔王とは違うね！

　魔王城に来てからは、王族かってくらい豪華なドレスを着せて胸元には『天使のタリスマン』が光っているから、骨子ちゃんはさらに煌びやかになった。結局タリスマンがなんなのか教えてもらってないし、あの死体が何かもわからないけど、変態なのは間違いない。

「けらけら」「きゃっきゃっ」「ひひひ」

　そんなことを思い出しながら、いつもの三体と散歩をする。

　スケルトンを狩りつくしたらまた怒られるから、養殖場のヒトダマをメインに与えている。

「あっ、スケルトン発見。たまにならいいよね……？」

「けらけら」

「ウェイブ、行っちゃえ！」

　ヒトダマばっかり食べてると飽きるもんね！　私は生前から、食事にはうるさいんだよ！

　やる気十分、といった様子で前に出たウェイブゴーストが、スキルを発動する。

　空気を振るわせ物体を破壊するほどの悲鳴──スクリームウェイブ。無害な笑い声から、ずいぶんと凶悪なスキルに変わったものだ。

　指向性を与えられた音波が、スケルトンを襲った。数秒後、攻撃されたことに気が付いたスケルトンがこちらを向くころには、既に骨の身体がバラバラになっていた。

　タイムラグがあるけど、非常に強力なスキルだ。ちょっとうるさい。
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「あ、もう一匹。よーし、今度は……」

「ひひひ」

　ニヒルに笑うこの子は、既にただのゴーストではない。いつも無気力ですぐに帰ろうとする子だけど頑張って進化したのだ。

　すぅーっと、灰色の身体が薄くなっていく。背景が透けて見えるようになり、輪郭だけが残った。よく目を凝らさないと、ゴーストの姿は見えない。

　スケルトンに近づいていく。すぐ後ろにいるというのに、気づかれない。

　次の瞬間、スケルトンの首が落ちた。

「ナイス、サイレン！」

「ひひひ」

　再び姿を現したサイレンが、口を歪めた。

　通常進化のサイレントゴーストだ。この子も鍾乳洞に連れて行ったんだけど、サイレントゴーストになりたかったらしい。もともと静かで大人しい子だったから、ぴったりだ。

　種族スキルは『忍び斬り』。霊体の存在維持に使う魔力を極限まで削ることで姿を消し、余剰魔力を一撃の刃に全て注ぎ込む攻撃だ。もし外したり防がれたりした場合は弱った状態で姿を晒してしまうというリスキーなスキルでもある。その分、攻撃性能は非常に高い。

「うんうん！　次はクラウン！」

「きゃっきゃっ」

　最後の一匹はクラウンゴーストだ。

　この子が持つスキルは『幻術』──幻を作りだして、相手に見せるものだ。

　クラウンゴーストへの進化条件は、レイスに近かった。つまり、感情の発露だ。

　でも『願望』を条件とするレイスと違い、クラウンゴーストの必要条件は『悪戯心』。

　笑うだけだったゴーストが、相手を笑わせたいという感情を抱いた時に進化する、道化の姿だ。頭には角あるいは耳のようにも見える突起が二つ伸び、目元には星型のマークが浮かぶ。

「あっ！　今日はウサギの幻だね。可愛い～」

　私が拍手すると、クラウンが「きゃっきゃっ」と嬉しそうに笑った。私と一緒に過ごすうちに、私を笑わせることが好きになった子だ。なんて健気！

　でも、あくまで幻だから攻撃性能はない。相変わらず無害な子なのだ。使い様によっては戦闘でも役に立つとは思うけどね。

　他にも、ゴースト研究所のゴーストたちは何体か進化した。中にはレイスも一体いる。

　半年間の成果としては上々じゃない？

　ファンゲイルも喜んでいたし、私って研究者向いてるかも～。

　半年もすれば、冥国の生活も慣れてくる。

　王国で聖女をしていた時よりも快適なくらいだ。でも孤児院のみんなには会いたい。元気にしてるかなー。

　ゴーストたちを育てるのに歩き回ったから、周囲の地形もだいぶ覚えてきた。ほとんどはげ山だ。たまに洞窟があったり、スケルトンたちの採掘場があったりする。面白味はあまりないね。

　ファンゲイルが長年住んでいるので瘴気が充満しているのだ。不死を司る彼が放つ闇の魔力は、ほとんどの動植物を死滅させる。残っているのは一部の生命力が強く、瘴気に適応できる植物だけだ。

　まあ私にはむしろ快適なんだけどね。つくづく、人間離れしたと思うよ。

　山の外には行っていない。いくつか国があるみたいだけど、魔物が気軽に行っても迷惑なだけだ。聖霊は人間に近い姿をしているとはいえ、足はないし透けてるし浮いてるしで、人間と言い張るのは無謀だ。

　なので、いつもゴーストたちと山を散歩している。あ、スケルトンはたまにしか倒してないよ！　また怒られるからね！

「でも正直飽きたよね？」

「けらけら」

　好奇心旺盛なウェイブが頷いてくれる。

　だって半年だよ？　ゴーストたちは可愛いし、ミレイユとも仲良くなって話すようになったけど、それ以外にすることないんだよ！

　ゴズとメズはいつも戦闘訓練をしていて、よく飽きないなって思う。私も見つかったら硬魔の練習をさせられる。未だ習得には至ってない。

　冥国の住民はスケルトンナイトやグール、エアアーマーが多い。自我のあるＤランクの魔物だね。

　中にはスケルトンジェネラルなどのＣランクもいる。でも、どちらにせよ話すことはできないし、いつも働いているか訓練をしているかで、面白くはないのだ。魔物の生態を調べるための観察も、変わり映えしない。

　端的に言うと、人間に会いたい。

「よし、近くの村に行ってみよう！」

「きゃっきゃっ」

　いたずらっ子のクラウンが嬉しそうにくるりと回った。

　クラウンゴーストは人を脅かすのが真骨頂だもんね。

「ひひひ……」

　うーん、サイレンは興味なさそう。でも、来てもらうよ！

　三体のゴーストを連れて、山を降りていく。

　セレナ組、初の遠征！

　冥国唯一の死霊集団は、障害物に縛られないから自由なのだ。

　大丈夫、さしもの私も、人間の国に突撃したりはしないよ。人間にとって魔物がどう見えているのかは、王国で嫌というほど実感したもん。

　ただ物陰からこっそり見て、死霊らしく驚かせるだけだよ！

　山脈は驚くほど広いが、死霊である私たちにとって距離は大した問題じゃない。疲労を感じることもなければ、別に急いでもいない。アンデッドは時間にルーズなのだ。

　夕日が沈むほうに向かって、真っすぐ進んでいく。

　王国がある方向だ。たしか、間に皇国もあった気がする。その他にもいくつかの小国が並ぶ。

　王国は『不死の森』のせいで東側との国交が滞っていたけど、ファンゲイルがいなくなったから皇国や小国との貿易が捗りそうだね。ファンゲイルが使っていた砦も、森を直通するのであれば丁度いい間所だ。

　最後の山を下りると、遠目に農村が見えてきた。ミレイユの話だと、この辺は牧羊が盛んらしいね。

　たしかに、羊が放牧されているような影が複数見える。

「久しぶりの人間だ！」

　魔物である私が言うと、久しぶりに人間を食べられる！　みたいに聞こえちゃうね。違うよ、友達になりたいんだよ。

　近づくにつれて、農村の姿がはっきりと見えてきた。『不死の山』の麓にある割には、そこそこ規模の大きい農村らしい。

　羊もたくさんいるね。なんか、随分と黒くて平べったいのも混ざってるけど……。なんか蜘蛛みたいに見える。

「……え？」

　見えるだけじゃない、大きな蜘蛛だ。様子がおかしい！

「ウェイブ、サイレン、クラウン、ついてきて！」

　黒い影に向かって、一気に駆ける。

　あれは……魔物？

　黒い影は、巨大な蜘蛛だった。

　巨大な蜘蛛を飼育している特殊な村とかでなければ、襲われているように見える。

　虫の魔物は初めて見た。おぞましい見た目と、鋭い牙、長い足。何よりサイズが大きく、猪ほどのサイズがある。積極的に会いたいとは思えない姿だ。

　しかし、村が襲われているなら放っておけない。

　知らない国。知らない人たち。そして、私は魔物だ。それでも、関係ない。

　私は死んでも聖女だからね。

　蜘蛛の背中が、夕日に照らされて妖しく輝く。

　数は見える限りでは五体。放牧場の柵が壊され、農村に侵入していた。一体の蜘蛛が、放牧されていた羊に飛びかかり、牙を立てた。

　村人も黙って見ているわけではない。

　男性を中心に、斧やクワ、ピッチフォークなど思い思いの器具を手に蜘蛛と対峙している。

「神託」

　まずはどんな魔物か調べないと。

　お告げによって知った蜘蛛の名前は『ツチグモ』、Ｅ＋ランク……スケルトンソルジャーやサイレントゴーストなどと同等の魔物だ。種族スキルは『毒牙』。

　Ｅ＋くらいなら、武器を持った男性なら太刀打ちできる。けど、毒も持っているし絶対に安全とは言い難い。

「みんな、ツチグモを倒すよ」

「けらけら」「ひひひ」「きゃっきゃっ」

「私が倒すから、みんなは足止めをお願い！」

　全速力で農村に入り、ツチグモに接近する。狙うは三人ほどの人間と戦っているツチグモだ。

　大丈夫、今のところケガ人はいないみたい。農機具で牽制しながら少しずつダメージを与えている。

「くそ、またこいつらか！」

「うちの羊を食べやがって。今日こそは……！」

「おい、気を付けろ！」

　そこかしこから怒号が飛び交う。

　牧羊で生計を立てているこの村にとって、羊を殺されるのは死活問題だ。それに、ツチグモは羊も人間も構わず襲っているように見える。ランクが高くないとはいえ、かなりの脅威である。

「待て、なんだあれは!?」

「女の子……？」

　驚かせてごめんね！　でも、今助けるから。

　ようやくたどり着くと、人間たちとツチグモの間に割って入った。

「聖結界」

　即座に展開された聖結界が、ツチグモの行く手を阻んだ。とりあえず、これで人間は安全だ。

「私が倒すから、みんなは下がっていて！」

「いや、しかし……」

　話している暇はない。

　私は右手に魔力を集中させ、スキルを発動する。『聖魔融合』によって、ファイアーボールとホーリーレイを融合させる。

「シャイニングレイ」

　熱量を持った聖属性の光線が、ツチグモの足を貫く。ジュッと焼ける音がして穴が開いた。

　一発じゃ足りないか。なら、次は先ほどよりも太くして、身体の中心を狙った。

「よしっ、やっぱあんまり強くないね」

「君は……」

「ごめん、後で！」

　まだツチグモは残っている。

　呆然とする中年の農家を残して、次のツチグモに向かった。ウェイブが足止めをしている個体だ。

　ウェイブゴーストのスキルは、超音波によって物質を振動させることで破壊するものだ。

　柔魔による攻撃だから、相手が魔力を持つ生物の場合抵抗される可能性がある。格下ならいざ知らず、同格のツチグモに対しては決定打にはならない。

「ウェイブ、偉い！　ちゃんと守り切ったね」

「けらけら！」

　うんうん、後ろに羊さんも感謝してるよ、きっと。

　『スクリームウェイブ』は倒すには至らなかったが、ツチグモの動きを鈍らせるには十分だった。膠着状態のところに間に合ったので、シャイニングレイで倒す。

　次はサイレンだ。

　でも、彼に手助けは必要はなかった。

「ひひ」

「わぁ、さすが！」

　絶命し倒れ伏したツチグモの上で、サイレンが余裕の笑みで魂を食べていた。サイレントゴーストは攻撃特化の魔物だからね。一人で倒してくれた。頼もしい。

　対して、クラウンは時間稼ぎに特化している。

　彼を最後に回した理由だ。幻術を発生させ、相手を惑わすクラウンゴーストは、羊や炎の幻を駆使してツチグモを翻弄していた。

　ツチグモは存在しない影を追いかけて、走り回っている。炎の壁が見えれば、それを避けるように行動する。

「きゃっきゃっ」

　知恵のある魔物であれば看破される可能性もあるが、同格の相手であればクラウンの手玉に取れる。完全に遊ばれているツチグモを、同じくシャイニングレイで倒した。

　死霊聖女ちゃん直属のゴースト軍団は、なかなか優秀じゃない？

　蜘蛛の魔物を殲滅し、なんとか安全を確保できた。まあ弱い魔物だったから当たり前だけど。

　問題は、ここからだ。ゴーストたちはどう見ても魔物だし、私には足がない。

　覚悟を決めて、村人たちと向き合った。

　彼らの表情は、あまり読み取れない。怖がっているようにも、警戒しているようにも見える。

　当然だ。私たちは魔物なのだから。人間のような見た目だけど、死霊だということは一目瞭然である。

　ごくりと生唾を呑んで（という気分で）村人の反応を待つ。

　十人ほど、ツチグモの対応に当たっていた男性が集まり、何事か相談していた。沈みゆく太陽を背に、私もゴーストたちと身を寄せ合う。

　彼らの中で一番年齢が高い、おそらくは五十代と思われる男性が前に立ち口を開いた。

「この村の村長じゃ」

「セレナだよ」

　ああ、また敵意を向けられるのかな。

　王国でも、アレン以外の人はみんな、一度は私を敵だと認識した。後から受け入れてくれた人もたくさんいたけど、人類の敵だという事実は何も変わらない。

　もし、彼らが怯えるなら……その時は、一目散に逃げて冥国に帰ろう。

「お嬢さん──」

「うん」

「どうもありがとう」

「へ？」

　予想と違う言葉に、思わず呆けた声を上げてしまった。

　ぽかんとする私に、村長さんが深々と頭を下げた。

「ここ最近、ツチグモに何度も襲われての……なんとか撃退できていたのじゃが、毎回羊を数匹やられて、困っていたところじゃ」

「嬢ちゃん、助かったよ！　強いんだなぁ」

「あの蜘蛛、デカいくせに素早いから、全然殺せなかったんだ」

　村人たちは、口々にお礼を言った。その顔は晴れやかで、恐怖や敵意は微塵も感じられない。

　私を見る目は、親しみに籠ったものだ。

「ま、待って！　え？　私、死霊だよ？　死んでるよ？　魔物なんだよ？」

　なんでそんなに優しいの？

　すんなり受け入れてくれるとは思っていなかったから、話についていけない。そりゃ、私は今やキュートな聖霊ちゃんだしゴーストも可愛いけど、少なくとも警戒されると思った。

「あ～、この辺じゃ、死霊は人間の生まれ変わりだって言われているからな。もちろん襲ってくるようなら別だが、あんたは蜘蛛を倒してくれただろ？　それで疑うなんて、羊飼いの風上にも置けないぜ」

「見た目は女の子だし、そんなに忌避感はないっていうか」

「ていうか、可愛くね？」

　大陸で最も力を持つギフテッド教では、魔物は絶対悪とされている。当然、死霊が生まれ変わりなどという考えはない。でも、地域や民族によってはそういう言い伝えもあるんだね。

　あと、可愛いって言ってくれたお兄さん、よくわかってるね！　でも私婚約してるからごめんね！

「これこれ、お前たち。お嬢さんが困っておるだろう」

　村長さんが、にこやかに言った。

　年季の入った言葉遣いだけど、見た目はダンディなおじ様だ。筋骨隆々で、まだまだ現役のように見える。さっきも一番張り切って戦ってたしね。

「この村ではゴーストが珍しくなくての。頻繁に現れては楽しそうに笑うから、儂らも元気を貰っておるのじゃ」

　あー。

　すぐ近くに『不死の森』があるからゴーストが降りてくるのか。王国にあった『不死の森』と違うのは、険しい岩場があるからスケルトンがあまり出てこないことだ。

　だから、村に現れるアンデッドはゴーストが中心だ。ケラケラ笑うだけだから被害はないし、嫌われていない、と。

　嬉しい誤算だね。

「ギフテッド教徒ではないの？」

「一応そういうことにはなっておるが、村に教会もないしの。あまり実感はないんじゃ」

「そうなんだ。その、初対面の人に優しくされたの、初めてで……」

　あれ、おかしいな。

　自分が魔物であることはとっくに受け入れたはずなのに、勝手に涙が溢れてくる。

　違うもん、肉体なく精神体だから、感情が表に出やすいだけなんだ。

　その場にうずくまって、顔を隠す。おろおろする村長さんたちは、優しい言葉をかけてくれる。

　冥国の暮らしも悪くないけど、やっぱ私、人間と暮らしたい。アレンと一緒に、人間の生活に戻りたい。

「けらけら」「ひひひ」「きゃっきゃっ」

　ゴーストたちが慰めてくれる。

　あ、みんなも一緒に過ごそうね。

　その後は、ツチグモの後片付けを横目に見ながら、村長さんの話を聞いた。

　ツチグモの硬い外殻は加工することで様々な使い道があるようで、剥がして売るのだという。中身は見たくもないけど、一応食べられるらしい。農民は強かだね。

　ちなみに、魂はゴーストたちと私で美味しくいただきました。意外にも癖がなくて、どちらかと言えばフレッシュな味わいだった。アンデッドと違って生き物だからかな？　新鮮さを除けば、これといって特徴のない魂だ。

「ツチグモが現れたのは最近なの？」

「そうじゃ。最初に現れたのは五か月前だったかの。それまでに現れる魔物と言えば、山から下りてくるゴーストやスケルトンだけじゃった」

　魔物は大陸中に生息しているが、どこにでもいるわけではない。人間が住む地域は比較的魔物の数が少ないのだ。いや、魔物がいない地域に人間が住んでいると言うべきか。

　冒険者をはじめとした魔物を駆除する人たちが精力的に間引きをしているので、『不死の山』のように魔王が住むなどして魔物が群生している場所以外で魔物が現れることは少ない。

　王国の周りには『不死の森』以外に数か所、野生の魔物が群生している場所があった。自然発生した個体だったり、どこからか流れ着いた魔物が住み着いたりした場合だ。

　まあ、全部ファンゲイルとミレイユに教えてもらったことなんだけどね。魔物が自然発生すること自体、彼らと関わることで初めて知ったのだ。

　自然発生にも法則があって、どこでも、どんな魔物でも生まれるというわけではない。だから、今までいなかった魔物が突然現れるという可能性は低いのだ。

　それこそ、魔王が生み出さない限り。

「今のところ村の男衆でなんとか対応できておるが……」

「うーん、いつまでも続くと大変だよね」

　いや、もう既に無視できない被害が出ているか。

「ツチグモってどんな魔物なの？　私、虫の魔物って初めて見た」

「ふむ、儂も聞いた話じゃが、ここから西にひと月ほど歩いた場所にある洞窟……『湿地魔窟』に住む魔王が生み出しておるらしい。ギフテッド皇国にほど近い場所じゃの。厳密には近隣の小国の領地じゃが」

　『湿地魔窟』……それに。

「魔王」

「うむ。『蟲の魔王』ネブラフィス。そう名乗っておると聞く」

　知らない名前だ。まあファンゲイル以外の魔王なんて会ったことないけど。

　でも、ひと月分も離れた場所にいる魔物が、なんでこの村に？

　野生化したツチグモが移動してきて棲みついたとか？

　もう、近くに魔王がいるのに皇国は何やってるの！　自慢の聖騎士団で倒してくれれば平和になるのに！

「正直、ツチグモの襲撃がこれ以上続くと儂らの生活は維持できん。街に救援を要請しても、反応は芳しくない」

「そうだよね……うん！　わかった！」

「む？　何がじゃ？」

　私は腰に手を当てて、ふわっと浮き上がる。ついでにキラキラ聖域の演出付き。

「私が解決するよ！　聖女……じゃなかった、聖霊だからね！」

　大きな声で宣言すると、村人たちから「おお～」と感嘆の声が上がった。

　みんなは私を怖がらず受け入れてくれたんだもん。成り行きとはいえ、一度助けた相手を見捨てられないよ。情が移ったっていうのかな。

　村長さんは鍛えられた太い腕を組むと、難しい顔で口を開いた。

「気持ちは嬉しいのじゃが……どうやって？　ツチグモは倒しても倒してやってくる。お嬢さんにずっといてもらうわけにはいかぬじゃろう？」

　見た目は大柄で筋肉と髭を大事にしてそうなおじ様なのに、腰が低くて慎重だ。

　村長として、色々考えているのだろう。

　私は一応、ファンゲイルの配下だ。ずっと村にいるわけにはいかない。ある程度自由な行動は許されているけど、ゴーストの研究もあるしね。

　そういえば、逃げようと思えば逃げられる状況なんだね。まあ逃げたところで行く場所もないけど……。

「ツチグモがどっから来ているのかわかれば、元を叩けば来なくなるんじゃない？　巣とかあるのかな」

「ふむ……聞くところによる、他の村にも出没しているらしいが、巣がどこにあるのかまでは」

「うーん、となると……」

　私やゴーストたちは移動に制限が少ないから、広範囲を索敵するのに向いている。時間はかかるかもしれないけど、いずれ見つけられると思う。

　ファンゲイルやミレイユならツチグモについて詳しいかもしれない。二人に聞くほうが先かな。

「よしっ、じゃあ村長さん。私に任せて！」

「う、うむ。無理しないようにの」

「私、魔物だよ？」

　心配してくれるなんて、良い人だね。

　いや、もしかしたら私の能力を疑っているのかもしれない。その証拠に、残念な子を見るような目をしている。酷い。私は有能で可愛い女の子なのに。

　さっそく冥国に戻り、魔王城に飛び込む。

　私から『蟲の魔王』ネブラフィスの話を聞いたファンゲイルは、静かに首を横に振った。

「助ける理由がないね」

　冷たく、突き放したような声だった。静かな魔王城が彼の魔力に当てられて冷気に包まれる。

　隣に立つミレイユも、口には出さないが同意見らしい。群青色の瞳が蝋燭の火を反射して揺れた。

　ツチグモの巣を潰そう、そう思った私だけど、一人でできるとは思ってない。ツチグモや『蟲の魔王』について尋ねると同時に、ファンゲイルに助力を求めたのだ。

「なんで？　他の魔王が攻めてきてるんだよ？」

「僕らは魔物だよ。たとえ人間に近い姿をしていても、ね」

　玉座に深く腰かけるファンゲイルは、退屈そうに骨子ちゃんを抱き寄せた。農村を助けよう、という私の提案は彼にとって興味を惹くものではなかったらしい。説得しようにも取り付く島もない。

　ファンゲイルとはもう半年の付き合いになる。それでも、彼について知っていることは多くない。

　基本、無邪気な少年のような男だ。面白いことやアンデッドの研究が好きで、自由気ままに暮らしている。よく思いつきで実験を始め、私も何度も付き合わされた。

　物腰は柔らかいし、仲間には優しい。反面、身内だと認識していない相手には恐ろしく冷たくなる。

　一回、人間が迷い込んできたことがあった。私がスケルトンを倒しすぎて、山が無防備になったためだ。普段はスケルトンの多さから侵入を断念する冒険者が、わざわざ奥地に入ってきたのだ。

　何もないから帰ればよかったのに、山を一つ越えてしまった。その冒険者は、たまたま私が保護したからよかったが、私が止めなければファンゲイルによって殺されていた。

　今回の農村についても、ファンゲイルからしたら興味のない対象だ。むしろ彼は、人間を嫌悪しているきらいがある。

「でも、魔物に襲われてるんだよ？　冥国の近くなのに、ツチグモが暴れてるの」

「別に僕には関係ないからね。世界には何体も魔王がいて、いつも人間と争っている。いちいち助けていたらキリがないよ。そもそも、僕は魔王だから人間からしたら敵側だ。それに、人間なんてどうせ数十年もすれば死ぬんだ。慣れたほうがいいよ」

　彼の生きる目的は、愛する女性を蘇生させることだけ。それ以外は些事だ。

　五百年もの時を生きている彼にとって、人間の農村が消えようが関係はないということか。

「でも……」

「人間なんて助けるに値しないって言っているんだよ」

　不機嫌そうなファンゲイルの顔を見て、言い淀む。口調は穏やかなのに、言い知れぬプレッシャーを感じる。

　私は助けたい。でも、彼からしたら助ける必要のない相手だ。

　敵がツチグモだけだったら、私とゴーストたちだけでも勝てるかな？

　どれだけ数がいるか不明なのがネックだけど、一体一体はそれほど強くない。サイレンやウェイブなら正面からでも撃破できる相手だ。

　私は複数と戦うのは得意だし、継戦能力も高い。魔力の続く限り、何日だって戦える。

　問題は、他にも敵がいた場合だ。

　『蟲の魔王』ネブラフィスがいるのは遠く離れた場所だと言っていたけれど、こちらに来ていない保証はない。野生化したツチグモだとは限らないのだ。もしかしたら、魔王の配下かもしれない。

　より強力な魔物がいた場合、私だけじゃ敵わない。

「ファンゲイル様の言う通りですわ。それに、他の魔王と無駄に争うのは避けたいの。魔王同士の戦争に発展した場合、被害は農村一つだけじゃ済まないですわよ」

「それは、そうかもしれないけど……」

「諦めなさい」

　ミレイユまでそう言うのか。

　私は、勘違いしていたらしい。

　冥国に来て半年、曲がりなりにも仲良く暮らしてきた。ファンゲイルはちょっと謎が多いけど、ミレイユとは女性同士ということもあり気が合うつもりだった。主に、恋バナで。アレンのこと根掘り葉掘り聞かれたなぁ。

　でもそれは、あくまでアンデッド同士だからだったみたい。

「二人は、もともと人間だったんだよね？」

「そうだね」

「じゃあなんで、人間を見捨てるの？　なんで人間を嫌うの？」

　この二人が邪悪な魔物なんかじゃないことは、よく知っている。

　仲間に対してはむしろ優しい。王国の貴族なんかより、よっぽど人間的に優れている。

　それだけに、人間に対してだけ厳しい理由がわからない。

　今まではタイミングもなかったし、なんとなく聞いてほしくなさそうだったから聞かなかった。

　でもずっと気になっていたんだ。なんで人間の魔導士が二人、不死の存在になったのか。

「……ファンゲイル様、セレナに話してもいいのではありませんか？」

　数秒の沈黙のあと、ミレイユが口を開いた。

　私とファンゲイルの視線が交差する。

「うん、君にはこれからもここにいてほしいからね。それに、君にも無関係じゃない」

　魔王がふっと口元を緩めて、そう言った。

　骨子ちゃんと一緒に立ち上がって、杖の石突をカツンと鳴らす。

「僕が人間だったころの話。そしてそれは『聖女』トアリと天使のタリスマンの話でもある」

　ゆっくりと、彼は話し始めた。
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　──五百年前。

「ゲイル！」

「トアリ、今日の祈祷は終わったのかい？」

「はい、終わりました！　だから、少しだけゲイルと過ごせます！」

「僕といても面白くないと思うけどね」

「そんなことないです。ゲイルの魔法はすごいですから！」

「あはは、トアリの聖魔法ほどじゃないよ」

　文化も文明も未発達なこの時代において、『ギフト』の存在は人々の生活で重要な位置を占めていた。

　ギフトを持つ者は常に重用され、特権階級として扱われる。まだ少年少女と呼ぶべき年齢の二人もまた、ギフトを持ち超常の力を操る人物だった。

　『冥術師』ファンゲイルは、生物なら誰もが持つ『魂』という、力の源に作用する魔法を得意としていた。また、氷の属性も使うことができ、魔法の才においては並ぶ者なしと謳われる奇才だ。

　生命の神秘に最も近い人間と呼ばれ、日夜研究に明け暮れている。

　『聖女』トアリは聖なる術を操る、神の代行者。

　彼女が各地で引き起こす奇跡によって、未だ力の弱かったギフテッド教は急速に広がった。

　魔物の駆除や結界による防衛だけではない。枯れた大地を蘇らせ、雨を呼び、傷を癒し、災害を予見する。その莫大な魔力を以って、人々の生活を豊かにした。

　そんな二人だから、当然世の権力者は放っておかない。

　ギフテッド教を母体とするギフテッド皇国は、いち早く二人を抱え込んだ。

　歳も近く、宮殿の同じ区画で生活を共にするファンゲイルとトアリは、ほとんど家族のような関係だ。

　監視付きで自由に出歩ける環境ではないが、ファンゲイルは研究に没頭できるし、トアリは聖女として人々を助けることに誇りを持っているため、この生活に不満はない。

　神はそれぞれの気質に合わせたギフトを与えるとされている。あるいは、ギフトが性格に影響するのか。ともかく、彼らはギフトの行使にさえ問題がなければ、多少の不自由は気にならないのだ。

「わたし、今日もたくさんの人を助けました！　みんなお礼を言ってくれたんですよ」

「へえ、良かったね」

「そうじゃなくて、ゲイルはどう思いますか？　すごいですか？」

「ん？　聖属性、特に聖女の魔法は人間に対してプラスに作用するものが多い。傷を癒すのも大地を肥やすのも、多くの人を助けるだろうね。お礼は言葉だけじゃなくきちんと金銭を要求したほうがいいんじゃないかな。僕にはできない芸当だよ」

「なんか思っていたのと違います……」

　褒めてほしかったのに、という呟きは、難しい顔で書物とにらめっこしているファンゲイルには届かない。

　この頃ギフテッド皇国は、各地からギフトを持つ子どもたちを集めることによりどんどん国力を伸ばしていた。
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　聖女を始めとする聖職者たちの力は絶大で、ギフトを見定める『神託』は人々の生活に欠かせない。神託がなければ偶発的に気づく以外にギフトの存在を知覚できないのだから、ギフテッド皇国にギフト持ちが集まるのは必然であった。

「おや、そのネックレスはどうしたのかな」

「これですか？　なんか教皇様にもらいました！　わたしを守るものだから常に付けておけって。天使のタリスマンって名前だったような……」

「天使のタリスマン……聞いたことないね。ちょっと見せて」

　ファンゲイルはトアリの胸元に手を伸ばし、光沢を放つタリスマンを持ち上げる。

　魔法的な効果が秘められているのはわかった。しかし、ファンゲイルの知らない術式だ。魔法についてはかなりの知識量を誇るファンゲイルであるが、あいにく聖属性や神に由来するものはわからない。むしろ、冥術師の魔法とは正反対に位置する。

「聖属性の魔力を吸い取って起動する魔法のようだけど……僕には解読できないね」

「さあ？　でも悪いものではない気がします！」

　ともすれば根拠のない勘のように聞こえるその発言も、他でもない『聖女』が言ったのなら意味が変わってくる。

　幸運を引き寄せ、悪意を遠ざける。聖女トアリは無意識レベルでその権能を操ることができた。彼女が実際に触れ『危険はない』と判断したのなら、そうなのだ。これはトアリが歴代聖女と比べても優秀な力を持つことに起因する。

「ふーん、なら大丈夫かな。でも、あの老体はあまり信用できないから気を付けて」

「もう、心配しすぎですよ！　聖女を害するなんてもったいないこと、教皇様がするわけないですって」

「あはは、それもそうか。ていうか、聖女本人がそんな発言していいの？」

「ゲイルの前だからですよ。他の人の前ではちゃんと聖女っぽくしてますもん！」

　貧しく暗い時代でも、この人がいれば楽しく暮らせる。互いにそう思い合っていた。

　皇国に飼い殺される運命だとしても二人なら……と。

　しかし、皇国に渦巻く陰謀が二人に迫っていた。

　その日は、いつも通り朝から魔法の研究をしていた。

　ファンゲイルにとってはそれが日常で、成果の定期報告以外は基本自由に研究できるこの生活を気に入っていた。皇国の有り余る予算をふんだんに使って、大好きな研究ができるのだ。

　そして……夕方になれば、トアリが帰って来る。

　明るくて、純粋で、ちょっとお茶目な彼女と過ごす時間は、ファンゲイルにとって大切なものだった。彼の日常は魔法の研究とトアリだけで構成されていて、充実していた。

「うん、この魔法理論はどうやら間違いなさそうだ。魂を隔離して保護。切り離した肉体を魔物化し、再び定着させる」

　彼の指先から魔力が躍る。

　まるでレースに刺繍でもするように、マウスの身体に魔力の糸を通していく。数か月前に理論を完成させた魔法で、今はその効果を実証する段階に入っている。

　それは、ファンゲイルが宮殿入りしてからずっと追い求めてきた魔法だ。

　不死の肉体を手に入れるという、神の領域を侵すような行為。『冥術師』たる彼は、その神秘に片足を踏み込んでいた。

「まあ、これをすると魔物になっちゃうのは問題だよね。そこは改良すべきかな」

　別に、永遠の命が欲しいわけではない。ただ彼は知りたかったのだ。生命とは何か。魂とは何か。溢れて止まらない探求心の赴くままに、彼は魔法を作り上げた。

　権力者というのはいつの時代も不老不死を求めるもので、ファンゲイルの研究は諸手で歓迎された。そのため、予算に糸目はつけられなかった。

「トアリ、今日は遅いね」

　いつもなら帰るはずの時間になっても、彼女の姿は見えなかった。

　聖女の主な仕事は象徴として教会に立つことだが、たまに並みの聖職者では対応できない怪我人が出た場合は夜でも駆り出される場合がある。今日もその類だと、特に気に留めることはなかった。

　結局、彼らが暮らす宮殿の離れに帰ってきたのは日が沈んでからしばらく経った頃だった。

「おかえり」

「はい……ただいまです」

「どうかした？」

　トアリの顔は一目見ただけでわかるほど憔悴していて、目も虚ろだ。

　いつもの明るさは鳴りを潜め、代わりに物憂げな表情を浮かべている。

　ファンゲイルは思わず資料を置いて立ち上がった。

「なんともないですよ？」

「いや……そうは見えないけど」

「もう、ゲイルは心配性ですね」

　強がっている……といった雰囲気でもなかった。

　どちらかと言えば、トアリは自身の不調に気が付いていないかのような、自然な口調だ。

「トアリ、ちょっとこっち来て」

「え、なんですか……？　いつもは話しかけても空返事なのに、ついにわたしの可愛さに気が付きました？」

　トアリの軽口は無視して、魔法を発動する。魂や魔力の状態を確認する魔法だ。

　聖女が肉体的な疲労や損傷で、ここまで衰弱するとは考えにくい。あるとしたら、聖女の回復魔法が及ばない範囲……つまり、魂だ。

　そして、魂に関してはファンゲイルの専門分野である。【冥術師】の目は魂を見抜く。

　トアリの清水のように透き通る美しい魂。それは……。

「何、これ……」

「んー？」

　トアリの笑顔は空虚だ。

「魂の摩耗が激しすぎる……！　いや、摩耗というより力がどこかに流れ出ている？　それに魂に巻き付いている鎖のような魔力は……」

「ゲイル、すっごく怖い顔してますよ？」

　血が沸騰するほどに魔力を熾しながら、原因を探る。

　魔力の鎖は……天使のタリスマンから出ていた。




　『聖女』トアリの容態は、日を追うごとに悪くなっていった。

　ファンゲイルの目をもってしても、原因は定かではない。

　天使のタリスマンという名の、何か魔法的な効果を持った装飾品……それが、何かの影響を及ぼしていることはわかった。しかし、聖属性を用いているらしく、ファンゲイルには解明できない。

　ならば、取り外せばいいのではないか？　無論すぐにその手段には思い至ったが、外そうとした瞬間トアリの顔が痛みに歪んだので慌てて戻した。タリスマンから伸びる魔力の鎖が、魂にまとわりついているのだ。

　無理に天使のタリスマンを外そうとすると、魂ごと引き剥がすハメになりかねない。下手を打てばトアリが死ぬ。

　まさに雁字搦めの状態だった。

「天使のタリスマンが魂の力を吸い取っていることは間違いない……なんで教皇猊下はあんなものをトアリに……」

　トアリは、タリスマンを教皇に貰ったと言っていた。そして、肌身離さず付けるようにと言われたそうだ。

　トアリは害を及ぼすものを直観で感じ取ることができる。毒が入った食べ物などは彼女曰く「変な感じがする」そうで、避けることができるのだ。

　また、聖女の魔法は身体の不調程度、立ちどころに癒すことができる。

　だから、天使のタリスマンがただの悪意によって作られたものであれば、トアリに通用するはずがないのだ。

「ダメだ、わからない……」

　ファンゲイルは、蔵書から引っ張り出してきた魔導具や触媒、あるいは聖属性に関する資料を、ページが擦り切れるまで捲り続けた。

　ここ数日、ほとんど寝ずにトアリを治す方法を模索している。自分の研究など後回しだ。

　魂の消耗は、肉体の損傷よりも治りづらく、命に直結する。そのことを、ファンゲイルは誰よりもわかっていた。

「魂を攻撃している……？　いや、あれは攻撃というより、吸収……」

　わずかだが、タリスマンの中にトアリの魂を感じたことがある。

　魂を物体に封じ込める……果たして、そのようなことが可能なのだろうか？

「トアリが受け入れているということは、危険はないのかな？　でも、精神と肉体の衰弱は明らかだし」

　ファンゲイルが知らない技術だ。聖属性は専門ではない、などというのは言い訳にしかならない。魔法の専門家などとのたまいながら、大切な人すら守れないのだ。自分の不甲斐なさに嫌気がさす。

「教皇猊下に直接聞きにいこう。もしかしたら、何かの手違いかもしれない」

　皇国で暮らしながらも、年中引きこもって研究をしているファンゲイルは、皇国に渦巻く権謀術策を知らなかった。あるいは知識としては知っているのに、その可能性を切り捨てていた。

　皇国が、大切な『聖女』であるトアリに危害を加えようとしている可能性なんて。

「教皇猊下。最近、トアリの様子がおかしいのです。天使のタリスマンという魔導具、何か不具合を起こしていませんか？」

　教皇にお目通りを願ったファンゲイルは、意外にもあっさりと謁見の間に通された。開口一番、直球でそう尋ねる。

　公式の立場こそ一介の研究者だが、日ごろから功績を上げているファンゲイルは教皇の覚えもよく、謁見を許されたのだ。

　老獪という表現が似合いそうな深い皺を浮かべる男が、面白そうに髭をさすった。

「おかしくなど。『聖女』トアリは順調に聖女の務めを果たしておる」

「ですが……明らかに体調が悪そうなのです」

「それが正常だ」

　何を言っているのかわからず、ファンゲイルは顔を上げて教皇を見た。

　にやにやと、意地の悪い笑みを浮かべている。教皇だけじゃない。周りにいる枢機卿などの幹部たちも、同様に嘲笑していた。

「正常なはずが……」

「おお、噂をすれば戻ってきた。我らが聖女様だ」

　ぱっと振り返ると、そこには確かにトアリの姿があった。

　ただでさえ華奢な身体はさらに痩せこけ、美しかった髪は薄汚れ、肌は青ざめている。法衣だけは煌びやかで、それが不健康な肌を際立たせていた。

　これが正常だって？　冗談じゃない。

　ファンゲイルは思わずそう叫びそうになったが、ぐっと堪えてトアリに駆け寄る。

「トアリ！」

「……」

　名前を呼んでも、虚ろな瞳はファンゲイルを見ることはなかった。

「『聖女』トアリ。こっちへ」

「はい」

　彼女の中に灯る魂の火は、そよ風が吹けば消えてしまいそうなほど弱々しい。

　横を通り過ぎていったトアリを、愕然としたまま見送る。

　彼はこの時引き止めなかったことを、最後のチャンスを逃したことを、これから五百年後悔することになる。

「仕上げだ」

　教皇が天使のタリスマンに手をかざし、小さく何かを唱えた。

　次の瞬間──トアリの身体から、魂が消えた。

「は？」

　トアリの身体が崩れ落ちる。まるで糸を切られた操り人形のように、重力に吸い寄せられた。

　慌てて駆け寄って抱きとめる。

「トアリ……！　トアリッ！！」

「くくく、何、殺したわけではない。高貴なる聖女様は、我らのもとでさらに高みへ至るのだ。聖女の権能が反応しないのも当然。悪意など一片もないのだからな」

　教皇はトアリから外した天使のタリスマンを愛おしそうに撫でる。

「トアリが……死んだ……？」

　魂が抜けて生きていられる生物はいない。

　まだ少し温もりが残っているこの身体は、紛れもなくトアリの亡骸だ。

　その事実を、ゆっくりと反芻する。

　信じたくないという感情と同時に、冷静な自分が判断を下す。『冥術師』の目が、真実を正しく認識していた。

「……アイシクルショット」

「ふっ。聖結界」

　取り乱していた時間はほんのわずか。

　ファンゲイルはトアリの亡骸を左腕に抱きかかえたまま、冷徹な表情を浮かべて立ち上がっていた。

　原理はわからない。しかし、天使のタリスマンが何か作用したことは間違いない。

　動物が死ぬと、魂は身体から抜けだしたあと、どこかへ飛んでいくはずだ。ファンゲイルはそれを視認できるのだが、トアリの魂は放流せず……天使のタリスマンに吸い込まれたように見えた。

「返せ」

　ファンゲイルの身体から魔力が湧き上がる。

　皮肉にも……『冥術師』というギフトは、喪失感や絶望を糧に強くなる。

「トアリの魂を返せ」

「くくく、貴様の研究は非常に役に立った。が、もう潮時であるな。聖騎士よ。ファンゲイルはもう不要だ。処分しろ」

　皇国の最高戦力が、ファンゲイルに迫る。

　真っ先に剣を抜いた二人を、足先から氷漬けにした。一瞬の出来事で、聖騎士は自分が氷塊になったことに気づかぬまま絶命した。

　だが、聖騎士は大勢いる。対するファンゲイルは一人。

　稀有な魔法の才能を持つファンゲイルでも、攻撃を防ぎながら教皇に近づくのは不可能だった。教皇は枢機卿たちに守られながら、どんどん遠ざかっていく。

　ああ、もっと力があれば。

　もっと知識があれば。

　トアリを守れたのに。

「がっ、は……」

　聖騎士の突いた剣が腹を貫いた。

　いったい、なんのために皇国に尽くしてきたのだろうか。

　トアリもファンゲイルも、国のため、民のためにと、真面目に尽くしてきた。

　結局、裏切られるのか。

「人間なんてクソだ」

　そういえば、まだ試していない魔法があった。

「僕がどうなっても。トアリ。君だけは絶対に助けるよ。それが魔の道であっても、僕は諦めない」

　自身に魔法を展開する。

　魂を保護し、肉体を魔に転ずる。魂をコーティングした状態で、再び肉体に定着させる。

「『不死化』」

　瞬間、莫大な闇魔力が弾けた。

「そうだ、全員殺して奪い返そう」




　この日、新たに生まれた魔王によって皇国は甚大な被害を受け、首都を移動する事態になった。

　『不死の魔王』はひたすら暴れ続けた。死んだ人間はアンデッド化するため、ネズミ算式に魔物が増えていった。

　魔の手は教皇の首にも届きかけたが、辛うじて逃げ延びる。しかし、混乱の中で秘宝『天使のタリスマン』は失われ行方知れずとなった。

　戦乱は三日三晩続いたが、魔力を使い果たし多くの傷を負った『不死の魔王』が手を引いたことで一応の終息を見せた。

　これが五百年前……ファンゲイルが魔王となった事件の顛末である。
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　『不死の魔王』ファンゲイルが淡々と語るのを、私はじっと聞いていた。隣のミレイユも、目を伏せたまま口を挟もうとしない。

　ひどく悲しい話のはずなのに、ファンゲイルはにこやかな表情を崩さなかった。それが逆に痛々しくて、こっちが泣きそうになってくる。

「──これが、僕が人間嫌いになった理由だよ」

　最後にそう締めくくった。

　五百年も昔に、そんなことがあったなんて……。

　ファンゲイルは私の故郷を襲った魔王で、一度は敵対し、戦った相手だ。今でこそ研究対象として一緒にいるけど、本来は相容れぬ存在だ。

　でも、動機を聞くと彼を悪だと断ずることができなくなった。

　ファンゲイルがいつも抱いている人骨が、私と同じ『聖女』のギフトを持つ女の子で、当時の皇国の奸計によって殺されてしまったなんて。彼女を相当大切に思っていたファンゲイルが、人間を恨むようになっても仕方ないと思えた。

「そう、だったんだ」

　私はそう返すので精一杯。

　ていうか、もしかして聖女って殺されがち？

　私もあっさり処刑されちゃったし、骨子ちゃん改めトアリさんも、私より強い力を持っていたはずなのに殺された。

「なんで教皇はトアリさんを……聖女を殺したの？」

「……それがよくわからないんだよね。あれから何度も戦争をしたけど、途中で代替わりしたりして、当時を知る人は誰もいなくなっちゃったし」

「そうなんだ」

「でも、天使のタリスマンがキーなのは間違いないはずなんだ。いくら探しても見つからなかったこれが、まさか田舎の小国に過ぎない王国にあるとは思わなかったよ。手掛かりを得たのはほんの十年前だった。たしか五百年前、王子が皇国に留学に来ていたから騒動に紛れて持ちだしたのかもしれないね」

　天使のタリスマン……話を聞く限り、トアリさんの魂に関与するような魔導具だ。

　私とファンゲイルの戦い、そして五百年前の事件。その全ての元凶とも言える。

「……そうだ！　天使のタリスマンの中にはトアリさんの魂が入っているんだよね？　なら、それを取り出して魔物化すれば！」

　そうすれば、トアリさんが蘇るかもしれない。

　ファンゲイルが天使のタリスマンに執着していた理由もよくわかる。これはトアリさんの死の原因であると同時に、蘇生の礎になるかもしれないアイテムなのだ。

「僕もそう思っていたんだけどね。……たしかに、魂の欠片は残っている。でも、人間一人分には遠く及ばないし、何より記憶も肉体もないんじゃ、それはトアリとは呼べないよ」

　私の思いつきなど、ファンゲイルはとっくに検証していたのだろう。

　彼は即座に首を振った。

「そっか、だから私を」

　私の存在はひどく異質だ。

　元聖女でありながら魔物に転生し、記憶とギフトを保持したまま動きまわる。

　本来ならあり得ないことだ。

　でも、もし再現性があるなら……既に肉体を失い、魂の力のほとんどを失ったトアリさんにも、希望がある。奇しくも私と同じ『聖女』のトアリさんなら。

「うん。君を研究したら、トアリを蘇らせる方法が見つかるかもしれない」

　ファンゲイルは五百年前に不死になったあの日から、時が止まってしまったのかもしれない。

　死者の復活なんて本来ならあり得ないことだ。でも、『冥術師』の彼にはわずかな希望が見えてしまう。できるかもしれない、あの頃に戻れるかもしれない……過去に縋りながら、五百年の時を生きてしまった。

　私はそれを悲劇だと感じるけれど、彼の気持ちも大いにわかってしまった。

　好きな人を救いたい。ただそれだけの欲求なのだ。彼は。

　そのためには手段を選ばないし、冷酷な道を選ぶこともある。でも、気持ちは純粋で真っすぐだ。

「わかったかな？　僕にとっての最優先事項はトアリの蘇生で、他のことは些事に過ぎないんだよ」

　ファンゲイルは改めて、冷たく言い放った。

　昔話が重たすぎてすっかり忘れかけていたけれど、私は人間の村を守るための助力を願いに来たんだった。

　『蟲の魔王』ネブラフィスの魔物が、すぐ近くの村まで迫っている。今のところ被害は大きくないが、かといって放置できる状態ではない。

　彼にとって助ける理由がないことはよくわかった。

　でも、なんとかして説得しないと……私とゴーストたちだけでは、戦力が足りない。

　……私の研究を交換条件として、助力を要請する？

　でも、そもそも私の身柄は、王国を見逃してもらう条件として要求されたものだ。その中には研究も含まれていて、魔王相手に約束を守るというのも変な話かもしれないけど、破れば信頼関係は望めなくなる。

　仕方ない。ファンゲイルがそう言うなら、一人で頑張ろう……。

　そう諦めて、立ち去ろうとした時だった。

「ファンゲイル様！」

　メズとゴズが、慌てた様子で飛び込んできた。

「魔物が攻めてきました！　虫の魔物でございます！」

　ゴズとメズがもたらした情報に、ファンゲイルはむっと眉を寄せた。

「事情が変わったようだね」

　そう呟いて立ち上がる。

　虫の魔物。それはつまり、『蟲の魔王』ネブラフィスの配下に他ならない。

　血相を変えた二人の様子から鑑みるに、おそらく相当な数の魔物が攻めてきているはず。偶然迷いこんだ程度なら、報告するまでもなく対処されている。

「……狙いは僕だったのかな。彼女は配下の魔物と視界を共有できる。聖女ちゃんと接触したことで僕の居場所が割れたか」

「ファンゲイル様、ワタクシにお任せを。他の幹部は留守ですので」

「うん、任せるよ。でも狙いが不明だから気を付けて。それにしても、たしかに仲良くはないけど、いきなり戦争するほどだったかなぁ……」

　魔物を生み出す魔物……最強種である魔王は、広く知られているだけでも七体はいる。

　ファンゲイルの話によると、魔王同士の戦力は拮抗していて、いつもは膠着状態らしい。それぞれ好き勝手生きている者が多いので、軽い諍いはよくある話みたいだけど。

　って、ゆっくりしている場合じゃなかった！

　ネブラフィスの本当の目的が冥国への攻撃だったのだとしても、羊飼いの村の近くを通るかもしれない。

　結果的にファンゲイルの協力は得られたわけだけど、むしろ状況は悪化している。だって、弱いツチグモ以外の魔物も来ているかもしれないから。

「ウェイブ、サイレン、クラウン！　行くよ！」

　一番信頼している三体を連れて、魔王城を飛び出した。

　そのまま冥国を出て、麓の村へ向かう。

　視界の下で、大量の虫が蠢いているのが見えた。

　ものすごい数だ。蜘蛛やムカデ、アリ、羽虫……どれも巨大でおぞましい。近くで見たら卒倒すると思う。

　虫はあまり得意じゃないんだよ！　人間だったころ、ふと出てきた一匹の虫をびっくりして五重の聖結界で閉じ込めたくらいだ。

　魂になって出直してきてほしい。

　まあ冥国の心配はいらないと思う。戦力は十分に整っているし、ミレイユが直接対応に当たるなら万が一もないだろう。あの子、怖いからね……。

「私は村を守らないと！」

　魔物になったことで人間への同族意識がなくなったはずだと、王国でファンゲイルに言われた。それはもしかしたら、彼の実体験だったのかもしれない。

　私も、意識の変化は感じている。でも関係ない。誰かを守りたい、助けたいって気持ちは、魔物になったくらいじゃなくならないよ。

　だって私は『聖女』だから。

　月明かりが照らす真夜中の山を、ゴーストたちとともに疾走する。

　霊体の私たちは障害物を無視できる。

　一直線に進めばそう時間はかからない。

　急がないと。

　数体のツチグモとは比較にならないほどの脅威が村に近づいているのだ。冥国が目的だとしても、近くにある村に魔物が行かないとは限らない。

「こんな数の魔物、一体どこにいたの？」

　私がツチグモと戦ってから、そんなに時間経っていない。

　ファンゲイルたちとゆっくり話していたとはいえ、皇国近くにあるという『蟲の魔王』ネブラフィスの本拠地から到達できるほどではない。

「ともかく、冥国はみんなに任せて私たちは村を守ろう！」

「けらけら！」

　急いで駆け降りると、遠目に村が見えてきた。

　大丈夫……最悪の状況には至っていない。ほとんどの魔物は真っすぐ冥国を目指していて、侵攻ルートから微妙に外れたこの農村はスルーされているようだった。

　それでも、お腹が空いた個体なのか、十体以上の魔物が村を取り囲んでいる。

「霊域！　聖結界！」

　ここまで近づけば、私の魔法が届く範囲だ。

　ポルターガイストと聖域を合わせて作った『霊域』で、村全体を覆いつくす。

　霊域は私にとって、手足そのものだ。目を閉じていても、鋭敏な魔力が状況を教えてくれる。

　村に入り込んだ魔物、農機具を手に立ち向かう男衆、身を隠す女性や子どもたち。

　即座に聖結界を網目のように張り巡らせ、魔物と人間たちを分断する。

　うん、柔魔の操作は完璧だ！

　タイミングとしては間一髪って感じかな。

　幸い死者はいないみたいだけど、怪我に関しては負っていない人のほうが珍しい。

　私は村に飛び込むと、上空に飛び上がった。

「癒しの息吹」

　霧が降りるように、あるいは雪が舞うように、両手から溢れた癒しの効果を持つキラキラとした空気が、村に降り注いだ。

「傷が……！」

「すげぇ、なんだこれ」

「空に何か……あれは、天使……？」

　村のあちこちから声が漏れる。

「仕上げに──シャイニングレイ！」

　聖結界に囚われ動けなくなっていたツチグモや羽虫の魔物を、同数のシャイニングレイで一掃する。

　弱い魔物相手なら、本気を出せばこんなものだ。魔力の効率は悪いけど。

「お嬢さん！　来てくれたのか」

「村長さん！　ごめんなさい。遅れちゃって」

　霊域に反応はないことを確認して、村に降り立った。

「おかげ様で助かった……もうこの村は終わりだと覚悟したところじゃった」

　村人たちに安堵の色が広がる。

　夜中に叩き起こされてみれば、虫の魔物が大量に湧いているのだ。その恐怖は計り知れない。

　私が原因の一端らしいので、少し申し訳なく思う。

　目的がファンゲイルだと判明した以上、彼らはただの巻き添えだ。でも、真実を伝えるのはむしろ恐怖心を煽るだけ。私ができることは、聖女としてみんなに勇気づけることだ。

「私が絶対に守るから、村のみなさんはゆっくり休んでて！」

「しかし、村の外にも魔物はたくさんおる……さすがに一人では」

「大丈夫だよ。一人じゃないから」

　ゴーストたちがいるもんね！

　三体のゴーストがくるくる回って存在をアピールする。ツチグモの一件で村の人たちに知られているので、警戒されるようなことはない。

　でも、やはり心配そうだ。

　自分たちの命に直結することを見ず知らずの私に委ねることに抵抗があるのかな。私は魔物だし、そうでなくとも不安はぬぐえない。

「気持ちは有難い。でも、自分たちの村は自分たちで守りたいのじゃ。力不足なのはわかっておるが」

「……そうだよね」

　王国を守る時は、アレンやカールたちに協力を願った。それは、当時レイスだった私では軍勢に対抗できなかったからだ。

　でも聖霊になり格段に戦闘能力が上がった今なら、大軍を相手にしても十分守り切れる。広範囲に効果を及ぼす魔法は私の得意分野だ。伊達に長年結界を張り続けていない。

　しかも今回は、戦闘訓練などしたことのない村人だ。

「……ごめんなさい」

　彼らの自尊心を傷つけてしまうかもしれない。

　それでも私は、人間たちを魔物から守りたい。

　背を向けて、再び上空に上がった。

「ちょ──お嬢さん！」

「そこで見てて！　この村は私が──『聖女』が守るから！　聖魔結界！」

　人間も魔物も通さない、物理障壁としての結界で村を包み込んだ。

　これがあれば、彼らが戦闘に参加することはできない。それでいい。

　危険に晒す必要なんてないもん。

　冥国を目指す一団から、何体かの魔物がこちらへ向かっているのが見えた。

「まだまだ頑張るよ！」

「けらけら」「ひひひっ」「きゃっきゃっ」

　『不死の山』とは反対側に出て、魔物たちを迎え撃つ。

　村人たちは私が張った結界の中から、固唾をのんで見守っている。気が気じゃない様子だ。

　ちょっと強引だったけどわかってほしい。

　霊域のおかげで視認しなくても空間を把握できるとはいえ、混戦になったら見逃してしまう可能性もある。そうなったら、きっと守り切れない。

　それならいっそ、私一人のほうがいい。

「シャイニングレイ！」

　百足の魔物……『神託』によると『オオムカデ』というＤランクの魔物を、灼熱の閃光で貫いた。大人の男性よりも巨大な、牙と大量の足を持つ魔物だ。くねくねと動いて気持ち悪い。

　聖属性の効き目はアンデッドほど高くないみたいだけど、虫だから炎はよく効く。まあ火に強い生物は少ないよね。

　虫たちはぞろぞろと列をなして冥国を目指し山に入っていく。弱い魔物ばかりだけど、数が多い。

　ファンゲイルの作るアンデッドも比較的数を揃えやすい魔物だが、冥国の魔物を全て合わせても虫たちの数には遠く及ばないと思う。

「アンデッドほどの統率力はないかも……結構ふらふらこっち来てるし。──シャイニングレイ」

　ソウルドミネイトで支配したうえ、指揮官役の魔物を用意するのがファンゲイルだ。

　それと比べると、『蟲の魔王』ネブラフィスの軍勢はお粗末に見えた。強い魔物も見えないので、小手調べなのかも。

　ツチグモにオオムカデ、デスフライという羽虫の魔物……高くてもＤランクの魔物たちを次々と葬っていく。

　ゴーストたちの活躍も目覚ましい。クラウンが幻覚で足止めしているところを、サイレンの『忍び斬り』やウェイブの『スクリームウェイブ』で仕留める。良いチームワークだ。

　私の魔力にも余裕があるので、村に結界を張りながらでも十分戦い続けられる。

「虫の魂も悪くないね！」

「けらけら！」

　魔物のほうから来てくれるので魂も食べ放題だ。

　生前はおぞましい見た目をしているけど、魂になるとまっさらだからね。アンデッドにはない新鮮な風味があって、しっかりと歯ごたえがある。

　虫嫌いなのに魂を食べるのには躊躇いがないって、我ながらどうかと思う。魂に貴賤はない……というか食欲には勝てなかったよ。

　だいたい五十体は倒しただろうか。

　結局強い魔物は一体もいなくて、調子よく殲滅していった。

　最初は不安げだった村人たちも、緊張の糸が切れたのか安堵したのか、各々家に戻って休み始めた。残っているのは村長さん含め数人だけだ。

「よかった……なんとか守り切れそう」

　私、死んでからのほうが聖女らしくない？

　惰性で結界を張っていた頃よりも、誰かを守りたいって気持ちが強い気がする。もしくは、そこに存在価値を見出しているのかもしれない。

　誰かのためになることが、すでに命を失った私が存在し続ける意味だと思うから。

「ねえね、キミ、聖女？」

「──っ!?」

　近くで、女の子の声がした。

　慌てて距離を取る。なんで？　霊域を常に使っていたのに、話しかけられるまで気が付かなかった。

　高い知能を持ち言葉を操るのは、高位の魔物だけだ。

「あたしね、おばけの聖女を捜してるんだぁ。君、聖女？」

　ニコニコと笑っているのは、小さな女の子に蝶の羽を付けたような魔物だった。

　ピンクと紫の髪と羽が毒々しい。
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「あたしは蝶化身のピィ。聖女を捕まえるとね、ネブラフィス様に褒めてもらえるんだぁ」

　なんで聖女だってことバレてるの!?

　私を聖女だと断定したってことは、聖女が魔物になってファンゲイルと一緒にいる……ってところまで把握しているってこと。

　ましてや、私を標的にしているなんて、どう考えてもおかしい。

　だって私の存在は、アンデッドの魔王たるファンゲイルすら驚くほどのイレギュラーなのだ。

　王国との一件に何も関係していない『蟲の魔王』ネブラフィスが知っている道理はない。

「シャイニングレイ！」

「うふふ、ごめんね。効かないんだぁ」

　小さな羽の生えた女の子は、避ける素振りすら見せない。

　私の放った光線は、真っすぐピィを貫こうとして……忽然と消えた。生半可な結界であれば破壊できる威力を持っているはずのそれは、防がれたというより消滅した、と言ったほうが感覚として正しい。

「魔法が効かない？」

　神託は……これもダメだ。

　蝶化身と名乗っていたけれど、どういう魔物なんだろう。人に近い姿をして言葉を操っていることから、高位の魔物なのは間違いない。

「けら、けらぁ！」

　ウェイブゴーストの『スクリームウェイブ』。超音波を発して空気の振動で攻撃する種族スキルだ。

　時間はかかるものの硬い岩ですら破壊する威力を持つ。しかし桃色の少女は、ニコニコしたまま避けようともしない。

「だからぁ、効かないよ」

「吸魂結界！　破邪結界！」

　魔力消費に糸目をつけず、全力で攻撃する。どちらも、まともに受ければ無事ではないはずだ。

　でも……やっぱり効かない。

　強すぎる。スカルドラゴンやファンゲイルでさえ、私の魔法は避けるか防いでいたのに……。アンデッドほど聖属性に弱くないとしても、虫の魔物にも通用するはず。

　圧倒的に格上だ。

　私はそれを再認識した。たぶん幹部格の魔物。

　やっぱりツチグモがいたのは偶然じゃなかった。ネブラフィスは明確な意思を持って、私やファンゲイルを狙っている。即座に幹部を送り込むくらい、全力で。

「何が目的なの？　どんなにあなたが強くても、この村は私が守るよ」

「村には興味ないよぉ。さっき言ったよ。あたしはおばけ聖女を捕まえにきたんだぁって」

　ピィは微笑を浮かべて羽を優雅に動かしながら浮遊している。

　他の虫たちは近づいてこない。村には結界を張ってあるから大丈夫だと思うけど、早くピィを倒さないと。

「ネブラフィス様がね、聖女を捕まえてこいっていうの。そういう依頼なんだってさぁ。だから、一緒に来て？　──白紋羽」

　ピィが白く細い手を伸ばしながら、羽を大きく羽ばたかせた。

　キラキラと光る鱗粉が風に乗って飛んでくる。

「聖結界！　二重っ！　……え？」

　咄嗟に展開した聖結界は、その鱗粉に触れた瞬間溶けて穴が開いた。慌てて二枚目を展開しながら、回避する。

　まるで毒だ。魔法を溶かす毒の粉。

　よく見ると、鱗粉は常に彼女の周りを漂っている。つまり、彼女の周囲は魔法が消えるってこと？

「きゃっきゃっ」

　クラウンゴーストが、幻覚で私の分身をたくさん出現させた。半年間で頑張って練習した、知恵のある敵を惑わせるためのスキルだ。クラウンゴーストは攻撃性能が低い分、器用にいろいろな幻覚を作り出せる。

「うえぇ、聖女がいっぱい」

「……ひひ」

　真の目的は私が逃げることじゃない。

　メインである私を目くらましに使いながら、サイレントゴーストの重い一撃を喰らわせる。

　全魔力を一撃に注ぎ込む『忍び斬り』で、ピィを奇襲した。

「おっと」

　しかし、サイレンの攻撃はひらりと宙を舞った彼女にギリギリ避けられてしまう。

　動きもなかなか素早い。ほんと強すぎない……？

　魔法を無効化するという強力なスキル？　を持っているのに、さらに飛翔能力も高いなんて……あれ？

「なんで今避けたの？」

「うふふ」

　忍び斬りだって魔力を消費するスキルには違いない。

　魔法との違いは……。

「わかった。柔魔は消せるけど、硬魔は効くんだ」

「どうかなぁ。そうかもなぁ。ちがうかもなぁ」

　たぶん、私の予想は正解だ。

　柔魔を放出して魔法やスキルなどに変質させるのに対して、硬魔は武器や身体に高密度で纏って威力を上げるものだ。おそらく、それは鱗粉では消せない。

　あの鱗粉だって柔魔には違いない。だから、硬魔ほどの密度を持つ魔力は消しきれないんだ。

　問題は……私が硬魔を使えないということ。

　ずっと練習していたんだけど、どうしても圧縮した魔力を安定させることができなくて、霧散してしまうのだ。

　ミレイユ曰く、柔魔と硬魔のどちらが得意なのかは個人差があるらしい。聖女や魔法系のギフトを持っている人は柔魔が得意な傾向があるから、私が苦手なのもさもありなんって感じだ。

　でも、ミレイユもファンゲイルも、苦手なはずの硬魔を普通に使いこなしている。

　だから、苦手なことを言い訳にもできない。

「どうする？　どうするー？　このままやってても勝てないよぉ」

　ピィがふわりと舞って、鱗粉を飛ばしてきた。魔力を溶かす毒の粉だ。

　魔法生命体である私があれを受ければ、どうなるかわからない。

　思えば、最初に気配を感じられなかったのは、私の霊域が無効化されていたからだろう。

　あらゆる柔魔を消し去る特性を持つ魔物。非常に厄介だ。

「サイレン、あなたが頼りだよ！」

「ひひっ」

　私たちの中で硬魔を使えるのは『忍び斬り』を使えるサイレントゴーストだけ。

　魔法が通用しない以上、サイレンの攻撃を当てるしか勝ち目がない。

　でも、サイレンの身体は私と同じく、魔力と魂だけでできている。霊体だから肉体がないのだ。

　いわば、存在自体が魔法みたいなもの。鱗粉をもろに受ければ消滅しかねない。

　それに、先ほどは隙をついたはずなのに避けられてしまった。

　避けたということは有効であるという証左でもあるのだけれど、当たらなければ意味がない。

「いいなぁ、君のペットは可愛くて。あたしのペットはね、虫だからちょっと怖いよぉ」

　ピィの後ろから、虫の魔物たちが大勢押し寄せてきた。彼女は空中で優雅に漂っている。

　二十体を優に超える魔物たちをウェイブ、クラウンと協力して焼き払う。烏合の衆だが、如何せん時間がかかってピィへの攻撃まで手が回らない。

　サイレンは身を潜めて、攻撃の隙を窺っている。

「あなただって虫じゃん」

「は？」

　ピィの顔から表情が消えた。

「虫？　あたしが？　超絶可愛いこのあたしが、虫だって言ったの？」

　ふわふわした口調は消え失せ、低い声で捲し立てる。

　なんかすごい怒ってる！　逆鱗に触れてしまったみたいだ。

　『蟲の魔王』から生まれたんだから、虫であることは間違いないと思うんだけど……。人間に近い姿だけど、羽と触覚は蝶のそれだし。

「あーあ。優しく連れていってあげようと思ったのになぁ……。もういいや。全部消えちゃえ」

「っ！　まずい、サイレン！」

　ピィが大きく羽ばたき、さらに高度を上げる。

　嫌な予感がする。食い止めようとサイレンがスキルを使いながら追うけど、間に合わない。

　虫たちの猛攻は依然続いていて、フリーになったピィが上空で両手を広げた。

「頑張って耐えてねー。白紋羽」

　下から見上げると、降り注ぐ鱗粉が月明かりに照らされてキラキラと輝いている。まるで、ピィを中心に星屑が踊るようだ。

　幻想的な光景にうっとりしそうになる。でも、それは一粒一粒が魔力を消滅させる破滅の流星だ。

「あれを受けたら、消えちゃう。私も、ゴーストたちも、村の結界も」

　広範囲にばら撒かれているから、避けるのも難しい。

　それにもし避けたら、村に張った聖結界は消え失せ、その瞬間虫の魔物たちがなだれ込む。

　だから──防ぐしかない。

「広範囲に魔法を発動するのは得意なんだよ。聖結界、できるだけ沢山！」

　半円形の聖結界で、村と私たちを同時に包み込む。その数、十五枚。

　しかしピィの鱗粉は触れた魔法を問答無用に消滅させる。それは魔物に対して絶対的な力を発揮する聖結界でも同じだ。

　ほんのわずかな抵抗を見せたけど、鱗粉の速度をわずかに落とすだけで精一杯。すぐに聖結界を穴だらけにした。

　大丈夫、これで止められるとは思っていない。

「ポルターガイスト！」

　聖結界はあくまで時間稼ぎだ。

　闇魔力で一帯を包んで、ポルターガイストを発動する。物質を掴むという性質を持ったこのスキルも柔魔でできていることには変わりないので、鱗粉は防げない。でも、防げるものを掴めばいいのだ。

「ちょうど、虫がたくさんいるからね」

　うじゃうじゃと蠢く虫の魔物たちを一斉に掴んで、宙に持ち上げた。

　隙間なく空を埋め尽くす。うへぇ、気持ち悪い。

　鱗粉が到達すると同時にポルターガイストも消えちゃうけど、虫自体は魔法ではなく物質だ。

　重力に引かれて落下するまでのわずかな時間、彼らは鱗粉を防ぐ盾になる。

「でも、これだけじゃダメだ」

　一時的に防いだだけで、ピンチは終わってない。

「サイレンに……ううん、サイレンはあそこまで上がれないもんね。なら──私が」

　私が硬魔を使って倒すしかない。

　硬魔の使い方は、理屈だけなら簡単だ。

　魔力を空中に放出するのではなく、体内あるいは体表に留める。そして、高密度に圧縮することで魔力自体の破壊力を高めるのだ。

　魔力を違うものに変質させて使う柔魔とは違う、無骨で直接的な使い方。

「──硬魔」

　魔力を身体全体に、ぴっちりと纏わせる。

　このままじゃ密度が低すぎるから、どんどん魔力を増やしてその度に押し込んでいく。感覚的には、袋の中に綿を詰めるみたいな感じ。

　密度を増やしていくと、次第に魔力が反発してくる。私はいつもこの段階で失敗して、袋が破けるように魔力が霧散してしまうのだ。

「んっ……ダメ、もたない」

　何か。何か魔力を留める方法があれば。

「きゃきゃっ」「けらけら！」「ひっひっ」

　ゴーストたちが応援してくれる。

　虫たちが落ちてくるまで、もう時間がない。

　失敗したら、この子たちもろとも消えちゃうんだ。

　冥国に来てゴースト研究を始めてから、ずっと一緒にいる三体。最初はお散歩するにも一苦労だったのに、今では仲良しだ。

「……そうだ！」

　彼らの顔を見ていたら、閃いた。いや、思い出した。

　最初、散歩しようとした時……勝手に動き回るゴーストたちを捕まえておくために、したことを。

　すなわち、魔法生命体であるゴーストを傷つけることなく保持する魔法を。

「不定形結界！！」

　ポルターガイストと融合させ、闇魔力の性質を高めた可動式の聖結界。

　硬魔になりかけの魔力に沿って、不定形結界を展開する。いわば、結界の鎧だ。そしてその鎧は、闇魔力を霧散させず留める役割も担う。

「サイレン、ウェイブ、クラウン。私、行ってくるね！」

　決着を付けに。

　夜空を覆いつくす暗雲のような虫たちを押しのけ、空へ飛びあがった。

　宙を舞う鱗粉は私に衝突し……不定形結界の一部を溶かしたところで止まった。不定形結界も、すぐに穴を補うように広がる。

　よし、ちゃんと硬魔になってるね！

　硬魔を使えない私がやったのは、いわば誤魔化しだ。

　魔力操作だけでは硬魔にならないから、不定形結界で押し込んで無理やり硬魔にしたのだ。

「よし、突破！」

「えっ？」

　私が飛び出したのは、ちょうどピィの前だった。驚愕に目を見開く彼女の周りには常に鱗粉が舞っているけれど、硬魔を纏った私の前では関係ない。

　あはは、人間だったころは暴力なんて一度もしたことなかったし、運動は苦手なほうだったのに、こんな戦い方をするようになるなんてね。

　慌てて避けようとするピィだけど、もう間に合わない。

　拳を振りかぶろうとして、あまりに不格好なのでやめた。代わりに、両手を前に突き出して勢いのまま突撃する。

「とりゃー！」

　どん、と衝撃が肩にかかる。お腹にクリーンヒットだ。

　ピィは「うっ」と小さなうめき声だけ漏らして、羽の動きを止めた。体勢を立て直そうとよろめくけど、朦朧とした意識の中ではそれも難しい。そして、完全に意識を失って落下し始めた。

　これだけ魔法を消す性能に特化していたら、身体は強くないよね。魔物というのは肉体か能力か、どちらかに寄っているものなのだ。

　ピィの羽は風に乗って、彼女をひらひらと滑空させる。

「……！　村は大丈夫!?」

　ピィは倒した。でも、既にばら撒かれた鱗粉は消えていない。

　最悪、聖結界は消えて空からは大量の魔物が……なんてことになりかねない。そうなったら犯人、私だね……？

　慌てて霊域を展開して、それと同時に私も地上に戻る。

「良かった……なんとか防げたみたいだね」

　鱗粉は虫の魔物でほとんど相殺され、多少聖結界に穴が開く程度で済んだ。魔力を消すだけなら、人間に害はないしね。その証拠に、村人や家には被害はなさそうだった。

　虫たちはシャイニングレイで一気に倒し、今までの喧騒が嘘のように、静寂に包まれた。

「終わ……った？」

　ピィは気絶したまま、地面に落ちている。

　幹部の魔物、それも死霊にとって天敵とも言える相手にどうなることかと思ったけど、終わってみれば完勝だ。

　人の言葉を話す魔物を殺すのは少し抵抗が……ないね。ゴズもメズも一度は殺したわけだし、倒さないとまた狙われるかもしれない。

　今度は蘇らないように、きちんと魂も消滅させよう。

「硬魔……っと。うん、咄嗟に思いついたにしては安定してるね！」

　改めて硬魔を練り上げて、ピィに近づく。

「おい、いつまで寝ているつもりだ？」

　背後から、別の声だ。

　反射的に聖結界を展開して、身体を横に逸らす。今まで私がいた場所を、鋭い刃物のようなものが通り過ぎた。

「ちょっとぉ、せっかく死んだふりしてたのに～」

「はっ、そんな子ども騙しな。立て。撤退だ。目的は達した」

「あいあい、りょーかい」

　カマキリの魔物だ。人型で、硬そうな外骨格に覆われている。肩から先は完全にカマキリの鎌だ。

　唯一人間らしい見た目をした顔をこちらに向けた。正確には、私の背後に。

「あら、撤退だなんて。逃走の間違いではありませんの？」

「ミレイユ！」

　冥国最高の魔導士ミレイユが妖艶な笑みを讃えて、ドレスと同じ青と黒の傘を差していた。夜だし雨も降ってないよ……？　冥国、変な人しかいない。

　彼女はスカルドラゴンの頭に優雅に座っている。

　巨大な体躯をした魔物に村人たちは腰を抜かした。でも、Ａランクの魔物なのにいつも乗り物扱いの可哀そうな子なんだよ……。

「貴様らの戦力は把握した」

「手も足も出なかったというのに、よく言いますわね。失礼、鎌も足も、かしら？　それに……ファンゲイル様に宣戦布告しておいて、タダで逃げられると思ってらっしゃるの？」

「『不死の魔王』に伝えろ。決戦はひと月後。ネブラフィス様が必ず殺す、とな。……ピィ」

「あーい。白紋羽」

　ピィはカマキリの魔物の肩に乗って、大量の鱗粉を飛ばしてきた。

「ミレイユ！　あれは魔法を消すの！」

「そう」

「待ってて。硬──」

「土壁」

　硬魔を使って鱗粉を防ごうとした。しかし、その必要はなかった。

　ゴゴゴ、と大きな音が響いて、私たちの前に土が盛り上がってきたのだ。それは巨大な壁になると、鱗粉を完全にシャットアウトした。

　ミレイユの魔法だ。

「……あれ？　なんで消えないの？」

「魔法を消すのなら、魔力が消えても残るものを作ればいいだけのことですわよ」

「うう、私の苦労はなんだったの……」

　いや、そんなこと私にはできないけどさ！

　虫をポルターガイストで盾にしたのも、同じ発想だ。でも、ミレイユの魔法技術には敵わない。

「……虫らしく、逃げ足だけは達者ですわ」

　鱗粉で目くらましをして、カマキリの魔物が全力で走り去ったのだ。その速度は馬よりも圧倒的に早く、追いつけそうにない。

　ともあれ、とりあえず勝ったー！

　ミレイユがここにいるってことは冥国も無事ってことだよね！

「セレナ、戻りますわよ」

「あ、うん。祝勝会だね！」

「いいえ……ファンゲイル様が負傷したわ」

　ミレイユは目を伏せて、そう言った。




　念のため村の聖結界を張り直してから、冥国に戻った。

　幹部がいなくなったのであれば、聖結界だけで十分守り切れるだろう。ゴーストたちは残って残党の駆除をしているし、聖結界に何かあれば私が感知できるから安心だ。

　道中は惨状が広がっていて、虫の死骸とスケルトンだった骨があちこちに転がっていた。

　ミレイユの防衛が功を奏したのか、冥国までたどり着けず死亡した魔物がほとんどだったようで、冥国の中は綺麗である。

　すれ違ったゴズとメズも、多少ケガをしていたけど元気だった。今は楽しそうに残党を追い回している。

「ファンゲイル様、ただいま戻りました」

　冥国の中で一番大きな建物、ファンゲイルの住まう魔王城に、ミレイユと共に入った。

　玉座に座るファンゲイルは一件、どこもケガしていないように見える。元々アンデッドだから死人みたいなものだしね。

　でもローブの下……左腕があるはずのその場所が、ぺたりと潰れていた。左腕は、普段トアリさんを抱いている腕だ。今は右腕に持ち替えている。

「ファンゲイル様、腕は……」

「残念ながら、くっつかなかったよ。まあ腕くらいなら氷でも作れるし、不便はないかな」

　ファンゲイルは軽い調子で言うけど、腕を一本なくしたことが些事なはずがない。

　ローブは着替えたのか綺麗だ。そして、トアリさんの骨も傷一つなかった。

　魔王であるファンゲイルの腕を奪うほどの存在？　『虫の魔王』ネブラフィスはいなかったのに？

「アンデッドなのに、身体を治せないの？」

「普通なら縫合すれば動かせるね。……聖女ちゃん？　ヒール使うのはやめてね？　それ、僕には毒だから」

「治してあげようと思ったのに」

　普通なら。ということは、普通じゃない存在に攻撃されたということだ。

　飄々とするファンゲイルとは対照的に、ミレイユの表情は硬い。悲しんでいるというより、これは怒っているのかな？　敬愛する主人の腕が落とされたことに。

　あるいは、守り切れなかったことによる自責の念だろうか。私がミレイユの気持ちを推し量るのは迷惑かもしれないけどね。

　ファンゲイルは彼女の心情に気づいていて、ことさら明るく振舞う。

「さて、じゃあ戦果の確認といこうか。ミレイユ、被害は？」

「……Ｂランク以上の魔物に被害はありませんわ。Ｃランクは一割ほど、Ｄランク以下に関しては三割ほど消滅いたしました」

「その程度なら問題はないかな。ネブラフィスの戦力もかなり削れたし、ミレイユのおかげだよ。まあ、僕ら魔王は時間さえあればいくらでも戦力を増やせるんだけどね」

　一番の被害を受けたはずのファンゲイルは、それでもにこやかに勝利を喜ぶ。

「それに、面白いおもちゃも手に入ったからね」

　……いや、気を使ってとかじゃなく、普通に楽しそうに見えるな？

　無邪気な少年のように目じりを垂れさせて「二人ともおいで」と歩きだした。五百年の時を生きたファンゲイルは、自分の身体に執着しないのかもしれない。アンデッドを作る要領で腕くらい付けられそうだし。

「この部屋に捕まえてあるんだ」

　魔王城の地下、幾重にも魔法術式が張り巡らされた部屋に案内された。おそろしく複雑で高精度な結界だ。ただの結界ではなくて、色々な効果が付与されている。

　彼の肩越しに顔を覗かせて、中を見る。

「何あれ？　人間……じゃないね」

　壁や天井から伸びる氷の鎖に、何かが縛られていた。それは一見すると人間のようにも見える。

　しかし、髪はなく肌は縫いあとだらけだ。肌の色や部位はちぐはぐで、複数の人間を継ぎはぎして作ったとでも言おうか。

「僕の腕はこいつにやられたんだ」

「アンデッド……なの？」

「あはっ、さすがの僕でも、ここまで趣味の悪いものは作れないかな。これはすごいものが出てきたって感じ。良い研究対象になりそうだ」

　人型の何かは、声を発するでもなく虚ろな瞳でこちらをじっと見つめてくる。感情の感じられない、不気味な目だ。

　吊るされた両手をガタガタと動かして暴れる。

「魂をよく見てごらん？」

「魂？」

　言われて、異形の中にある魂を感知してみる。

　アンデッドのように、肉体との結びつきが弱い。普通、生物は肉体と魂が密接に一体化している。魔物もそうだ。

　スケルトンやグールなどの憑依系のアンデッドは、肉体の本来の魂ではないため、魔力的な経路で辛うじて繋がっているに過ぎない。この人型も、似た性質に思えた。

　だから最初、アンデッドだと判断したのだ。

　しかしよく見ると、少し形質が異なる。それに……。

「聖……魔力……？」

「そう。聖魔力、つまり聖職者の魂を持った人造人間だ。……ギフテッド教はなかなか恐ろしいことをしているみたいだね」

「聖職者の魂を……？」

　どういうこと？

　ファンゲイルの言葉を繰り返す。

　目の前で鎖に繋がれる人間とも魔物とも言えない異質な存在からは、たしかに聖属性の魔力を感じる。私という例外を除けば、魔物が持つことのできない人間だけの魔力だ。

　これほど強い聖属性の魔力を持つ人は、『聖女』や『枢機卿』あるいは下位の『神官』など、聖職者に限られる。

「さて、身体を調べさせてもらおうかな」

　私の問いかけには答えずに、ファンゲイルは楽しそうに笑った。

　トアリさんの骨は抱えたまま、部屋の中に入っていく。失ったはずの腕は魔法で作り出した氷で代用されていて、しっかりと骨を支えていた。

「この子は、真っすぐトアリを……違うね。天使のタリスマンを狙って突っ込んできたんだ。スケルトンたちは完全に無視。不意を突かれたおかげで、腕を取られちゃったよ。聖魔力に侵されて治療もできない」

　トアリさんを庇って、咄嗟に腕を出したんだね。不意をついたくらいでファンゲイルを負傷させるなんて、相当戦闘力が高い。おそらく、魔物のランクで考えてもＡ以上はあると思う。

　話しながらでも、ファンゲイルの手は止まらない。身動きの取れない人造人間の頭に手を触れて、解析の魔法を行使する。

「ククク、そうか。これ、僕の魔法が元になってるね。面白いというか、よくもこんな非人道的な使い方を思いつくもんだ」

「ファンゲイル様の魔法というと、五百年前に提供していたという『不死化』の術式でしょうか？」

「そうだね。でも完成形は僕しか知らない。未完成の術式を、五百年かけて改良した結果がこれというわけだ」

「……もしかしたら、セレナも」

　研究者気質の二人が、また私にわからない話をしている。

　私は死霊として魂を感知することができる。

　体内の魔力はミレイユほどの魔眼を持っていないと見えないから、ファンゲイルや私にはわからないはずなんだけど、この人造人間に関しては魂から常に放出されているような状態だ。

　魂から細い血管のような糸が全身に張り巡らされ、魔力を循環させている。その血管自体も魂であるという、不思議な身体だ。

　ただ、見えるだけなのでそれ以上のことはわからない。

「セレナ、少し話がありますわ」

「んー？」

　あーでもないこーでもない、としばらく言い合っていた二人が、揃って私のほうを向いた。

　ついでに、人造人間も私を見ている。怖い。

「うん。僕から順を追って話すね。まず、この人造人間は皇国が作ったもので間違いない。僕の魔法をベースにして作った技術だ。人工的に作った強固な肉体に、聖職者の魂を植えこんでいる。それも、数人分をね」

「聖職者の魂を数人分ってことは……」

「もちろん、生きたまま吸い出したんだろうね」

　生物が死ぬと、その魂は自然に返る。死んだ直後であれば自然に抜け出した魂を捕らえる方法もあるけど、効率は悪い。

　だが、ソウルドレインのように魂を無理やり引きはがすスキルや魔法があれば話は別だ。

「ギフテッド皇国が神官の命を犠牲に作った戦闘兵器ってことだね。いやぁ、裏では結構黒いことやっているみたいだねぇ」

　軽い口調のファンゲイルだけど、私の心境は複雑だ。

　仮にも聖女として、教会の代表として国の皆に接してきた。結界の維持や魔物の駆除、ケガの治療など、人々の役に立ってきたつもりだ。何より心の拠り所として、ギフテッド教会が存在しているのだと思っていた。

　そのギフテッド教が、まさか人間を犠牲にするような悪事に手を染めているなんて。

　レイニーさんは知っていたのかな。

　それはないと信じたい。神官の命を弄ぶなんて、あのレイニーさんが認めるはずがない。

「ん？　でも待って。虫の魔物と一緒にいたんだよね？」

「そうだね。大方、裏で繋がっていたんでしょ。天使のタリスマンを『蟲の魔王』が狙う理由はないし、皇国絡みと考えるのが自然だ」

「そう言えば、誰かの依頼で私を捕まえに来たって言ってた」

「へえ、聖女ちゃんが死霊になったことも知っているんだ。これはいよいよ、かなぁ……」

　魔物を絶対悪としておきながら、魔王と協力関係にあったなんて……。虫の魔物で実際に被害が起きているというのに、ギフテッド教の在り方とはなんだったのか。

　少しは残っていた教会への信頼が、崩れ去っていく。ファンゲイルを全面的に信用するのはどうかと思うけど、こうも証拠が揃っていると疑うことも難しい。

「ここからは予想なのですけれど……セレナ」

　少し強張った顔で、ミレイユが口を開いた。

「あなたの処刑は皇国によるものである可能性が高いですわ」

　ミレイユは真っすぐ私の目を見つめて、そう言った。

　誤魔化したりせずに、端的に。あるいはそれは、ミレイユの優しさなのかもしれない。

　言葉が出ない私に、説明を続ける。

「まず、あなたの魔物化。ファンゲイル様の術式は周囲に漂う魂を集めてヒトダマに変える、というものなのですけれど、そのヒトダマに記憶や意識が残るということはありえませんわ」

「記憶は脳に宿るものだからね。そもそも、死んだら意識は消えるんだよ。『聖女』のギフトを持っていたとしても、それは変わらないはずなんだよね。最初は何か僕の知らないギフトに、そういうスキルがあるのかとも思ったけど」

「もし可能性があるとしたら、生前に記憶や能力を保持する魔法をかけること……その可能性については、前に話しましたわね」

　そう。私のアンデッド化は、不死を司るファンゲイルや魔法のスペシャリストであるミレイユをもってしても解明できないほど、異例のことだったのだ。

　記憶も意識もギフトも、死んだら何も残らない。純粋な魂というエネルギーの塊になって、次なる命の礎になるだけだ。

　仮に意識が残ったとしたら。それはゴズメズをアンデッド化したように、死ぬ前に魔法をかける必要がある。

　でも、そんな魔法をかけられた記憶はない。

　ファンゲイルに出会ったのは、死霊になったあとだ。

「でも、魔法なんてかけられてないよ？」

「ええ、教会のお膝元にいたあなたが、ファンゲイル様や他の魔王の術にかかる可能性は低い。でも、身近な人間だったら可能ですわね」

「身近な、って……」

　私の周りには、常にレイニーさんを始めとする神官たちがいた。聖女は教会にとって大切だから当然だ。

　その中の誰かが私に魔法をかけたってこと？

　できれば疑いたくない。

　みんな家族のように思っていたのだ。孤児院から離れて寂しくても、貴族たちから嫌われて虐げられても、教会のみんながいたから頑張れた。

「うーん、そんな複雑な魔法、即席で発動できるものではないと思うんだよね。だから、たとえば日常的に行う儀式や礼拝なんかに、魂に作用する術式を混ぜておく。それを教義に組み込んでおけば、君たちは疑いもせず繰り返すでしょ？　すると、いつの間にか皇国の呪いにかけられるわけだ」

「なるほど、ご慧眼ですわ」

「まあ、予想にすぎないけどね」

　たしかに、教会では毎日朝晩の二回、礼拝が義務付けられている。礼拝堂に集まって経典を読みながら、祈りを捧げるのだ。

　もしその礼拝自体が私の魂に作用する魔法だったら……気づかずにかかっている可能性は大いにある。

「ん？　でも待って。それなら、私以外の神官も魔物になるってこと？」

「いや、魔物になったのは僕の術式だよ。皇国がかけた魔法はおそらく、ギフトや意識を残したまま、死後に魂を皇国に転送する……ってところかな。ほら、あの森って、ちょうど王国と皇国の間にあるでしょ？　転送中の魂が、たまたま僕の術式に捕まったんだと思う」

「そんな……なんのために」

「この人造人間を作るためじゃないかな。聖職者系のギフトを持つ人を集めて皇国を運営し大陸中に広めて、死後の魂は兵器として利用する。うん、実に合理的で効率的じゃないか。あはっ、趣味は悪いと思うけどね」

　つまり、私は魔物にならなかったらこの薄気味悪い人造人間になっていたってこと？

　それはちょっと嫌かも……。今の身体、結構可愛いからね！

「あーでも、聖女ちゃんの場合はちょっと違うかもね。わざわざ処刑する理由もなければ、僕のところに取り戻しに来る必要もない。……『聖女』の魂が必要な何かがあるのかも」

「まさか、トアリさんも？」

「……わからない。でも、この件を詳しく調べればわかるかもしれない。うん、『蟲の魔王』や皇国と戦う理由ができたね」

　トアリさんも『聖女』だった。そして、皇国に殺された。それも、魂を抜き取られるという方法で。

　私も『聖女』で、皇国に狙われている。……何か関係があるように思えてならない。

「ああ、もう少しで君に会えるかも。五百年もかかってしまった。必ず蘇らせるからね、トアリ」

　ファンゲイルはトアリさんの骨をぎゅっと抱きしめて、頬を擦りつける。初めて見た時は死体愛好家の変態かと思ったけど、今はその姿はひどく悲しいものに思える。

　仮に真実が判明したとしても、トアリさんが生き返るなんてこと、あり得るのかな……？　胸中で疑問を覚えるけど、彼の前で口に出すことはできない。

　ミレイユがファンゲイルを見る目も辛そうだ。

「聖女ちゃん、というわけだからさ。……僕と一緒に復讐しようよ」

「……あはは！　言い方はちょっと嫌だけど、本当のことは知りたいかな」

　真実を知るために、私は魔王と手を組んだ。

　アレン、レイニーさん。ごめんね。私、人類の敵になります。
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「セレナの居場所がわかった!?」

　『枢機卿』レイニーの言葉を聞いたアレンは、思わず腰を浮かせて詰め寄った。

　半年。半年である。

　幼馴染であり『聖女』でもあったセレナが死霊となり、そして紆余曲折ののち魔王に連れ去られてから、それだけの時間が経った。

　この期間、アレンは『勇者』のギフトを使いこなす訓練をしながら、セレナの居場所を探っていた。しかし、孤児に過ぎない彼の情報網では魔王の所在地を特定するのは難しく、もどかしい思いを抱えていたのだ。

　レイニーがもたらした情報は、彼の理性を失わせるのに十分だ。

「静かに。……厳密には、聖女様ではなく『不死の魔王』の本拠地です」

　レイニーは極めて冷静に告げる。

　ここはアレンの孤児院だが、どこに人の耳があるかわからない。

　アレンははっと息を呑むと、ゆっくりと椅子に腰を下ろした。ゆっくりと三度深呼吸をする。

「あいつは魔王と一緒にいるはずだ。そう言っていたし、俺に助けに来てほしいって」

　剣だこだらけの手を固く握りしめる。あの日、彼女に届かなかった手を。

「今すぐ助けに行こう」

「待ってください」

「レイニーさん、今まで本当にありがとう。ここからは、俺一人でも行くから」

　アレンは居ても立っても居られず、動きだそうとする。

　彼はセレナを助けだすために、毎日血反吐を吐いて努力してきた。空いた時間の全てを訓練に充て、セレナのことだけを思い続けた。

　そのおかげか、今では相当な実力が付いたと自負している。レイニーの厳しい指導のおかげでもある。

　魔物の群れに放り出された時はどうなることかと思ったが……。『勇者』は『聖女』に匹敵するほど強力なギフトだ。問題なく生き残り、大きく成長することができた。

　一人でも魔王を倒せる。いや、倒してみせる。そう息巻いている。

「アレン、まだ場所を教えていませんよ」

「教えてくれ。セレナが待ってるんだ」

「はぁ……グレイプニル」

　地面から蔦のように生えてきた鎖が、アレンを絡め取る。「んぐっ」という情けない声を上げて動きが止まった。

「いいですか？　聖女様の身を案じているのはわたくしも同じです。しかし、魔王と対峙する以上、万全の準備を整える必要があります。あなた一人で向かっても、返り討ちに合いますよ」

「んんっ」

「理解したのなら、続きを話しましょう。次、独断専行しようとしたら孤児院に縛り付けて置いていきますからね」

　有無を言わさない声音に、さしものアレンもこくこくと頷く。

　さすが年季が入っている……などという失言をしない程度には、アレンも心得ていた。否、何度か口を滑らせて怒られている。

「居場所を突き止めたのは皇国です。そして、『不死の魔王』の討伐隊が編成されることになりました」

「え……？　まさかセレナがいるとバレて……？」

「それは不明ですが、名目上は王国侵略の報復ということになっています。皇国領となったため理屈は通りますが……少々引っかかりますね」

　主導は一時的に王国の指導者となっている『枢機卿』バレンタインだ。

　彼は教会の中でも『革新派』に属する人物……実力は確かだが、後ろ暗い噂も絶えない。聖騎士団を始めとする『保守派』の一員であるレイニーは懸念を抱いていた。

　しかも、討伐隊には聖騎士団は参加せず、革新派の神官が主体となるらしい。

　彼らがわざわざ動くということは、『不死の魔王』討伐に、何か特別な意味があるということだ。しかし、レイニーには見当もつかなかった。

「怪しい部分も多くありますが、この状況は好都合です。わたくしとアレンも、その討伐隊に加入します。そして隙を見て、聖女様奪還のために動きましょう」

「俺も加入できるのか？」

「本国からの協力は最小限に抑えたいでしょうから、王国で冒険者を雇うはずです。冒険者枠であれば潜り込めるでしょう」

　ずっと『不死の魔王』を放置していた教会が今さら動き出すことに違和感はある。でも、このタイミングを逃せばいつ救出の機会があるかわからない。

「その、いいのか？　魔物を助けようとしていることがバレたら……」

「構いません。……わたくしは後悔しているのです。教義だとか、仕事だとか……そんなくだらないことにこだわって、一番大事な人を失ったことを。わたくしがしっかりしていれば、聖女様が死ぬことはなかったはず。たとえ魔物になっていようと……今度は、必ず救います。今の立場を追われたとしても」

「……ああ。俺も同じ気持ちだ。絶対、助けよう」

　互いの思いを再確認して、頷き合った。

　覚悟も準備も十分だ。




　数日後。

　急ピッチで編成された討伐隊が、王国を出発した。

　レイニーとアレン。セレナ救出を目指す二人とともに。
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　ファンゲイルと共に戦う。そう決めてから一日が経った。

　正直、今でも心の整理はついていない。

　だって、私にとってギフテッド教は身近なものだったから。お世辞にも信仰心が篤いとは言えないし今では絶対悪たる魔物になってしまったわけだけど、それでも教義を胸に聖女として頑張ってきたのだ。

　皇国が私の死を手引きしたのだと、そう突然言われても戸惑いのほうが大きい。

　私を処刑したのはあのバカ王子だし、その原因は自らを聖女だと名乗った子爵令嬢アザレアだ。まあ元々貴族たちから嫌われていた、っていうのもある。

　教会が大きな権力を持っていることに不満を持っていた王子が、私怨で処刑を強行した、という流れだったはずだ。

　それが、実は皇国の差し金だったってこと？

「うう……難しくてよくわかんない……」

　ぐったりと身体を垂らして、ゆらゆらと浮遊する。

　ファンゲイルと皇国、どっちを信じていいのか判断がつかない。

　この話だって、ファンゲイルとミレイユの言ったことを鵜呑みにしているだけだ。それにしたって、聖属性の魂を持つ人造人間の存在から二人が予想したものにすぎない。

　ファンゲイルは元々、王国を滅ぼそうとしていた魔王だ。私が聖女として活動を始めるまでは甚大な被害が出ていたし、結界を張った後もたまに犠牲になる人がいた。私にとって、彼は敵だったのだ。

　だから、ファンゲイルが私を陥れようと嘘をついている、と断じてしまうこともできる。

「でもなぁ。ファンゲイルって思ったより良い人……ではないけど、人間なんてどうでもいいと思ってる魔王だけど、死体をいつも抱きしめてる変態だけど、そんな嘘はつかないと思うんだよね」

　うっかり悪口のほうが多くなってしまった。

　半年間冥国で暮らしてきて、彼なりの信念や目的があることを知った。トアリさんの話には同情したし、彼女を蘇らせるために全力なのも、手段はともかくとして好感が持てる。

　少なくとも私のことを害するつもりはない、って思えるくらいには信用している。

「なら皇国は敵なの？」

　もし二人の言っていることが本当だとして……私は人間と戦えるの？

　相手が『蟲の魔王』ネブラフィスだけなら、話が簡単だった。農村のみんなを守るためだったら、私はいくらでも戦える。故郷じゃなくても、自分の信念と相反しない。

　しかし皇国と戦うのなら話は別だ。魔物になったとしても心は今も人間のつもりで、人類の敵になったつもりはない。人間と真っ向から戦い、あまつさえ殺すなんてことになったら……その時は、もう胸を張ってアレンに会えないかもしれない。

「どうしたらいいんだろうね」

「けら？」

「ウェイブ……ううん、大丈夫だよ」

　こんなに悩むなんて、私らしくもない。

　なんとかなる！　って、いつものように思いたいよ。

　何を信じればいいのかわからない中でも、一つ言えることがある。

　皇国の誰かが神官たちの命を奪い、魂を不当に利用しているのが本当であれば、私はそれを絶対に許せない。それは、レイニーさんを始めとした王国の神官たちの身をも脅かすことだから。

　人々を救う組織であるはずの皇国が何か悪いことを企んでいるのなら、私は魔王と手を組んででも止める。

「きゃきゃっ」

　クラウンが私を励まそうと、くるくると踊った。可愛い。

　ゴーストたちはいつも、寂しさや不安を紛らわせてくれる。

「クラウン～！　優しい！　可愛い！　最初は食べようとしてごめんね！」

　ファンゲイルの命令で始めたゴースト研究は、今じゃ私のライフワークになっている。

　進化も順調で、今ではほとんどのゴーストが戦える姿に変わっていた。

　中でも多いのが、進化条件が簡単なサイレントゴーストだ。魂を千個集めてレベルを上げれば自動的に進化するので、暇を見て魂を集めた。

「ひひひ……」

「あ、ちょっとサイレン。また勝手にどっか行こうとして！」

　加えて魔晶石を必要素材とするウェイブゴーストも、かなりの数揃っている。私が発見した鍾乳洞には魔晶石がたくさんあって、いくら使ってもなくなりそうにない。なのでゴーストの中でも興味を示した個体は、どんどんウェイブゴーストに進化させた。

　ただし、霊体でなければ入れない割れ目の奥にあるので、採掘は難航している。もしかしたらスケルトンなどの進化にも使えるかもしれないけど、こればかりは仕方ない。死霊と違って、魔晶石は物体をすり抜けることができないのだ。

「けらけら！」

「もう、ウェイブまで……。不定形結界」

　成功例が少ないのは、感情の発露を条件とする進化先。

　願望を進化条件とするレイスは四体だけしかいない。ゴーストは感情が希薄だから、自発的に願望を持つことが少ないんだよね。一緒に過ごすことで少しずつ感情が芽生えることは確認しているけれど、なかなか上手くいかない。要研究だね。

　その分、レイスは強いし頭もいいので、この四体は他のゴーストたちのまとめ役として活躍している。

　幻覚を操るクラウンゴーストに至っては、まだ一体しかいない。

　悪戯心なんてどうやって芽生えるんだろう？　元々の気質としか言いようがないよね。意識が希薄だと言っても、ゴーストたちにも個性はあるし。

「きゃっきゃっ」

　デフォルメされた小さいスケルトンの幻影を出して、楽しそうに笑っている。

　クラウンはいつも元気だ。私も見習わないと。

　もし戦争になったら、私はレイスやゴーストたちと一緒に戦うことになる。

「うん、頑張ろう！」

「けら！」「きゃっ」「ひひ」

　拳を握りしめて決意を固めると、いつも一緒にいる三体が応えてくれた。

　うんうん、息もぴったりだね。

「そういえば、あれから村がどうなったか確認しないとね」

　太陽も昇りきったので、村に行くことにした。

　霊体を生かした高速移動で一気に下山すると、農村が見えてきた。

　羊が放牧されていて、平和な光景にほっとする。柵や建物など、魔物の被害も多少見受けられるけど、最悪の事態は免れたと思う。

　その証拠に、遠目から見ても農民たちの表情は明るい。

　もう虫の魔物の気配はないから、結界は緩和して大丈夫かな？

　村を囲っていた結界を一度解除して、魔物だけが通れない結界を展開する。村の人たちや動物は通れるようにしておかないと、外に出られなくなっちゃうからね。昨日は緊急事態だったから仕方ないとはいえ、閉じ込めるなんてひどいことをしてしまった。

　よし、無事も確認できたし、冥国に戻ろうかな。

　私は魔物なのだから、必要以上に関わらないほうがいい。それに、この村が襲われたのは私たちの巻き添えみたいなものなのだ。知らぬこととはいえ、合わす顔がない。

　こっそり隠れていた物陰から、山に戻ろうとする。

　しかし、農民の一人とばっちり目が合ってしまった。

「天使様だ!!」

　て、天使!?

　私の顔を見た彼が、大声で叫んだ。その内容に驚いて、思わず足を止める。

　それを聞いた村人たちがぞろぞろと家から出てきた。

「おお！　天使様！」

「昨日は助かったよ！　ありがとう！」

「天使様のおかげだ！」

　私に対する感謝の言葉を口にする。

　うん、それは嬉しいし頑張ってよかったって思うけど……天使って呼び名は何？

　たしか最初にツチグモを倒した時は、お嬢さんって呼ばれていた気がするけど。

　離れるタイミングを逃したので、仕方なくゴースト三体を連れて村に入る。あの戦闘から一夜しか経っていないとは思えないほど、みんなの表情は晴れやかだ。

「おお！　ぜひ村に寄って行ってくれ！」

「みんな！　宴の準備だ！」

「待て、宴というより、貢物が必要なんじゃないか？　誰か祭事に詳しい奴は！」

　なんか変なことになってる！

「待って待って！　私、天使様じゃないし貢物なんていらないよ！　そもそもギフテッド教にそんな文化ないし……」

　ギフテッド教は唯一神のみが信仰対象で、その御遣いとされる天使はあくまで唯一神の補佐である。まあ、どちらも実在するか怪しいものだけど。根拠は神託の声くらいなので、魔物となった今でも聞こえる時点でよくわからない。

　ともかく、ギフテッド教の教義に基づいたとしたら彼らの行動はおかしい。

　天使だとしても間違っているし、ましてや私は魔物だからもっと違う。

「ほれ、天使様が困っておるだろうに」

　村長さんが前に歩み出て、みんなを諫める。でも、彼も天使呼びだ。

「すまないのう。こんな田舎では教義を学んだこともないような者ばかりで、作法を知らぬのだ」

「それはいいんだけど、私、天使様じゃないよ？」

「ほう……しかし、輝きながら天に飛びたち、光を放つ姿はまさに天使！　そう皆と話しておったのじゃ。無論、村を救ってもらったことへの感謝によるもの」

「でもでも、魔物を天使様呼びするのは教会に怒られるよ？」

「儂らはギフテッド教徒ではないからのう。儂らにあるのは、死者信仰の伝承じゃ。つまり、あなた様を信仰するのに違和感はない」

「普通に接してもらっていいんだけどなぁ」

　そう言えば、最初に来た時も私が死んだ人間だってすんなり信じてもらえたよね。なんでも、死んだ人はゴーストになる、という言い伝えがあるのだとか。

　そこで現れたのが私だ。

　一瞬で村を滅ぼすほどの魔物の群れ。死を覚悟したところに颯爽と現れ、救いをもたらす……なるほど、自分のことでなければ天使か神の仕業だと勘違いしそうになる。

　うーん、認めてもらえるのは嬉しいけど、信仰はやりすぎだよ。

　私はそんな立派なアンデッドじゃなくて、できれば毎日ぼーっと過ごしたいと思っているのに。信仰なんかされても、何も返せないよ。

「して、天使様でなければなんとお呼びすれば？」

「前みたいにお嬢さん、でいいよ！」

　むしろ、一人の人間として見てもらえているみたいでそっちのほうが嬉しい。

　しかし、彼らは納得のいかなそうな顔をしている。

「それ以外だと……聖霊とか？」

「おお！　聖霊様！」

　私の魔物としての種族名で、ギフテッド教にはない概念だ。

　気軽に言ってみたところ彼らの感性にフィットしたみたいで「聖霊様！　聖霊様！」と喝采が上がった。

　王国で兵士たちに剣を向けられた時とはえらい違いだよ……。あっちのほうが正常だったのでは？

「ストップ！　ストーーーップ！」

　騒ぐ農民たちを大声で止める。視覚的にも訴えるために聖域のキラキラも追加したけど、これは逆効果。

　クラウンがミニスケルトンの幻影でサポートしてくれて、なんとか騒ぎが収まる。

「あのね、私は別に信仰とかいらないし、むしろやめてほしいかな。普通の女の子だと思って！」

「……しかしのう、助けてくれたことへの感謝の気持ちなのじゃ。儂らは全員死ぬところだったのじゃからのう」

「それも、実は魔王同士の争いがきっかけで……」

「だとしても、聖霊様が身を挺して守ってくれたことは確かじゃ。如何せん農民ゆえ不作法で、このような方法しか思いつかなくての」

　みんなの気持ちは嬉しい。

　でも、皇国との争いがどうなったとしても、私はいつかいなくなる。いつか冥国を出てアレンと暮らしたいという思いがある。

　だから信仰対象にされても困る。死んで魔物になった時点でびっくりなのに、再会したら信仰されてるとか、アレンが腰抜かしちゃうよ！

「じゃあさ、たまに遊びに来てもいい？　私はこんな身体になっちゃったけど、実は普通の女の子なんだ。普通に人間として接してほしい。だめ？」

　普通。

　処刑されてしまった身では、それが一番得難いものだ。

　私が一番欲しているものでもある。

　結局、冥国でなんだかんだ楽しく暮らしても、私は元の生活に戻りたいんだと思う。

　孤児院でアレンたちと暮らしていた、貧しいけれど楽しい毎日に。

　まずは一歩目として、農民たちと仲良くなろう！

　きっと、いつか戻れると信じて。

「そういうことなら……」

　彼らも、口々に了承してくれた。

　対等な関係でありたいよね！

「じゃあ、よろしくね！　私はセレナだよ」

「セレナ……改めてよろしく頼む。儂らも、お嬢さんのように明るい女性が遊びにきてくれるのは嬉しい」

　農村に来てよかった。

　皇国のことがどうなるかまだわからないけど、自分の拠り所があるというのがこんなにも心地いいなんて。

　受け入れてくれる人たちがいる。そのことが、きっと私の力になるはずだから。

　元々、無事を確認しに来ただけなので村からはすぐに退散した。

　正直、いきなり態度変わって怖いし！　最初はもうちょっとフレンドリーだったのに……義理堅い人たちなんだね？

　聖女をやっていた時も、似たような感情を向けられたことはある。でもそれは、神様から特別な権能を授かった人、という扱いなのであくまで崇拝しているのは唯一神様だ。私を信奉することは神様を信奉するのと同義ということ。

　でも、村人たちは私そのものを信仰しようとしている。たしかに助けたし、聖霊の身体や聖女の魔法は神々しいかもしれないけど、それはちょっと違うよ……。

　目を覚ましてほしい。

　ギフテッド教会は地方の民間伝承まで根絶やしにしようとするほど狭量ではないけれど、大々的に魔物を信仰していると知られればさすがに怒ると思う。

　噂では異端審問官っていう、教会や皇国に敵対する者を始末する専門の神官がいるらしいし。会ったことはないけどね。レイニーさんに聞いてもはぐらかされた。




「はぁあああ！　ダークスイングッ！」

　『不死の山』を登っていると、暑苦しい声が聞こえてきた。

「ぬるい」

　冷徹な声と、金属がぶつかる音。

　冥国から少し離れたこの場所は、障害物が取り除かれ平らにならされ、闘技場のような空間になっている。

　主に高位の魔物たちが訓練で使っている。たまに、ファンゲイルやミレイユが広いスペースが必要な実験を行う際に用いることもあるね。

　今訓練しているのは、声ですぐわかったけどゴズとメズだ。牛と馬の頭部は互いに火花を散らしている。

　二人の性格は正反対に見えて、二人とも戦うことしか頭にないタイプだ。いつも訓練している。

　王国から冥国に移動する道中は、何度も二人の訓練に参加したなぁ。

　冥国に来てからはゴーストの研究をしていたので、戦闘訓練はあまりしていない。だって、戦う機会があるなんて思わなかったし。

　でも、訓練もちゃんとやらないとね。

　本当はのんびり暮らしていきたいのだけど、『蟲の魔王』ネブラフィス、そしてその裏にいると思しき皇国と戦うと決めた以上はそうもいかない。

「おお！　セレナではないか！」

　ゴズが私に気が付いて、巨大な斧を掲げる。

　ものすごく親しみのある挨拶だ。お互いに思うところはあるにせよ、今は身内みたいなものだからね。

　一度殺し合った仲だし、実際ゴズは死んでアンデッドになったわけだけど、意外と上手くやれている。それはメズも同様だ。

「来い。相手してやる」

　メズは槍の石突でこつんと地面を叩いた。

　二人とも知恵と言葉を持つ高位の魔物だ。別の魔王に生み出された魔物らしいけど、今はファンゲイルの配下になっている。経緯は知らない。

「うん、いくよ！」

「いつになくヤル気じゃな」

「良い心がけだ」

　強くならないと。

　守るためには力が必要だってことを、改めて実感した。

　ヒトダマに生まれ変わり、王国を救うために進化を重ねてきた。それは強くなるためでもあったし言葉を話すことが必要だったから。でも、ファンゲイルとの契約で王国から手を引いてもらった時、成長をやめてしまった。

「不定形結界──魔力圧縮」

「ほう」

　でも、これからは止まらない。

　皇国が何か悪事を働いているなら、聖女としてそれを許せないから。

「結界で硬魔を再現しているのか。面白い」

　メズがニヤリと笑った。

　土壇場で生み出した技だ。まだ精度は不安定で、長時間の使用はできない。

　メズは頭上でくるりと槍を回すと、硬魔を穂先に纏った。高密度で一点に集中させた硬魔は、金属すらも打ち砕く。

　私が全力で聖結界を張ったとしても、紙のように容易く切り裂かれてしまうほどだ。近接戦闘において、硬魔は圧倒的な力を発揮する。

「ダークスパイク」

　メズの放った刺突が、私を貫かんと迫る。

　私は両手のひらを広げ、前に突き出した。魔力を放出する。イメージは盾だ。

　不定形結界で空洞の盾を形作る。中に流し込んだ闇魔力を一気に圧縮させた。

　完成したのは、顔くらいの大きさの円盤。

「聖盾──アイギス！」

「はあッ」

　盾の中心に、槍が突き刺さった。見た目に反して、魔力同士の衝突なので音は小さい。

　穂先を渦巻く闇魔力が盾を削り取ろうとうなりを上げた。しかし、私は魔力を注ぎ続けることでそれを食い止める。

「ふむ、まだまだであるな」

「あっ」

　メズがぐっと槍を押し込むと、私の盾は呆気なく崩壊した。

「しかし、発想は良い。柔魔と硬魔、両方を使わなければ作れないものだ」

「うう……いけると思ったんだけどなぁ」

「我の槍が一朝一夕で防がれてはたまらん」

　硬魔を再現してはいるけど、厳密には硬魔ではない。

　だから、身体や武器に纏わせないといけない硬魔と違って、身体から離れた位置に展開することもできるのだ。それがアイギス。圧縮した魔力で作った盾だ。

　盾じゃなくても不定形結界を利用すれば色々なものが作れると思う。

　進化しなくても鍛錬と工夫次第で強くなれるのだ。

　まだ圧縮が足りないので、要練習だね。

　槍を下ろしたメズに代わり、今度はゴズが大斧を振り上げた。

「メズは軟弱じゃな！　儂なら一撃で粉砕して見せようぞ！」

　ゴズの全身から、闇魔力が陽炎のように立ち昇った。

　メズの精密な魔力操作とは対照的に、荒々しく豪快な硬魔だ。密度こそ劣るが、圧倒的な出力によって鎧のように包み込む。

　それは斧を纏う魔力にも表れていて、刃全体が硬魔によって強化されている。

「ダークスイングッ」

　ゴズの攻撃も、防ぐのは簡単ではない。

　王国近くの森で戦った時は、少年を守るだけで精一杯だった。レイニーさんの助太刀でなんとか撃破できたけど、私一人では斧を数秒止めることしかできなかった。

　でも、今の私は違う。

　私は再び不定形結界を展開した。

　ゴズの斧は攻撃範囲が広いから、先ほどの盾ではサイズが足りない。かといって大きくすればいいという話でもないね。

　イメージは一枚の布。

　聖結界のように強固な壁を作るのではない。水のように流れ動く性質を持った硬魔にしかできない、布のような盾だ。

「天女の羽衣」

　ふわり、と不定形結界が広がる。柔らかいように見えて、中身は硬魔だ。

　横薙ぎに振るわれたゴズの斧を優しく受け止める。弾くのではない。硬魔の弾力によって衝撃を吸収し、勢いを殺していく。

「うぉおおおおお」

　ゴズがさらに闇魔力の出力を上げた。

　羽衣と斧の魔力がせめぎ合う。重量で押し切る大斧は、勢いが止まれば攻撃力を大きく減ずることになる。次第にゴズの力は弱まっていき、そして止まった。

「……ふう」

　暴力の権化みたいなゴズの攻撃を防いだ！

　内心でガッツポーズしながら、ほっと息を吐く。まあ一撃防いだだけで勝ったわけではないんだけどね。

　実践では何度も止めないといけないし、反撃もしないといけない。でも、以前より成長したのは間違いない。

「ふ、ふん、少しは硬魔を使えるようになったみたいじゃの」

　後頭部を掻くゴズも、どことなく悔しそうだ。

　冥国にいる魔物で、接近戦だけで言えば最強クラスの二人だ。完全に防ぐのは難しくても、なんとか凌ぐことが可能だと確認できたのはよかった。

「まあ私も成長しているってことだよ！」

「我らは一度お主に負けているからな。今後もうかうかしていられないようだ。それに、あの少年も強くなっているのだろう？」

「アレン？　うん、私がギフトを渡したからね」

　祝福によって、アレンはギフトを手にした。しかも『聖女』と並ぶ最高位の『勇者』だ。

　ギフトを与えるなんて、ギフテッド教の教義からしたら神の領分を侵す行いだ。私の感覚としては神様にお願いしている、くらいなものだけどね。

　もし教会にバレたらアレンも危ないかもしれないけど、魔王と戦うならスキルなしでは危険だ。だから、半分は私の我がままで、アレンにギフトを渡した。

　アレンならきっとギフトを使いこなして助けにきてくれる。そう信じている。

「そうか。また会うのが楽しみだ」

「意外だね。メズを殺した相手だよ？」

「だからこそ、である。奴のことは武人として認めている。再び槍を交わしたいものだ」

「えー、できれば戦わないでほしい」

　武人とか言われてもか弱い女の子の私にはわかりません！

　メズはククク、と楽しそうに笑う。戦闘民族怖い。

「儂もより訓練せねば！　次の戦争ではぜひとも活躍して、今度こそ幹部になるのじゃ！」

「我とは違い、虫どもに随分と苦戦していたように見えたが？」

「なんじゃと？　メズなど、雑魚をちまちま突き刺していただけじゃろうが」

　あーあ、また二人で争い始めちゃった。

　ゴズは相変わらず幹部になりたいらしい。ファンゲイル配下の幹部って、ミレイユ以外にもいるらしいけど見たことないんだよね。幹部になっても別にいいことなさそうだけど……。

　二人はアンデッドになったことで、Ｂ＋ランクに達している。ファンゲイルの術式は、死を条件として強制的にアンデッドへ進化させるものだからだ。

　進化によって魔力が増え、疲労を知らぬ肉体になった。種類としてはグール系統に近い身体らしく、タフになり傷も少し経てば消える。

　生前と比べ筋肉は付きづらくなった、とぼやいていたけれど、それでもかなりの強化だ。

「帰ろうか」

「きゃきゃっ」

　再び模擬戦を始めた二人をしり目に、そろーっと離れる。

　カマキリの魔物の言を信じるならば、残り一か月。

　『蟲の魔王』ネブラフィス、そしてその裏にいると思しき皇国との全面戦争までの、つかの間の休息だ。

　もちろん、ただ待つだけではなくて、それぞれ準備に追われている。

　それに、敵戦力や本当に皇国がついているのか、など調査も必要だ。

　ぼーっとするのはネブラフィスを倒して、真相を確かめた後！

　いつかアレンとゆっくり過ごせる日が来ると信じて、頑張ろう。

　それからの日々は、訓練したりゴーストたちと遊んだりして過ごした。

　そして、『蟲の魔王』ネブラフィスが襲撃を宣言した日まで、残り半月ほどとなっていた。




「君に見せるのは初めてだったかな」

　せっせと作業をするスケルトンたちを見下ろしながら、ファンゲイルが言った。

　眼下に広がるのは、冥国の裏にある崖下の小さな谷。瘴気が流れ込み、底で滞留している。『不死の山』の中でも特に濃度の高い場所だ。

　生身の人間が入ったら数秒で死んじゃうね。およそ生物が息をできる環境ではない。

　でも、アンデッドにとってはむしろ過ごしやすい空気だ。

　瘴気は空中に漂う闇魔力で、魔物が多い地域でよく見られる。

　私も魔物の端くれなので不快感はないけど、聖域のほうが気持ちいいので使いたいなー。ミレイユに怒られるからやらないけど！

「何かするの？」

　谷底ではスケルトンが忙しなく行き来している。スケルトンジェネラルが指揮を執ることで、知恵を持たない低ランクのスケルトンであっても労働力になる。

　ここから見ると小さくて、アリの行進みたいだね。餌のごとく運んでいるのは……骨？

「スケルトンを作るんだよ。戦争前に兵力を増やさないとね」

「へぇ、スケルトンって作れるんだ！」

「君、僕が魔王だってこと忘れてない？」

　魔王という名は特定の魔物に与えられるものではなく、『魔物を生む魔物』の総称だ。

　生み出す方法はなんでもよくて、ファンゲイルの場合は術式によって作り上げる。

　元は人間でも、魔物さえ作れれば魔王なのだ。言ってしまえば、自身を魔物化した時点で魔王みたいなものだね。

　魔王にとって配下の魔物は、時間さえあればいくらでも作れる戦力なわけだ。

　ヒトダマを作っているのは知っていたけど、スケルトンも骨から作っているんだね。

「ファンゲイル様の『魂付与』は素晴らしいですわよ。無駄のない美しい術式にほれぼれしますわ。セレナもよく目に焼き付けなさい」

「へ、へえ」

　ミレイユの目がいつもより熱っぽい。彼女もアンデッドなんだけど、生気に満ちてるね！

　色々な生物の骨が谷底に積み上げられていく。

　汎用性が高い人型のスケルトンが多いファンゲイルの配下だけど、スケルトンは骨であればどんな生物でも作ることができるらしい。

　カラスや犬の骨も見受けられる。

「数が少なければ研究室でいいんだけどね。たくさん作る時は広い場所のほうがいい。それに、ここは吹き溜まりになっているから魂が集まりやすいんだ」

　生物が死ぬと、魂は身体から出て霧散する。その後は風に乗って、新たな生物の糧となるまで漂い続けるのだ。

　溶けだした魂に原型はなく、いわば純粋なエネルギー体。こうなると、死霊でも認識できないし、食べられない。

　ファンゲイルの術式は、漂う魂だったエネルギーをかき集めて、凝縮する。そして、魔物として生まれ変わらせるのだ。

　ヒトダマの場合は凝縮して終わりだったけど、スケルトンの場合は骨に定着させる必要がある。

「魂はいいよ。元がどんな悪人でも、死ねばまっさらになって純粋なエネルギーになるんだ。王族でも貧民でも、それは変わらない。鳥や魚であってもね」

　麓の農村では死者の生まれ変わりが信じられているようだけど、ギフテッド教の教義ではそれはあり得ない。

　新しく生まれた生命には例外なく、新しい魂が生まれる。死者の魂が担うのは、弱く儚い魂に吸収されて礎になる役目。言ってしまえばご飯みたいなもの。

　まあ私は例外だけど。

　ゴズやメズ、あるいはファンゲイルのように生前に魂に対して働きかければ、形状を維持することは可能だ。

「まっさらな魂なのに、魔物にできるの？」

「やっていることは自然に生命が誕生する時と変わらないよ。一つ違うのは、新しい魂がないことだね。エネルギーだけ集めて、仮初の肉体に無理やり接続するんだ」

　そう説明しながら、氷の腕でファンゲイルは杖を掲げた。

　余談だけど、切断された腕はまだくっついていない。人造人間に付けられた聖蝕とでも言うべき呪いは、私の魔法でも取り除くことができなかった。

　聖属性の魔法が効かない……それってつまり、聖職者と戦うことも想定されているということにならない？

　私が考えても仕方ないので、ファンゲイルの魔法に意識を戻す。

「魂付与」

　杖の先に付いている宝玉が煌々と輝いた。青紫の光が谷底に降り注ぐ。

　変化はすぐに表れた。

　カタカタカタカタ。

　カタカタカタカタ

　至る所から、骨がぶつかる音がする。

　その数はどんどん増えていって、次第に音が大きくなる。

　カタカタカタカタカタカタカタカタ。

　両側を崖のように切り立った壁に囲われているため、音が反響しているのだ。まるで合唱のように合わさった軽快な音が耳をつんざく。

「うげぇ、スケルトンがいっぱいいる」

　魂が見える私の目には、さっきまでただの遺骨だったものに魂が宿っているのがよくわかった。

　数は莫大で、数えきれない。

「ファンゲイル様ほどの魔導士なら、この規模の魔法も容易く行使できるのですわ」

「なんでミレイユが誇らしそうなの？」

「ワタクシもファンゲイル様の魔法でアンデッドになったのですもの」

　そういえば、ミレイユも元人間なんだよね。

　ファンゲイルの昔話には出てこなかったけど、いつ出会ったんだろう？

「ミレイユ、あのさ」

「よそ見は厳禁ですわよ！　ここからがすごいのです」

「ふぁい」

　この子、ファンゲイルが関わると変人になるんですけど！

　ファンゲイルは杖を掲げたまま楽しそうにしている。杖から出た光が雨のように降り注ぎ、ほとんどの骨がスケルトンと化した頃、魔法を切り替えた。

「ソウルドミネイト──さあ、喰らい合え」

　彼がそう呟いた瞬間……スケルトンたちは互いに攻撃し始めた。

　谷は狭く、左右の通り道にはスケルトンジェネラルが構えているため逃げ道はない。いや、あったとしても逃げないだろう。

　魂を操られたスケルトンたちは、生まれたばかりなのに殺し合う。

「えっ、せっかく作ったのに殺しちゃうの？」

「あはっ、君だってやっていたじゃないか。山一つ分のスケルトンを倒したこと、忘れたの？」

「あ、そっか……進化させるんだ」

「そういうこと。スケルトン系統はだいぶ研究が進んでいるからね。スケルトンナイトくらいなら、一晩くらいソウルドミネイトを続けていれば完成するよ」

　レベルを上げて、条件を達成する。魔物の進化は主にこの二つのプロセスで行われる。

　手っ取り早く戦力を増やすなら、共食いさせることで強力な個体を作るほうが効率がいい。ただのスケルトンは弱いからね。

　幸い、スケルトンは無数にいる。こうしている間にも骨の搬入は行われていて、絶える気配はない。

「簡単な命令とはいえこれほどの数を統率するなんて、素晴らしい魔法精度ですわ……」

　見た目はちょっと怖いけど、理にかなった方法だ。

　こうして、着実に戦争の準備は進められていった。
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　『勇者』アレンはその身の内から聖魔力を滾らせ、両手を合わせた。

「来い、聖剣！」

　まるで鞘から剣を引き抜くように、左手のひらからゆっくりと右手を離していく。否、まさしくアレンの左手は鞘なのだ。勇者のスキルにして最強の武器『聖剣』の。

　何もない空間から顕現したのは、光り輝く一振りの剣。

　刃が内包する魔力量は、『枢機卿』レイニー曰く「わたくしの全盛期を超えている」ほどだ。

　未だその全てを完全に操れるわけではないが、アレンはギフトによって強大な力を手にしていた。

「グルァアアアア」

「ワイバーンの対処法は……まずは羽を狙って地面に落とす！」

　アレンは降って湧いたような力に慢心することなく、レイニーの指導のもとたゆまぬ努力を続けてきた。

　レイニーは元々、皇国の最強戦力である聖騎士団にいた経験を持つ。魔力の使い方、戦闘、知識。その全てを余すことなく吸収した。

　それは偏に、幼馴染で家族のセレナを助けるため。

　一度失い、二度目のチャンスすらも逃したアレンは、今度こそ救い出してみせると息巻いていた。

「ここ！　よし、高度を下げたら一気に首をッ」

　半年ほどの訓練は実を結び、素人でしかなかった彼は竜種すらも打倒しうる力を手に入れたのだ。

　ワイバーンの首を撥ね飛ばすと、屋根よりも高い空中から涼しい顔で着地した。
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　魔物を切ったはずの聖剣には血の一滴もついていない。アレンは顕現させた時と同じように、今度は左手に剣先を差し込んだ。聖剣は吸い込まれ、消滅する。

「勇者の力があれば……魔王にだって勝てるはず。セレナ、今行くからな」

　ギフトによって強化された身体能力は、彼に超人的な力を与える。

　そこに並外れた覚悟と努力が合わされば、強くならないほうが不思議なくらいだ。

「にひひ。アレンくんがそんな強いギフトを持っているなんて聞いてないっすよ」

「ニコラ。えっと、あの時はまだスキルを使えなくて」

「なるほどっすね」

　王国の冒険者、『破壊王』ニコラハムが頭の後ろで手を組んで朗らかに笑った。アンデッドから王国を守る際に共闘した、若いがトップクラスの実力を持つ冒険者だ。

　『破壊王』の権能は単純明快。その拳であらゆるものを破壊する、圧倒的な暴力だ。アレンが素早い動きで跳躍しワイバーンを狩る間に、ニコラハムは地面に立ったまま衝撃波だけで倒していた。デタラメな戦い方である。

　アレンとニコラハムが行動を共にしているのは、ギフテッド教会が募集した『魔王討伐隊』に挙兵したからだ。他にも冒険者が数名、同行している。

「しっかし、おかしな話っすよね。俺らが困っている時は放っておいたくせに、いなくなった途端『不死の魔王』を討伐するなんて言い出して」

「まあ……たしかに」

「魔王との戦いには興味あるっすから、なんでもいいっすけど」

　相変わらず、価値基準が独特な少年である。

　王族が殺されたことへの報復、という名目で始まった魔王討伐作戦。

　しかしアレンたちに言わせてみれば、なんで殺されるまで対処しなかったのか、という話である。魔王の被害はずっと昔から出ていたし、『聖女』が現れてからも一人で結界を張り続けるという負担を強いていたのだ。

　もっと早く動いてくれていればセレナが死ぬこともなかったかもしれない。……そう、思わずにはいられなかった。

「ま、俺ら冒険者は本隊とは別行動っすから、気楽にやりましょ」

「いや……魔王は俺が倒す」

「おっ！　やる気っすね。でも残念っす。だって、魔王を倒すのは俺っすから」

　にひひ、とニコラハムは好戦的な笑みを浮かべた。

　レイニーは神官で構成された本隊に参加している。彼女はアレンの師であり、セレナの救出を目的とする仲間だ。教会にとって魔物のセレナは討伐対象であるから、どこかのタイミングで離脱してセレナの保護に動く手筈だ。

　また、皇国がこのタイミングで魔王討伐に乗り出した理由も調査している。

　きな臭い予感がする、というレイニーの言葉に一抹の不安を覚えたが、すぐに頭を振って追い出す。考えることはアレンの仕事ではない。彼はただ全力で戦うのみだ。

「アレンくん、怖い顔してるっすよ」

「ごめん。でも、どうしても倒さなきゃいけない相手がいるんだ」

　『不死の魔王』ファンゲイルの顔を思い出して、ぐっと拳を握りしめた。

「リラックス、リラックス。今からそんな気合入れてたら、到着までもたないっすよ。まだ半月はかかるっすから」

「わかってるけど……」

「わかってなさそうっす」

　『不死の魔王』が潜むという山まで、残り半月ほど。

　どうやって突き止めたのか、皇国の先導でかの地を目指す。

「セレナ……待ってろよ。必ず助ける」

　アレンはもう、弱いままではない。
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　その日は、突然訪れた。

「ファンゲイル！　敵が来たよ！」

「ワタクシの感知魔法にも反応がありますわ」

　私の聖結界とミレイユの魔法が、ほぼ同時に敵襲を察知した。

　効果を限定的にすれば、少ない魔力でも広範囲に結界を張ることができる。今回の場合、魔物の通過を私に知らせるだけの結界で、『不死の山』周辺を囲っておいたのだ。

　ミレイユも各地に術式を設置して、似た効果を発揮している。

「いよいよだね。あはっ、遅すぎてこっちから攻めようかと思ったよ」

「どうやら滅びたいらしいですわね」

　実際、『蟲の魔王』ネブラフィスの本拠地は既に判明している。あちらが虫の魔物で情報を集めているように、私たちにはアンデッドがいるのだ。死霊系は移動の制限が少ないので、レイスに探してもらった。

　場所は村長さんが言っていた通り、皇国からほど近い洞窟だ。人々から『湿地洞窟』と呼ばれる深い洞穴は、虫系の魔物で溢れ中に入った者は二度と出られないと言われている。

　目と鼻の先に魔王が住みついているというのに、皇国が見逃しているということになるね。

「手を出してこなければ見逃して差し上げましたのに。ファンゲイル様に楯突くなど、愚かな」

「別にネブラフィスには興味ないからね。でも、攻めてくるなら容赦しないよ」

　戦争の準備は万全だ。

　スケルトンジェネラルを始めとしたＣランク以上の魔物も大勢いて、戦力は王国に侵略してきた時の比ではない。レイスだったころの私では到底太刀打ちできないような軍勢だ。

　相手も魔王だから一筋縄ではいかないと思うけど、それでも負ける気がしなかった。

「皇国も来てるのかな？」

「さあね。僕としては因縁に決着をつけたいところだけど」

「私は……できれば来ないでほしい。人間と戦いたくはないよ」

　皇国が本当に関係しているのだとしても、それはごく一部だろう。ほとんどの神官や教徒は、本当に魔物が悪だと思っているはずだ。

　トアリさんや私の死の真相は知りたい。でも、人間を積極的に殺してしまったら、私はもう、胸を張ってアレンと会えない。

「どっちにしても、まずは戦争だ。──ミレイユ」

「はい。ワタクシにお任せを。虫どもを焼き尽くしてまいります」

　ミレイユ、怒ると怖いからなー。

　彼女は魔法の天才であるとともに、スケルトンの軍勢を率いる指揮官でもある。ファンゲイルが出る幕もないだろう。

　私とファンゲイルは冥国で待機だ。標的がのこのこと姿を現す必要もないだろうという判断である。

　ちょっともどかしいけれど、ミレイユに任せておけば大丈夫だよね。

「スカルドラゴン、来なさい」

　小さく呟いて、優雅に窓から飛び降りた。もちろん投身自殺をしたわけではない。タイミングよく飛んできたスカルドラゴンがミレイユの身を受け止める。スカルドラゴンの頭部に降り立った彼女は、傘の下で妖艶な笑みを浮かべた。

　風圧の中でも彼女の衣服は一切乱れない。深い青色が、昼間の空に消えていった。

「ネブラフィスだけならどうとでもなるんだけどね。聖騎士団が出てくるようなら、僕が動かないといけない」

　聖属性はアンデッドの天敵だ。

　皇国の神官のほとんどは非戦闘員だけど、中には戦闘に特化した人もいる。ギフトで言えば『枢機卿』や『聖騎士』などだ。彼らは魔物討伐のスペシャリストだから、皇国が戦争に参加するのであれば出てくるだろう。

「さて、僕らも様子を見ようか」

　ファンゲイルとともに、山頂に移動する。私は飛べるし、ファンゲイルも氷塊に乗って飛ばすことで短時間なら高速移動が可能だ。

　ここからなら遠くまで見渡すことができる。今日は雲も少なくて、見晴らしがいい。

「望遠氷晶」

　ファンゲイルの杖が瞬いて、目の前に巨大な氷を出現させた。

　スカルドラゴンよりも大きなそれは、ただの氷ではない。円柱になっていて、面を私たちに向けている。

　そこに描かれるのは、麓の様子だ。

　光を取り込み、拡大する魔法である。障害物がなければ遠くの様子を間近に見ることができるのだ。便利な魔法だね。戦況の把握に向いている。

　冥国を目指す虫の魔物が大勢映っている──そう、思っていた。

「え？」

「へえ、そう来たか」

　しかし、そこに映っていたのは人間だった。……皇国の軍勢だ。

「嘘っ、なんで人間が？」

「魔物はいなそうだね。ふーん、最初から皇国が来るんだ。それとも、タイミングを合わせて攻めるつもりかな？」

　前回と同じく、虫の魔物が攻めてくるのだと思っていた。皇国が最初からリスクを取る選択をするとは思わなかったのだ。

　聖職者のギフトを持つ者は貴重で、それほど数がいるわけではない。聖騎士ともなれば、虎の子の戦力だ。

　彼らの様子が映し出される氷塊を見つめていると、何か違和感を覚えた。

　いや、違和感というより記憶の端に引っかかるような……。

「あれ？　この人、どこかで……」

　一度気づくと、その感覚は鮮明になっていく。

　最初に見つけたのは、一人の兵士だった。

　間違いない。この人と会ったことがある。──王国で。

　一人だけなら偶然だと思えた。

　でも、王国で一緒に働いていた神官や、防衛戦をともにした冒険者など、見知った顔が次々と見つかる。

　そして極めつけは……。

「レイニー、さん……？」

　皇国の軍勢なんかじゃない。

　攻めて来たのは──王国の人たちだ。

「止めないと！！」

　反射的に、そう叫んでいた。

　なんで王国の人たちがここにいるの!?

　もし『蟲の魔王』の裏で皇国が糸を引いていたとしても、敵になるのは皇国の人だと思っていた。それでも嫌だったけど、魔王と手を組んで悪いことを企んでいるなら戦うのも仕方ないとなんとか受け入れた。

　でも、王国の人は違う。

　王国の兵士も神官も冒険者も、みんな故郷の大切な仲間だ。

「私、説得してくる！」

「無駄だよ。人間が魔物の言うことを聞くと思う？」

「レイニーさんならきっとわかってくれるもん」

　彼らと敵対するなら……私はなんのために守ってきたの？

　結界を張り続け、死んだあとも奔走し、自分の身を人質としてファンゲイルを退けた。それは全て、故郷と王国に住む人たちを守るためだ。小国だけど豊かで温かい人たちが住む、大事な故郷を。

　もしその気持ちさえ忘れてしまったら、私は私でいられなくなってしまう。その時は心まで魔物になってしまうことだろう。

「好きにしなよ」

　ファンゲイルは呆れた顔で、私を送りだす。

　ミレイユが出発してから、まだそんなに経っていない。スケルトンは移動が遅いから、今から急げば戦いが始まる前に辿り着けるはずだ。

　研究所にいるゴーストたちを呼ぶ時間もない。

　私一人で止めないと！

「いそげーーー」

　滑空するように、頂上からまっすぐ向かっていく。風も障害物も関係ない。死霊の身体を駆使して、とにかく急いだ。

　望遠氷晶越しに見ていた景色が、だんだんと近づいてくる。やがてはっきりと直視できる距離になった。

「少し遅かったっ！」

　予め各地にスケルトンが潜んでいたのだった。

　既に戦端は開かれていて、スケルトンとの小競り合いが起きている。ミレイユを乗せたスカルドラゴンは、上空から様子を窺っていた。

「ミレイユ！」

「セレナ？　どうして来たのかしら？　あなたは狙われているのだから、冥国にいなさい」

「戦いをやめて！　あの人たちは敵じゃないよ？」

　私の言葉に、傘を差すミレイユが眉を顰めた。

「何を言っているの？　冥国に侵略しようとしているのだから、ファンゲイル様の敵ですわ。当然、皆殺しですわよ」

「違うの！　えっと、違くないんだけど、たぶんみんな騙されているだけで！　待ってて、私が説得してくるから」

「そう……あなた、ファンゲイル様に反旗を翻すのですわね」

　彼女の目が、すっと細められた。

　怒りではない。ただ純粋な殺意。私を敵だと認識した目だ。

　今まではちゃんと仲間だと思ってもらえてたんだ、と妙に実感した。だって、親しみの籠った目しか見たことがなかったから。

　でも、ミレイユはファンゲイルの敵には容赦しない。

「人間に付くのなら、一緒に滅ぼしますわよ？」

　この半年間、ミレイユとはそれなりに仲良くやってきた。女性同士だから話せることもあったし、研究されたり魔法を教わったり、少なくない時間を一緒に過ごしたはずだ。

　でも……王国の人たちを殺すというなら、私は敵に回る。

「絶対に止めるよ。人間も、ミレイユも。殺し合いなんてさせないから」

　そう告げた瞬間。

「蒼炎」

「──ッ！　聖結界！」

　恐ろしく冷たい目をしたミレイユが、指で虚空をなぞった。

　たったそれだけで、十を超える炎の球が現れる。青く煌めくそれは、一斉に私に向かって飛んできた。

　完全に殺す気だ。一つ一つが必殺の威力を持つ蒼炎を、聖結界でなんとか防ぐ。

「ミレイユ、待って！」

「安心なさい。皇国があなたをどうするつもりなのかは知らないけれど、あなたが死ねば防げますわ」

　彼女の猛攻は止まらない。

　ミレイユの生前のギフトは『大魔導士』という、聖と闇以外の全ての魔法に精通するギフトだ。中でも、殺傷力と速度に優れる蒼炎を好んで使う。

　私は距離を取りながら、聖結界で身を守る。一重じゃ足りない。魔法防御に特化した結界を幾重にも張り巡らせる。

　空中で聖結界と蒼炎が衝突し、爆発が起きる。お互いに高い位置を飛んでいるから、地上には影響ない。

「私は戦いたいわけじゃないのに」

　今のところ、ミレイユは本気を出していない。手加減してくれているのか、単純にこれで十分だと思っているのか。

　ともかく、なんとかして殺し合いを止めないと！

「さっき、一瞬だけどレイニーさんが見えたはず……。よし、レイニーさんを捜そう！」

　ミレイユは説得に応じそうにない。人間たちが冥国を目指している以上、ミレイユは決して退かないだろう。

　なら王国の人たちを説得して、侵攻をやめてもらえばいいのだ。奇しくも、王国を防衛していた時とは反対の状況である。

「聖結界、五重で！」

「あら？」

　箱型の聖結界でミレイユとスカルドラゴンを囲い込む。

　すぐ破られるだろうけど……少しでも時間を稼がないと。

　眼下ではスケルトンと人間たちが戦っている。スケルトンジェネラルも何体か出ているから、時間が経てば経つほど被害が増えるだろう。

「ヒール！　聖結界！　聖域！」

　私は地上に降りて、ケガ人を見つけ次第ヒールをかける。

　同時に、魔法を展開していく。これでだいぶ被害は抑えられるはずだ。

「ファントムか!?」

「え……？　聖女様……？」

　知った顔が何人かいるね。再会を喜びたいところだけど、まずは戦争を止める必要がある。

　高速で飛び回り、レイニーさんの姿を捜す。『枢機卿』が身に着ける法衣は特に豪華なので、きっとすぐに見つかるはず。

　それに、レイニーさんが全力で戦えばとても目立つ。

「ジャッチメントホーリー」

　凛とした歌うような声。そして、天まで届く光の柱。

「見つけた！　レイニーさーん！」

　思えば、この姿でレイニーさんに会うのは初めてだ。

　処刑されて魔物になってから、会ったのは二回だけ。商人の男性を助けた時はゴーストの姿で、ゴズと戦った時はレイスの姿で。

　一回目は問答無用で攻撃されたけど、二回目は半分くらい察してくれたんだったかな。でも聖霊になった今なら、生前と同じ姿だから信じてもらえるはず。

　そういえば、最初は人型になってレイニーさんに会うことを目標にしていたね。ずいぶんと遠回りしてしまった。

「聖女……様……？」

　私の姿を捉えた双眸が、かっと見開く。

　ちょっと足がないけど私だよ！

　突然いなくなってごめんなさい。また会えて嬉しい。喋れるようになったからこそ伝えたいことが、たくさんある。

　でも今は、それどころではない。

　私はレイニーさんの前に降りて、声を張り上げる。

「レイニーさん！　戦うのをやめてほしいの！　敵はファンゲイル……『不死の魔王』じゃないんだよ！」

「聖女様、どういうことでしょうか。たしか、あなたは『不死の魔王』に囚われているんじゃ……」

「えっと、説明すると長いんだけど、本当の敵は『蟲の魔王』と皇国で……とにかく、今すぐみんなを止めて、撤退して？」

　兵士や冒険者もいるみたいだけど、神官がほとんどの割合を占めている。レイニーさんは皇国でも地位が高いから、彼女が言えば従う。

　戸惑っているレイニーさんをさらに説得しようとして……背後に気配を感じたので、慌てて聖結界を展開する。

「セレナ。これ以上邪魔をするなら、本当に消し飛ばしますわよ？」

「ミレイユ……」

　聖結界をこんなにすぐ突破されるなんて……。

　大地を揺らすスカルドラゴンに、周りの神官たちが怯えて後ずさる。この巨体が暴れるだけで十分脅威だ。

　ミレイユはスカルドラゴンの頭に直立したまま、私を見降ろす。

「まったく。だから聖女を仲間にするなんて反対だったのですわ」

「聖女様を仲間……？　魔物風情が、何をおっしゃっているのでしょうか」

「あら、ずいぶんと下賤な魔力が多い方ですこと……。厄介ですわね」

　私を挟んで、レイニーさんとミレイユが火花を散らす。

　白く輝く鎖が空を切り、蒼く揺らめく炎が迎え撃つように踊る。

「なんでみんな、そんなに好戦的なの！　聖結界」

　中央に割り込んで、両手から聖結界を展開する。

　私が挟み撃ちされる形だ。それぞれの攻撃が聖結界に衝突する。さすが武闘派の二人なだけあって、ものすごい威力だ。

　なんとか防いだ、と息を吐いたのも束の間。爆風が晴れた先に見えたミレイユの魔法を見て、ぎょっとする。

「手加減は終わりですわ。冥府の炎よ、顕現なさい──青龍」

　スカルドラゴンほどに大きく細長い、蒼炎の龍がミレイユを中心にとぐろを巻いた。

　そして、顎を大きく開けて突進してくる。

　これは無理！

　炎に包まれているのに、ミレイユの目は冷え切っている。実は冷たい炎なんじゃないかと錯覚させられる。

　少しでも食い止めようと、全力で結界を張ろうとして……止めた。レイニーさんが私の前に出たからだ。

「もう二度と、あなた様を失わないと決めましたから。ジャッチメントホーリー」

　空から降り注ぐ聖なる柱は、本来は攻撃の魔法だ。しかし、魔物に裁きを与える絶対的な光の放流は、冥府の炎すらも消し去る。

　頭や胴体を貫かれ、炎の龍はどことなく苦しそうにもがいた。

「聖女様。今は別行動をしていますが、アレンも来ています」

「アレンが？」

「はい。見違えるように強くなっていますよ。ですから安心してください。脅されているのでしょう？　わたくしたちが助けますから」

　『勇者』のギフトを使いこなせたみたいだね。

　約束通り助けに来てくれるのは嬉しい。早く会いたいね。

「でも、私は大丈夫だよ。それより今は……」

「下がって！」

　ミレイユから、絶え間なく攻撃が飛んでくる。

　戦闘の余波だけで周囲が破壊されていく。私は聖結界を各所に展開して、人間たちを守る。ミレイユが本気を出せば、下級の神官ではひとたまりもない。
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　しかし、レイニーさんなら対抗できる。

「グレイプニル──巨人の剛腕」

　『枢機卿』の名は伊達ではない。彼女が放つ聖魔力で作られた鎖が、何本も寄り集まって青龍に匹敵するほど大きな塊になった。それは巨人の腕のような形になって、蒼炎と衝突する。

「どっちにも死んでほしくないっていうのは、私のわがままなのかな」

　なんでこうなってしまったんだろう。

　ついに本格的な戦争に発展してしまった戦場を呆然と眺めて、そうひとりごちる。

　レイニーさんとミレイユだけじゃない。遅れて到着した高位の魔物が、あちこちで人間と戦い始めている。王国の戦力は神官や冒険者など、戦闘に秀でた者が多い。それでも、押され始めていた。

「これじゃ、敵の思うつぼだよ」

　本当は戦う必要なんてないはずなのに。

　というか、なんで王国の人たちがここにいるんだろう。レイニーさんは私を助けに来たと言っていたけど、それに他の人たちを巻き込むとは考えづらい。

　もしかしたら、『蟲の魔王』と同じように、皇国が手引きしたのかもしれない。戦力を削り、弱ったところを叩くために。

　もしこの状況で虫の魔物まで乱入してきたら三つ巴の混戦になる。

「レイニーさんがダメなら……私が直接みんなを説得するしかないね」

　戦場の中心では、レイニーさんとミレイユが大規模に戦っている。

　蒼炎で作られた巨大な龍と、聖なる鎖で作られた巨人の腕。遠目から見ると巨大な魔物が喰らい合っているように見える。

　二人の距離は離れているけど、魔導士タイプの二人には適正な間合いだ。ミレイユはスカルドラゴンに、レイニーさんは鎖の上に立つことで、空中戦を可能としている。

　両者の最高戦力がぶつかっている中、スケルトン系と人間の争いも本格化している。

　今のところ拮抗していてどちらかといえば人間側が有利だ。しかし、アンデッドは疲労しないし、数も膨大。いずれ人間に被害が出始める。

「スケルトンを全部倒す？　でもそうすると『蟲の魔王』と戦えなくなっちゃうし……よし」

　私は空中に飛び上がり、全体を俯瞰する。

「霊域──ポルターガイスト！」

　対多数は私の得意分野だ！

　闇魔力を薄く広げて、戦場を覆いつくす。そして、物質を掴むスキル、ポルターガイストでスケルトンを一斉に捕獲した。

　突然動きが止まった敵に、人間たちが戸惑った顔をする。

「みんな山に帰れー！」

　ぐぐぐ、っと手繰るように闇魔力を引っ張る。

　ただ持ち上げるだけなら細かい操作はいらない。Ｃランクのスケルトンジェネラルなんかには抵抗されちゃったけど、スケルトンソルジャーやエアアーマーなどはポルターガイストに捕まり、身動きが取れないまま空に浮かんだ。

　そのまま、まとめて『不死の山』の中腹まで持っていく。

「ふう、軽い軽い。もっとお肉つけたほうがいいんじゃない？」

　あ、私は乙女だからもっと軽いよ。体重ないからね！

　全身鎧に身を包むスケルトンジェネラルは手ごわいけど、不定形結界で作った硬魔と組み合わせることで、移動させることに成功した。同じく山に返す。

　再び戦場に戻って、両手を広げた。

「みんな、戦うのはやめにしよ？　山に入ったら生きては出られないよ」

「聖女様……」

「なぜ聖女様が……？　死んだはずじゃ」

「聖女様が飛んでる」

「ああ、我らの聖女様……まさか再び会えるとは」

　私の顔を知る神官たちが、まっさきに反応した。中には泣き崩れる人もいる。レイニーさんだけじゃなく、みんなにも心配かけちゃったみたいだね。貴族に嫌がらせを受けても、神官たちはずっと味方でいてくれた。

「やっほーっす。セレナちゃん」

「あ！　冒険者の！」

「ニコラハムっすよ」

　そうそう、すっごい強い冒険者の人。彼は私のこの姿を知っているので、話が早い。

「ニコラハムさん、ここは私に任せて、撤退してくれないかな？　事情はあとで話すけど、とにかくこの戦争は無意味なの」

「別にいいっすよ。魔王と戦いたかったっすけど、あれに巻き込まれたくないっすから」

　ちらっと、未だ継続中のド派手バトルを見る。うん、彼なら無事で済みそうだけど、できれば混ざりたくないよね。

「でも、いいんすか？　アレン君のこと」

「んー？　アレン？」

「アレン君、セレナちゃんを助けるために一人で山に入っていったすけど」

「えっ」

　アレンが一人で？

　道中では会わなかったから、すれ違いになったの？

　一人で無茶するなんて、いくら強くなったとしても無謀だ。冥国にはファンゲイルがいる。絶対的な魔法の実力を持つミレイユですら敵わない、正真正銘の魔王だ。

「助けに行くとか言っちゃだめっすよ」

　踵を返そうとした私に、ニコラハムの言葉が突き刺さる。

「アレン君なら大丈夫っす。セレナちゃんを救うために努力したのに逆に助けられるとか、侮辱に等しいっすよ」

「でも……」

「なんのためにここに来たっすか？」

　常ににこやかな彼の笑みが、一層深まった。

　わかってる。今私がやるべきは、しっかり戦争を止めることだ。アレンが行く先に私がいないのは申し訳ないけど、彼はファンゲイルを倒す覚悟を持って山に入った。それは私が頼んだことだ。なら、邪魔するべきじゃない。

「そうだよね……アレンは弱くない」

「めちゃくちゃ強いっすよ。驚くほどに」

「それは楽しみだなぁ……。よし、じゃあ私はレイニーさんを止めてくる！」

　神官たちは手を止めてくれた。冒険者や兵士も、ニコラハムがなんとかしてくれる。

　良かった。犠牲者はいないみたい。神官が大勢いるからケガも問題ない。戦う必要なんてないんだから、平和が一番だよね。一安心だ。

　スケルトンが戻ってくるまで時間がかかるし、ミレイユも一旦止めてくれると助かるな。

　純白と群青がしのぎを削る上空を見上げて、飛ぼうとした。──その時。

「やーっと隙を見せたわね」

　耳元で、心の底からすくみ上るような恐ろしい声がした。

「アンドロメダの鎖」

「え……？」

「咎人を裁くための鎖よ。どう？　あなたにも効くでしょ？」

　身体が動かない。蜘蛛が獲物を糸でぐるぐる巻きにするように、黒い鎖が私を簀巻きにした。

　常に展開しているはずの霊域にも反応がなかった。目に届きそうなほど口角を尖らせた女性が、私の前に姿を現す。

　その顔を、私は知っていた。忘れるはずがない。死ぬ瞬間まで見ていた顔だ。

「子爵令嬢アザレア……!?　偽聖女のあなたがなんでここに！」

「あっはっは！　滑稽ね、聖女様？　魔物なんかになるから、無駄に苦労させられたわ。せっかく処刑したのに」

　自分こそが真の聖女だと主張して王子に取り入ったアザレアは、不気味に高笑いした。

　かつて見た令嬢の服装ではない。漆黒の法衣を身に纏い、鋭利な瞳を向けている。世間知らずそうな姿とは似ても似つかない。

「アザレア殿、ついに捕らえたのですな。さすがは異端審問官のエース」

「ええ、バレンタイン卿。これで私たちの目的は達成したようなもの……。天使のタリスマンは任せるわ。アタシは聖女の魂を連れて行く」

「お任せを」

　異端審問官。噂でしか聞いたことのない、ギフテッド教会の暗部。

　アザレアが異端審問官……？　話についていけない。

「待つっすよ──絶対破壊」

　ニコラハムが一瞬で肉薄し、アザレアに拳を叩きこむ。判断が早い。

　しかし、あらゆる物質を崩壊させる彼の拳は、アザレアに届くことはなかった。アザレアを守るように現れた黒い結界が、拳を吸い込んだのだ。ニコラハムは慌てて手を引っ込める。

　アザレアは鎖ごと私を引きずって、その場を離れる。

「レイニーさん！」

　ダメだ、魔力が使えない。鎖は魔力を遮断していて、外部に魔力を出せないのだ。こうなると、私は魔法を使えない。

　上空で戦っていたレイニーさんが私に気づいて手を伸ばした。ミレイユもはっとしたように魔法を止める。でも、二人とも間に合わない。

「聖女さ……セレナぁあああ！」

　レイニーさんの叫びが虚しく響く。

「さようなら。愚かな枢機卿さん。異空間結界──魂の銀河」

　アザレアは先ほどのような一枚の黒い結界を出し、その中に身体を滑り込ませた。私を連れて。
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　レイニーは呆然と呟く。

「そんな……聖女様が……」

　セレナを捕らえたまま、『異端審問官』アザレアが忽然と姿を消した。おそらくは魔法の類だとは思うが、どこに行ったのかわからない。

　レイニーは戦いの手を止めて、地上に降りたつ。動揺する神官たちの間を抜けて、『枢機卿』バレンタインに詰め寄った。

「これはどういうことですか!?　異端審問官がこの件に関わっているなど、聞いておりません」

「おやおや、レイニー卿こそどうなされたので？　魔物を殺すことに問題などないですぞ」

「魔物でも、彼女は聖女様です。バレンタイン卿は聖女様を使って何を企んでいるのですか!?」

「あなたほどのお方が、魔物を聖女呼びですと？　同じ枢機卿として恥ずかしいですな」

　バレンタインはあくまで、セレナはただの魔物という立場を崩すつもりはないらしい。当然だ。聖女だと認めてしまえば、彼に害する権利はない。

　レイニーは歯噛みしながら、なんとか深呼吸して彼から離れる。怒ったところでセレナは戻ってこない。彼女の場所を突き止めるのが先決だ。

　せっかく再び会えたのに、また失ってしまった。敵を見誤っていたのだ。

　それに、あの異端審問官の女性。遠目だったが見間違いでなければ、王国にいた子爵令嬢だ。セレナ処刑のきっかけを作った、偽物の聖女。

「最初から聖女様が目的だったということですか」

「なんの話かわかりませんな」

　突然強行された処刑。まるで最初から準備されていたかのように迅速な、王国の支配。唐突な『不死の魔王』討伐任務。

　それらが全てバレンタインら『革新派』の謀略なのだとしたら、繋がる。

「レイニーと言ったかしら」

　内輪もめを冷めた目で見ていたミレイユが、スカルドラゴンとともに降りて来た。

　アンデッドの手勢はセレナによって山に運ばれたため、彼女一人だ。にもかかわらず、ミレイユに気負う様子はない。

「こちらとしても、セレナの捕獲は避けたかったことですわ。さて、提案なのですけれど」

　不敵な笑みで、実力を認めた相手に手を伸ばす。

　ワタクシたちと手を組みなさい、と。
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「君か。思ったよりも早かったね」

「『不死の魔王』ファンゲイル！　約束通り、セレナを返してもらうぞ」

　セレナが『異端審問官』アザレアに連れ去られた頃。

　別行動をしていたアレンは、ファンゲイルのもとに辿り着いていた。

　戦争のために多くのスケルトンが出払っているとはいえ、険しい道のりだ。しかし『勇者』のギフトに覚醒したアレンにとって、この程度は障害になりえない。身体能力が大幅に上がったことで、驚きの速度で山を登ることができたのだ。

　ファンゲイルの位置に迷う必要はなかった。なぜなら連なる『不死の山』の一つを登り切ったところで、ファンゲイルのほうから出向いてきたからだ。

　宙に浮かぶ氷の玉座に座り人骨を抱く彼は、聖剣を構えるアレンと対峙した。

「あはっ、ミレイユじゃなくてもわかるよ。君の全身から湧き上がる聖魔力……化け物だね」

「お前に言われたくはないな」

「前に会った時はただの凡人だったのに……人間は面白いね。約束通り相手してあげたいんだけど、実は肝心の聖女ちゃんがここにはいないんだ」

「は？」

　戦う素振りを見せないファンゲイルに、アレンは拍子抜けする。すぐにでも放てるよう溜められた魔力は、行き場を失って聖剣をただ光らせた。

　ファンゲイルはどこか引きつった笑みで玉座から降り、地上に立つ。

「まさか、セレナはもう……？」

「何か勘違いしているみたいだけど、僕は何もしてないよ。君たちが攻めて来たから、戦争を止めるために山を降りたんだ」

「……行き違いということか？」

「そう。そして……ついさっき、攫われた。皇国の人間によってね」

　そう、ファンゲイルは全て見ていたのだ。氷の望遠鏡によって、戦場の様子を山頂から。

　ミレイユとレイニーの衝突については、介入するつもりはなかった。相手が破格の戦闘力を誇る『枢機卿』であっても、ミレイユの実力なら問題ない。未だ姿を見せない『蟲の魔王』の勢力がどこから現れるかわからない以上、ファンゲイルは冥国に残り警戒する必要があった。

　しかし、状況は一瞬にして動いた。

　セレナの誘拐は予想外だったのだ。いや、敵がセレナを狙っていることは承知していたが、彼女の探知を掻い潜ったうえでミレイユすら反応できない速度で捕縛する……そんな芸当ができるとは思わなかったのだ。

　油断ともまた違う、あらゆる状況に対応しようとした結果できた穴を突かれた。

「……魔王の言うことなんて信じられない。断れない状況を作ってセレナを奪ったお前の言うことなんて」

「いいのかい？　君がここで時間を無駄にしている間に、彼女はまた遠くに行ってしまうんだよ」

「煙に巻くための嘘じゃない証拠はどこにある！」

　口調とは裏腹に、アレンは攻撃しようとしない。ファンゲイルがあまりに無防備で突っ立っているからだ。

「僕が君を恐れている、と？　心外だね。──白虎」

「くっ……！」

　ファンゲイルは自然体のまま、ノータイムで魔法を発動した。無防備なんかじゃない。どんな体勢からでも攻撃に移行できるだけだ。

　氷で造られた背丈よりも大きな虎が、アレンに襲いかかる。辛うじて聖剣で牙を受け止めた。

「いいよ、別に。君が聖女ちゃんを諦めるっていうなら、僕が貰う。僕にはまだ彼女が必要なんだ。聖女の魂には、まだまだ研究したいことがある。それに、皇国の好きにさせるわけにはいかないからね」

　彼が杖を振る度、白虎が一匹ずつ増えていく。アレンが切り倒す速度よりも圧倒的に速いうえ、切った虎も即座に修復される。瞬く間に、周囲一帯が白虎で埋め尽くされた。

「君の敵は僕じゃなくて皇国だよ。どう？　一緒に来る？」

　二つの場所で。

　人間と魔物が手を組もうとしていた。
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　黒い鎖にぐるぐる巻きにされ、私は連行されている。

　もしかして私、いっつも攫われてない!?

　孤児院から聖女として王宮入りした時から始まり、処刑されたと思ったら魔物にされ、頑張って人型になったら今度はファンゲイルに攫われ……。

　行き当たりばったりの性格が災いしているね。いや、むしろこの順応性に助けられることのほうが多いかも？

「んーんー」

　ついに口も塞がれてしまったので、声も出せない。

　アザレアが作った黒い結界。壁にしか見えないそれに吸い込まれた先は、不思議な空間だった。地面も空もない。星空のようなきらきらした空間が周囲に広がっていて、どこまでも続いているようにも見えるし、目の前に壁があるようにも見える。

　その星は、よく見ると魂の欠片だ。生物の肉体から抜け出し、次の生命の礎になるべく漂う魂。

　ヒトダマとは違う、純粋なエネルギーの塊だ。

（ここは魂の通り道なのかな）

　どこか懐かしい感覚だ。きっと私も、ヒトダマになるまでここにいたのかもしれない。

　地上で魂の欠片なんて見たことないもんね。すぐに捕まえないと、死亡してすぐにどこかへ消えてしまう。

　それがこの場所なのだろう。

　夜空を泳ぐように移動するアザレアは口を開かない。

　どれだけ時間が経っただろう。彼女は突然停止すると、手を掲げて先ほどと同じ黒い結界を出した。『異空間結界』って言っていたかな。

　入った時と同じように、異空間結界を通って銀河の外に出た。

「ああ、ついにこの日が来たのね」

「んーん」

「数百年間受け継がれてきた悲願がついに達成される……あとは天使のタリスマンさえ揃えば」

　恍惚の表情を浮かべて、アザレアが私の頬を親指で撫でた。王国で見た愚鈍な令嬢と同一人物とは思えない。

　銀河を出た先は、教会のような建物の中だった。王国の礼拝堂に似ているけど、窓はなく調度品の類も一切置かれていない。

　床にはびっしりと魔法陣が描かれていて、円の中央にある柱に縛り付けられた。身動きのとれない私に抵抗する術はない。

「んー！」

「ふふ、良い姿ね。聖女だとか言われてちやほやされていたのが嘘みたい。そうね、遺言があったら聞いてもいいわよ」

　聞くだけね、と私の口を塞いでいた鎖が外された。

「……『聖女』が羨ましいから殺したの？」

　私はこんなギフト、欲しくなんてなかったのに。

「そうねぇ。アタシが『聖女』だったら話が早かったわ。でも嫉妬が原因みたいに言われるのは心外。ただあなたの魂が必要だっただけよ。最も魔力が高まる十五歳。純潔で無垢な聖女の魂がね」

「なんの、ために？」
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「神を呼ぶために」

　綺麗な顔付きなのに、笑顔はひどくおぞましい。

　黒い法衣を翻して、アザレアは高らかに笑った。

「五百年前、ギフテッド教会は神を地上に降ろす方法を見つけたの。その儀式に必要なのが、神の代行者と呼ばれる『聖女』と天使が作ったと言われる『天使のタリスマン』」

　五百年前……ファンゲイルとトアリさんが生きていた時代だ。

　つまり私もトアリさんも、そのために殺されたってこと？

「素敵じゃない？　儀式に成功すれば、神を手にすることができるのよ！　そうすれば皇国の力は大陸、いえ、海の向こうの国すら支配できるの。世界の覇者になれるわ」

　不敬なんていうレベルではない。

　そもそも神様を降ろして、さらに支配するなんてことできるの？　私は神の実在すら疑っているんだけど……彼女は成功を疑っていない。

　世界統一？　そんなバカげた夢を五百年前に抱いて、何人もの人生を壊してきたのか。

「……皇国の人はみんなそう思っているの？」

「まさか。ほとんどの信者はバカ正直に教義を信じているわ。愚かでしょう？　気づいているのはアタシたち『革新派』だけ。ふふふ、大きな顔をしている聖騎士どもを引きずり下ろすのが楽しみね」

「良かった。レイニーさんは知らなかったんだね」

　レイニーさんにまで裏切られてたら、誰も信じられないよ。

「レイニー？」

　アザレアの眉がぴくりと動いて、目がかっぴらいた。

「アイツには散々邪魔されたわ。何が聖女よ！　枢機卿よ！　いいわね、綺麗なギフトを持って生まれた奴は！」

「いたっ」

　突然激昂したアザレアが私の髪を掴んだ。物理的な痛みではなく、魂を直接削られる激痛だ。

　結局嫉妬してるじゃん！　情緒不安定すぎて怖い。

「レイニーだけじゃない。あのクソ王子もアタシの身体にしか興味ないくせに、天使のタリスマンの場所を吐かないし……それなら王国ごと皇国が統治しようとした矢先に、魔王が持って行っちゃうし。皇国に送ったはずの聖女の魂はなぜか魔物になってるし。あああ、もう！　何にも上手くいかなかったんだから」

　ばし、ばし、と何度も頬を叩かれる。痛い。

　彼女はいつから王国に潜んでいたんだろう。まあ皇国から見たら王国なんて簡単に忍び込める場所か。

　私を処刑すれば魔王の侵攻が再開される、というところまで織り込み済みだったのだろう。適度に王国が破壊されたところで皇国が助ければ、そのまま支配下に置くことが可能だ。

　想定外だったのは私の魔物化とファンゲイルの狙い。

　たまたまだけど、私の行動が彼女たちの目論見を阻止していたことになる。

「おいおい、殺すなよ～？」

「殺さないわよ！　あんたは早くタリスマンを持ってきなさい、ネブラフィス」

「わかってるならいいけどよ」

　奥の暗がりから現れた女性が、ぶっきらぼうに言いながら頭を掻いた。

　腰から下は巨大な蜘蛛のような姿。上半身は裸の女性。

「ネブラフィス……『蟲の魔王』……！」

　『蟲の魔王』なんていうから、もっとおどろおどろしい虫の化け物なのかと思っていた。下半身はたしかに蜘蛛だけど大きさは人間くらいだし、上半身に至ってはまんま人間だ。彼女の身体は人間基準だとかなり煽情的で、美しい。虫じゃなかったら社交界で熱烈なアピールを受けることだろう。

　なんで高位の魔物って人間みたいな姿してるんだろうね。

「それにしても、この子が聖女か～！　人間が魔物になるなんて、面白いな！」

「ネブラフィス……だよね？」

「おう、そうだぜ」

「なんで魔王が皇国の味方をしているの？」

　ずいぶん気さくな魔王だね。ファンゲイルとはまた違うタイプだ。

　彼女は八本の脚で素早く近づくと、私の顔をまじまじと眺めた。

　動けないから話すくらいしかやることがない。みんなが助けてくれることを期待して、今は情報収集に努めよう。

「味方ってわけじゃねぇよ。あくまでビジネスだな。オレみたいな新参の魔王は単純な力じゃ敵わねえ。だから頭を使ってるわけよ」

「それが皇国？」

「後ろ暗い人間ってのはどこでもいるもんだ。そういう奴らは魔王の力を求めてる。特にオレの配下は便利な奴が多いから、結構儲かるんだぜ？」

　数が多く移動に制限の少ない虫の魔物は、情報収集にもってこいだ。彼女は虫の魔物ならではの武器を使って、人間に取り入っているわけだね。

　皇国と手を組むことはリスクも大きいだろうに、豪胆なのか何か策があるのか。

　少なくとも、アザレアの派閥は魔王を利用することに躊躇はないみたいだね。

「大したことしてないじゃないの！　もっと働かないと消すわよ？」

「ひでーなぁ。人造人間の術式完成させたのオレだろー？　タリスマンが王国にあることも、ファンゲイルの住処も全部教えてやったのになー」

　まああんたごときに消されないけど。と口角を上げた。

　ネブラフィスも魔王の一角。新参と言っていたけれど、相応に強いはず。

　そして私が手も足も出なかった『異端審問官』のアザレア。どんな魔法を使っているのかもよくわからない。

　うん、絶対絶命！

　ふん、とネブラフィスからそっぽを向いたアザレアが、私に嗜虐的な笑みを向けた。

「ねえ、今どういう気持ちなの？　あなたが信仰する神様の依り代になれるのよ？　ふふ、羨ましいわ」

「ならないよ。神様なんて知らない。私は私の大切な人のために、絶対に生き残る」

「残念ねぇ。あなたはもう死んでるわよ。私が殺したから。あとは魂を有効活用するだけ」

「死んで肉体がなくなっても、私は聖女なの。生きていたころと変わらない、アレンの婚約者なの！」

　嫌味に舌を出すアザレアを、怯まず睨み返す。

　負けない。五百年の悲願だかなんだか知らないけど、他人の都合で私の人生を左右されてたまるか。

　私はただ、当たり前の幸せが欲しい。アレンと過ごす未来が欲しい。

「ムカつく……ッ！」

　ぱしっ、とまた頬を叩かれた。

　死霊の私を当たり前のように殴ってくるなぁ。

　痛いけど、アザレアは私を殺せない。

「神を呼ぶ？　それって本当にあなたがやりたいことなの？」

「ええ、もちろんよ。それが『異端審問官』の使命だもの。皇国にいる『革新派』の神官たちもみんな、神を降ろしてギフテッド教の権威を高めることを望んでいる」

「そっか……弱いね」

「は？」

「『異端審問官』の使命、『革新派』の願い。結局あなたの気持ちはないじゃん」

　アザレアはまだ二十歳前後だ。

　境遇はもしかしたら、私に似ているのかもしれない。幼い頃に勝手に使命を背負わされ、大人の都合で動くことを強制される。ギフトの方向性は正反対だけれど。

　一つ違ったのは、私には心の拠り所があったこと。

　孤児院の家族のためを思えば、苦しいことも耐えられた。レイニーさんには悪いけど、教義よりも大切なものが胸の中にあるから、私は私でいられたのだ。

　でも……想像でしかないけど、アザレアにはそれがなかった。だから大人たちに言われるがまま、他人の思想に染まるしかなかった。自分を殺して、世間知らずな令嬢を演じた。

「負けないよ。私たちの気持ちは。あなたなんかに」

　アレンは絶対来てくれる。

　柱に縛られてなかったらもうちょっと格好ついたんだけど、仕方ないね！

「盛り上がってるところわりーな」

　その時、ネブラフィスが口を挟んだ。

「たった今、オレの配下が手に入れたみたいだ。……そろそろ届くぜ」

　それは、私にとって悪い報告だった。

「天使のタリスマンがよ」

「ふふっ。ふはははっ」

　ファンゲイルがトアリさんの首にかけていたそれが奪われた。それはファンゲイルが負けたことを意味する。彼が、トアリさんへの攻撃を許すわけがないから。

「威勢だけは良かったわね。でも、終わりよ。あなたは消えて、アタシたちは神を手に入れる！」

　そんな……。

　ミレイユは？　レイニーさんは？　アレンは？

　わからない。でも、決定的なのは、儀式の材料が揃ってしまったこと。

「ネブラフィス様、天使のタリスマンをお持ちしました」

「よくやったな！　人造人間の使い方が上手くて助かるぜ」

「勿体ないお言葉です」

　突然現れたカマキリの魔物が、天使のタリスマンをネブラフィスに手渡した。トアリさんの首にかけられ、ファンゲイルが死守していたはずの物だ。

　彼が負けるところは想像がつかないけど、ここにあるということは少なくとも奪われたということになる。魔王から腕を奪ってみせた人造人間なら可能なのかな？

「ああ……！　やっと悲願が叶うのね！　ネブラフィス、早くそれを渡しなさい！」

「あいよ。報酬は弾めよ？」

「もちろんよ。だってこれから、皇国は神の力で世界を支配するんだもの！　ネブラフィスは便利だから、少しは分けてあげてもいいわ」

　世界を支配するなんて、現実味がない。

　ていうか、大陸どころか海の先までなんて想像もつかないよ。私なんて、王国しか知らないのに。

「これが五百年前の秘宝、天使がもたらした神具なのね……綺麗……」

　アザレアが天使のタリスマンをうっとりと眺める。

　なんで天使様が、神を害する可能性がある神具を渡すんだろう？　そういう伝承があるだけで無関係なのかもしれないけど。

「神の力を手中に収めれば、アタシたち革新派が教会のトップに立てるわ。鬱陶しい保守派の連中も、大きな顔をしている聖騎士団も逆らえなくなる。……ふふふ、今から楽しみね」

「そんなことさせないよ」

「縛られているくせに、口だけは達者ね。まあいいわ。今から儀式を始めるもの。すぐにあなたの意識はなくなるわ」

　さっきから脱出しようとしているけど、黒い鎖に魔力を封じ込められているため、力が出ない。『異端審問官』の魔法だろうか。魔物のスキルも聖女の魔法も、発動しようとした瞬間にかき消される。

　強すぎない？　捕まったらおしまいだ。

　ギフトとしての格は『聖女』のほうが上のはずだから、生前の魔力量があれば対抗できたかもしれない。

「元々、処刑後にあなたの魂はここに転送される予定だったのよ。『魂の銀河』を通ってね。そしてこの天使のタリスマンに吸収させ、神への生贄にするの」

「そんなことのために、アタシは殺されたんだ。トアリさん……五百年前の聖女も？」

「ええ。けれど、『不死の魔王』に邪魔されたらしいわね。その後も何度か聖女を殺したのだけれど、天使のタリスマンが見つからなかった。……代わりに魂を人造人間に植え付ける研究は進んだけれど、副産物に過ぎないわね」

　記録によると約五十年に一度のペースで現れるという、『聖女』のギフト。たしかに短命の子が多いとは思っていたけど、偶然だと思っていた。まさか、他でもない皇国に殺されていたなんて。

　いくら魂を抜き取ってこの場に連れてきたとしても、いずれ摩耗してなくなってしまう。だから天使のタリスマンが発見できるまで、儀式はできなかった。

　しかし、今ここに私の魂と天使のタリスマンが揃ってしまった。

「さあ、儀式を始めるわ。大丈夫、痛くないわよ。知らないけど」

「ぜったいに、アレンが助けに来るよ。あなたを必ず止める。アレンは絶対負けないから」

「儀式が始まれば、誰にも止めることはできないわ。そんなに悲観することないのよ？　だって、あなたは神の一部になれるのだから！　敬虔な信徒なら、むしろ誉れでなくて？」

　嫌味に笑いながら、彼女が天使のタリスマンを私に近づけた。私は抵抗もできず、首にかけられるのを見ていることしかできない。

「天使のタリスマンを媒介して、あなたに神の魔力を流し込むわ。神の魔力は、あなたの魂を蝕み、塗り替える。ふふ、それが終われば、あなたの身体は神のものになるわ」

　壁際ではネブラフィスが面白そうに眺めている。カマキリの魔物はいつの間にかどこかへ消えていた。

「さあ、アタシたちのために消えなさい」

　物質であるはずのタリスマンは、落下することなく私の首にかかった。黒い鎖がさらに伸び、卵のような球体となって私を包み込んだ。暗闇の中に閉じ込められ、外の状況は窺えない。

　私、これで消えるの？

　一度目はあっさりと手放した命のくせに、今は死ぬのがとっても怖い。

　ただ『聖女』のギフトを持って生まれたというだけで、なんでこんな目に遭わなきゃいけないの？

　結局、あれからアレンとは会えなかったな。強くなったアレンと会うの、楽しみにしていたのに。

　……弱気になっちゃダメだ。アレンを信じよう。彼は昔から、私がピンチの時には颯爽と現れて、助けてくれるんだ。喧嘩は強くないし、器用に立ち回れるわけではないから何も解決しなくて、最後は兄のカールが後始末してくれるんだけどね。

　でも、私のところに最初に来てくれるのは、いつだってアレンだった。

　だから、今回も大丈夫。

　私にできることは、意識を強く持って少しでも抵抗することだ。儀式がどういうものか、さっぱりわからないけど。

　もう外の様子も感じ取れない。

　意外と何も起きないなー……なんて思えたのも束の間だった。

（んっ、あ、ぐぁあああああ）

　痛い！　魂を直接削られる痛みだ。

　ヒトダマだった頃のソウルドレインとは比べ物にならない。魔力で守られているはずの聖霊の身体から、魂が引きずり出される。首元の天使のタリスマンが暗闇の中で煌めいて、私の魂を貪ろうとする。

　聖結界、聖域、ホーリーレイ……思いつく限りの魔法やスキルを撃ちまくるけど、鎖にかき消されるだけで効果はない。

　天使のタリスマンを外そうともがいても、へばりついて離れない。

（アレン……）

　外で儀式が進行したのだろうか。

　私の魂は少しずつ吸い込まれ──完全に天使のタリスマンの中に取り込まれた。
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　時は、セレナが『魂の銀河』の中にいる頃に遡る。

　『不死の魔王』ファンゲイルとその配下ミレイユ。

　『枢機卿』レイニー、『勇者』アレンの四人は……山の麓で集まっていた。

「ミレイユ、探知はできそう？」

「ええ、彼女の魔力は覚えましたわ。濁ったどす黒い聖属性……あのような特殊な魔力、忘れるはずがありませんわね」

「そう、なるべく急いでね」

　魔力探知において、ミレイユの右に出るものはいない。彼女の瞳は全ての魔力を見透かす。

　セレナはもちろん、アザレアの魔力も既に記憶している。しかし、黒い結界に入ったあと、どちらの反応も忽然と消えてしまった。

　ミレイユは内心焦りつつ、涼しい顔で魔力探知を続ける。

　魔力を完全に遮断することは、そう簡単なことではない。一時的には可能でも、いつかは尻尾を出すはずだ。その瞬間を逃すまいと、目を凝らす。

「俺はまだ信じたわけじゃないからな。セレナを取り戻すために休戦しているだけだ」

「……ファンゲイル様、この人間必要ですの？　目ざわりなので一度氷漬けにしたほうがいいと思いますわ」

「な!?」

　物騒な発言を聞いても、アレンは剣を抜かない。

　その理由は二つある。

　一つは、半信半疑ながらファンゲイルと共に山を降り、レイニーから話を聞いたからだ。異端審問官にセレナを攫われた、というファンゲイルに聞いたものと同様の言葉が、信頼する相手から出てきた。

　もう一つは、すぐそこに王国軍がいるからだ。今はレイニーの指示で待機していて、様子を窺っている。もしここで魔王と戦いを始めたら、彼らへの被害は免れない。ファンゲイルとミレイユに戦意がないうちは大人しくしておくほうがいいと判断したのだ。

　学はないが、アレンは愚鈍ではない。

　ちなみに、アザレアと関係があると思われる『枢機卿』バレンタインは騒動に紛れて姿をくらませた。今残るのは事情を知らず戦いに参加していた者ばかりだ。

　悔しそうに下唇を噛むアレンに代わり、レイニーが口を開く。

「『不死の魔王』ファンゲイル。聖女様の身柄が異端審問官の手にあり、あなた方が無関係であることは理解しました。しかし、あなた方が彼女を救おうとする理由が理解できません。納得できなければ、やはり協力することは難しい」

「聖女ちゃんが大切な仲間だから、って理由じゃダメ？」

「ええ。信じられませんね」

「うーん、本心なんだけどなぁ。彼女はアンデッドで、僕の配下だからね」

　ファンゲイルの胡散臭い薄ら笑いに、レイニーはますます眉根を寄せる。

　レイニーにとってファンゲイルは、知らぬ間にセレナのことを王国から連れ去った相手だ。そうでなくともギフテッド教にとって魔王は天敵。落ち着いて会話している現状が奇跡だった。

　彼らを繋ぎ止めているのは、セレナの存在だけ。

　セレナを救い出すための、一時的な協力関係だ。

「やはり全幅の信頼を置くことはできません。しかし──皇国の一部が関わっていることは間違いない。教義に悖もとる行いに手を染めているのなら、枢機卿として見過ごすわけにはいきません。……いえ。建前ですね」

「れ、レイニーさん」

　アレンが思わず声を漏らす。

　レイニーの衰えを感じられない美しい顔は、憎しみに染まり鬼の形相となっていた。

「一度のみならず、二度も聖女様を……ッ！　あの小娘とバレンタイン卿を仕留めるためなら、わたくしは魔王の靴でも舐めましょう」

「あはっ、いい顔だね。でも靴は舐められたくないかな……なんか浄化されそうだし」

　『枢機卿』レイニーは、元は聖騎士団に所属していた。

　皇国の聖騎士団は、大陸で唯一魔王に対抗できる戦力と言われている。『聖騎士』、『枢機卿』、『モンク』など、聖職者の中でも戦闘に秀でた神官が集められた組織だ。

　その中でもレイニーは副団長に地位にいた。

　毎日のように戦場を駆け、鎖を振るった。しかし……とある戦争で、恋人でもあった聖騎士団長を失ったことで絶望し、前線を離れた。

　聖騎士団をやめても、『枢機卿』の力は皇国にとって重要な位置にある。

　心を病んだ彼女は仲間の計らいで、丁度聖女が目覚めたという小国に移動することとなった。中央から離れたほうが精神的に良いだろうという判断だ。

　そこで出会ったのが、純粋で優しいセレナという少女。

　失意のどん底にいたレイニーに光を与えた、敬愛する聖女様。

　レイニーにとって、彼女の存在は教義よりも大きなものになっていた。

　それこそ、魔物の姿になっても追いかけるくらいに。

「わたくしは二度、愛する人を亡くしました。なぜ自分は生きているのだろうかと、視界に靄がかかったような気持ちで今日まで生きてきました。しかし、ようやく命の使い方を見つけたのです。……この命を捨てても、必ず聖女様をお助けします」

　レイニーは爪が突き刺さるくらい強く拳を握りしめた。血が滴り落ち、地面を濡らす。

「うん、まあ気負うことないよ。死んだくらいで、人は死なないからさ」

　ともすれば矛盾しているようなファンゲイルの物言いに、ここにいる四人は深く頷いた。

　ちぐはぐな二組が、一応の協力関係を結んだ、その時。

「──っ！　ファンゲイル様、発見しました。座標を記録いたしますわ」

　ずっと魔力を探っていたミレイユが、ついにアザレアの魔力を捉えた。

　即座に座標を記録する魔法を放つ。彼女の右手から飛び発った青い炎の鳥は、その場所にまっすぐ向かった。

　続いて、左手にも蒼炎の鳥が現れた。

「ファンゲイル様、こちらをお持ちください。対になる鳥の居場所に案内してくれますわ」

「うん、ありがとう。ミレイユは……」

「ええ、冥国の守りはお任せくださいませ」

　ミレイユが地平線を見つめて、そう言った。

　彼女の視線の先には、まるで津波のように押し寄せる虫の大群がいた。その数は先日の比ではなく、強力な個体も多いようだ。地を這い、あるいは空を飛び、冥国を目指している。

「スカルドラゴン、行くよ」

「ガタガタ」

　氷で造った階段を登り、スカルドラゴンの頭に座った。手のひらに乗る小さな鳥は、じっと一方向を向いている。

「待ってくれ！　俺も連れて行ってほしい。俺は……セレナを助けるために強くなったんだ」

「最初からそのつもりだよ、勇者くん」

「そ、そうか。頼む」

　アレンは地面を蹴って跳躍し、ファンゲイルに倣ってスカルドラゴンの頭に乗った。骨にしっかりと捕まる。

「わたくしは……」

「レイニーさん、あなたがセレナを大切に思っていることは知っている。けど、ここは俺に任せてほしい。そこにいる王国の人たちを守ってくれ」

「……聖女様なら、彼らを見捨てることを良しとしないでしょうね。アレン、約束してください。必ず聖女様を助けると」

「ああ、もちろんだ」

　アレンとファンゲイルはスカルドラゴンの背に乗り、セレナのもとへ。

　ミレイユとレイニーは、『蟲の魔王』の勢力と戦うために残った。

　スカルドラゴンが骨しかない翼を大きく広げた。二人を乗せ、高く飛び上がる。虫たちの頭上を大きく越え、一気に加速する。

　彼らは知らぬことだが、ミレイユが魔力を探知できたのはアザレアが『魂の銀河』から出たからだ。そしてセレナがいる教会は、ネブラフィスの本拠地『湿地洞窟』の中にある。

「スカルドラゴンは飛行能力に優れた魔物なんだ。飛べそうな身体には見えないけどね」

　優雅に座るファンゲイルの言葉は、アレンには届かない。

　猛スピードで飛行するスカルドラゴンにしがみつくので精一杯だからだ。風の音でかきけされ、会話などできるはずがない。

　なんでそんな余裕そうなんだ、と内心で毒づく。よく見ると彼の周りだけ、スカルドラゴンの魔力が風を遮っている。乗るのは許されても、乗り心地までは保証されないらしい。

　風を操るドラゴンの骨から作られたスカルドラゴンは、アンデッドになってもその能力を継承している。スキルで風を自在に操り、高速飛行を実現していた。最高速度は音速にも達する。

　まもなくして、『湿地洞窟』の入口に辿り着いた。

「さて、ここからは徒歩だね。スカルドラゴンが入れそうには見えない」

「ここにセレナが……」

「あはっ、聖女ちゃんは僕の大切な研究材料だからね。返してもらうよ」

「は？　おい、セレナに変なことしてないだろうな!?」

「ちょっとしかしてないよ」

　アレンをからかいながら、湿地洞窟に足を踏み入れる。

　ミレイユに託された鳥は、役目を終えたとばかりに消滅した。湿地洞窟の中はおそろしく瘴気の密度が高い。おそらく、先行した鳥も中にまで入れなかったのだろう。

　ここからは案内なしで進むしかない。しかし、入り組んだ洞窟を地道にマッピングする時間はない。

「スノーダスト」

「神の導き」

　二人が同時に魔法を発動した。

　ファンゲイルが放った目に見えない微細な氷が空間を満たす。どんどん洞窟の中を浸食していき、その全容をファンゲイルに伝えた。効果としてはセレナの霊域に近い。

　アレンは手から聖剣を取り出し、歩き出した。その道は、ファンゲイルが探知した正解の道と同じだ。

「……なーに、その魔法」

「勇者のスキルだ。なんとなく正解がわかる」

「へー、ずるいね」

　複雑な洞窟も、二人にとっては一本道と変わらないようだった。

　そして、彼らは同時に、この先で待ち受ける敵も察知していた。

　『不死の魔王』ファンゲイルと『勇者』アレンは、順調に洞窟を下っていった。

　しかし、敵もまた魔王。その本拠地が手薄なはずがない。『湿地洞窟』の中は魔物で溢れていて、正解の道を選び続けたとしても足止めのせいで時間がかかる。

「くそっ、狭いせいで物量で押されるとキツイな！」

「うーん、面倒だね。ちょっと寒くなってもいい？　──永久凍土」

「ん？　──は!?」

　ファンゲイルが小さく杖を掲げた。

　杖の先から濃密な闇魔力とともに冷気が滴り落ちる。湯気か霧のようにも見えるそれは、地面に辿り着いた瞬間、一気に足元を広がった。

　生物が生存できないレベルの冷気が瞬く間に洞窟を蝕み、凍土に変える。

　結界の一種だ。

「おい！　殺す気か」

「勇者なら大丈夫でしょ」

「聖剣を出してる間はな……。でもこれで、虫は動けなくなった」

「高位の魔物には効かないけどね。少なくとも数の暴力にやられる心配はないね」

　対面なら二人が負けることはない。しかし、魔物の死骸が積み重なり通路を塞がれてはどうしようもないのだ。

「くっ……俺何もしてないような」

　『勇者』は一対一の戦闘でこそ破格の性能を誇るが、魔導士のような広範囲に攻撃する手段は少ない。

　セレナを助けたいという思いばかりが先行して空回っていることに、焦りと口惜しさを感じていた。

「足滑らせないようにね」

　ファンゲイルがゆったりと歩きながら、トアリの人骨を撫でた。

　敵地に赴く際にも、彼女を手放さない。ここ五百年、目の届かない場所に置いたことは一度もない。

「……その骨、邪魔じゃないのか？」

「僕の身体の一部みたいなものだからね。君にとっての聖女ちゃんみたいなものさ。僕の唯一の家族なんだ」

「そうか」

　天使のタリスマンを敵が狙っているのだとしても、冥国に置いておくよりもファンゲイル自身が持っていたほうが安全だ。

　虫の魔物程度に、ファンゲイルが負けることはない。

　──虫の魔物だけなら。

「……やっぱりいるか」

　虫がいなくなり、スムーズに洞窟を進むと広けた場所に出た。そこで待ち受けていたのは、縫いあとだらけの身体が痛々しい、生気のない人型。

　聖属性の魂を持つ、人造人間だ。その数、十体以上。

「なんだこいつら」

　アレンが怪訝そうに眉をひそめる。見た目はおぞましく、気色が悪い。

　体格や顔付きは個体差があるものの、先日捕獲したものとだいたい同じだ。聖属性のギフトを持つ魂を身の内に秘める化け物だ。

　たった一体でもファンゲイルに手傷を負わせた、皇国の隠し玉である。

「敵だよ」

「わかった」

　異形の存在を前にしても、二人は怯むことなく歩を進めた。

　アレンが聖剣を正中に構える。

「ホーリー……セイバァアアアア！」

「「「セイケッカイ」」」

　アレンの攻撃に合わせて、人造人間が結界を展開する。

　一体につき神官が複数人、素材として使われている。一人分の魂ではないのだ。その分、出力も跳ね上がる。

　しかし、魔物に対しては有効でも『勇者』は人間だ。

「よしっ！」

　たった一振りで、人造人間を三体、結界ごと切り裂いた。

「化け物みたいな見た目だけど、大したことないな」

「あはっ、僕は腕一本持ってかれたけどね」

「本当か？　なら下がっててもいいんだぜ」

　前回戦った時は、不意を突かれた形だった。それだけならファンゲイルが傷を負うことにはならなかっただろう。

　腕を差し出すハメになったのは、トアリの遺骨を守るためだったのだ。

「おっと──白虎」

　次々と仲間を破壊するアレンには見向きもせず、人造人間たちはファンゲイルを執拗に狙い続ける。虚ろな目が常に見ているのはトアリの骨が首にかける『天使のタリスマン』だ。

　単純、故に厄介だ。

「これはまずいね」

　圧倒的な聖属性の魔力は、ファンゲイルを着実に追い込んでいく。氷の魔法も、闇魔力によって作られたものだ。魔力量だけなら『聖女』にも劣らない人造人間たちに囲まれてしまえば、いかに魔王といっても無力だ。

「ねえトアリ、君が尽くした皇国は、今こんなものを作ってるんだよ。バカだったよね、僕も君も。僕の開発した術式と、君が発展させた皇国。その結果がこれなんだから」

　通常、人間はギフトの力を全て引き出すことができない。なぜなら、ギフトは魂から力を得ているため、使いすぎれば魂が摩耗するからだ。

　しかし、人造人間には関係ない。

「本当にやられてないだろうな！」

　いや、別に魔王がどうなろうと関係ないけど……とアレンは内心で言い訳しながら、人造人間を切り倒していく。神官の魔法は『勇者』に効かないうえ、敵の肉体は人間ではないので聖剣が有効である。余裕だった。

「くそっ、数が多すぎる！　おい、魔王！　早くそいつらを倒せ！」

　しかし、ファンゲイルはどんどん劣勢になっていく。

　次々と湧き出る人造人間に、ついにファンゲイルが呑み込まれた。

　その手がトアリの骨に伸ばされる。そして──天使のタリスマンが奪われた。

「トアリ……」

　ファンゲイルのか細い声が、虚しく響いた。

　アレンの聖剣が、次々と人造人間を切り裂いていく。聖属性は互いに効かない。ならば、魔法なしでも絶大な戦闘力を誇るアレンが有利だ。聖属性由来でありながら実体を持つ聖剣にとって、継ぎはぎの肉体など障害にならない。

「おい！　魔王！　余裕そうな顔しといて負けてんじゃねえよ！」

「……うるさいな。長く生きていると、焦らなくなるだけだよ。──ソウルリリース」

　人造人間の大群に埋もれていたファンゲイルが、小さく声を上げた。彼がいるであろう、人造人間の山の中央から、闇魔力が波状に広がる。

　その魔力に触れた瞬間、人造人間が動きを止めた。そして、気絶したようにバタバタと倒れていく。そのまま動き出すことはない。

　もしセレナがここにいれば、人造人間から抜け出す大量の魂を目撃できただろう。

「お、おう？　なんだ、結局余裕なのか」

　ようやく活躍できたアレンは、瞬く間に全滅した人造人間を見て拍子抜けする。

「元は僕の開発した術式だからね。だいぶ改変されているから反魔法の開発に時間がかかったけど、たった今完成させたんだ。前回捕獲した奴は実験中に死んじゃったから、ぶっつけ本番だね。あはっ、僕の前で魂をさらけ出すなんて、好きにしてくれって言っているようなものだよ」

　軽い口調だが、ファンゲイルの身体はボロボロだ。ローブは穴だらけで、頬には殴られたような跡がある。おそらく、ローブの下も無事ではない。魔法を維持する余力もないのか、氷の義肢は消えている。

　そして、なにより……トアリの遺骨から、天使のタリスマンが奪われていた。

「さて──トアリの首を折って許されると思っているのかな？」

　ファンゲイルは眦を吊り上げて、怒りを露わにする。

　彼は人造人間の猛攻の中でも、トアリを身に庇い続けた。しかし、敵の目的はトアリの首にかけられた天使のタリスマンだ。

　混戦の隙をつきそれを強引に奪い取った者は、少し離れた位置で静かに笑った。

「人形ごときに遅れを取るとは、『不死の魔王』も落ちたものだな。首を折った？　どうせ死体なのだからくっつければいいだろう」

　洞窟の大部屋の隅から聞こえてきた声に、アレンは慌てて剣を構える。

　そこにいたのは『蟲の魔王』ネブラフィスの配下であるカマキリの魔物だ。両腕の代わりに生える大鎌に、天使のタリスマンが引っかかっている。

「それを奪ってどうするつもりだ！」

「ふん、『勇者』が魔王の味方をするか。どれ──」

　突然、カマキリが身を屈め地面を蹴った。土煙が上がり、目にも止まらぬ速さでアレンに迫る。鎌を大きく掲げた。

「首刈り」

「ホーリーセイバーッ！」

　キンッ、と甲高い音がして、剣と鎌が衝突する。聖剣の鍔がしっかりと鎌を受け止めていた。

「ほう、こちらの速度に反応するとは、人間にしては面白い。……が、勇者の討伐は依頼に入っていないのでな」

　ピィが魔法を無効化することに特化した魔物ならば、カマキリの魔物は速度に特化している。強靭な足と背中の小さな羽を用いて、縦横無尽に駆けまわる。

　小手調べの攻撃を防がれたカマキリの魔物は、バックステップで即座に距離を取った。アレンの追撃は届かず空を斬る。

「天使のタリスマンをいち早くネブラフィス様にお届けせねば……ピィ」

「あーい」

「足止めは任せた」

　入れ替わるように『蝶化身』のピィが道を塞ぐ。

「待て！」

　アレンが声を上げた時には、既にカマキリの姿はなかった。

　息を整えたファンゲイルが、アレンの横に並び立つ。

「天使のタリスマンは聖女の魂に作用することがわかっている。……聖女ちゃんに何かするつもりなのかもしれない」

「あっさり取られて良かったのか？」

　ファンゲイルが執念深く追い求めたものだったはずだ。そのせいで王国が長年被害を受け続けたのだから、アレンとしては複雑な心境である。

「まさか。取り返すよ。天使のタリスマンには探知魔法をかけてあるから、追いやすくなったね」

「そうか。まあどの道、やることは変わらない。急ぐぞ」

　目を合わせて頷き合う。

　本来相容れないはずの二人だが、同じ目的を持つ者同士、奇妙な一体感が生まれていた。

「うふふ、通さないよぅ」

「永久凍土」

「ざんねん──白紋羽」

　ファンゲイルが放った冷気の魔力は、ピィの鱗粉にかき消される。羽ばたくたびに舞い上がる白い粉は、触れた魔力を消滅させる。柔魔のように密度の低い魔力では、立ちどころに消え魔法を維持できない。

　しかし、硬魔なら話は別だ。

「はぁああああ！」

　ファンゲイルの魔法は目くらまし。

　アレンが硬魔を滾らせる。聖剣に注ぎ込まれた高密度の魔力が刃を一層輝かせる。空中に漏れ出た魔力すら、目視できるほどに濃い。

　強化された肉体が、衝撃波をまき散らしながら突っ込む。

「うへぇ、やばば」

「ホーリーセイバー！！」

　ゆっくり戦っている暇はない。

　アレンは全力で、聖剣を振り抜いた。

「いたた……」

「避けられたか」

「あたし、剣はダメなんだよねぇ。まあ、死にたくないから通してあげてもいいけどぉ……たぶん、もう遅いよ？」

　聖剣の直撃こそ避けたものの余波だけで吹き飛ばされたピィは、力なく笑った。

　カマキリの魔物は目にも止まらぬ速度で走ることができる。さらに、彼にとっては慣れた道のりだ。アレンたちが追いつくことは難しい。

「足止めできたのはちょっとだけだったなぁ。でもでも～、儀式が始まったら止められないからね～」

「儀式だと？」

「うふふ、じゃああたしは安全なところにいよっと。ばいばい、『不死の魔王』。ネブラフィス様はさらなる高みへ行く。そうしたら、あなたもお終いだね」

「おい、待て！　儀式ってなんだ!?　セレナに何かするつもりなのか!?」

　アレンがピィを捕まえようと手を伸ばす。彼は意識せずとも硬魔を扱えるように訓練しており、対魔法特化のピィには有利だ。回避しようとしたピィを、壁際に追い詰める。

　捕まえた。そう思った時、洞窟の壁がまるで生き物のように変形し、口を開いた。

「ばいばーい」

　『湿地洞窟』は自然の洞窟ではなく、『蟲の魔王』ネブラフィスが生成したダンジョンだ。

　普段は洞窟の形状を維持しているが、ピィの鱗粉によって溶けるように作られている。鱗粉がなくなると元に戻るため、彼女専用の抜け穴というわけだ。

「くそっ！」

「あの子は別に脅威じゃないよ。問題は『蟲の魔王』だ。きっと、この下にいる」

「そこにセレナもいるんだよな？」

「そう。そして聖女ちゃんを攫った『異端審問官』もね」

　目的はあくまで、セレナを救い出すことである。

　ピィの討伐はひとまず諦め、先を急ぐことにした。

　歩き始めてすぐに、アレンは眉を顰めて振り返る。

「……身体、大丈夫なのか？」

「僕はアンデッドだよ？　肉体の損傷なんて関係ないよ。聖魔力のせいで治りづらいけどね……」

　ファンゲイルの身体はぼろぼろで、さっきから足元がおぼつかない。

　もっとも、痛みとは無縁なので魔力によって無理やり身体を動かしている。アンデッドの強みだ。

「君こそ、魔力使いすぎじゃない？」

「出し惜しみして、後悔したくないんだ。転んでもぶっ倒れても、セレナを捜し出して助ける。それが子どもの頃からの俺の役目だからな」

「一途だね」

　ファンゲイルはどこか懐かしそうに目を細めた。

　雑談はここまでだ。自然と会話はなくなり、足早に洞窟を進んでいく。

　無数に分岐している道を、迷いなく選び取る。彼らの魔法は、セレナが囚われている地下教会までのルートを完璧に示していた。

　道中の虫は氷漬けにし、人造人間は魂を肉体から強制的に解放することで対処する。

　そして……ついに地下教会に辿り着いた。

「ここだね。あはっ、とてつもない魔力を感じる。ミレイユじゃなくてもわかるよ」

「教会か……？　ここにセレナが……っ」

「慎重にね」

　今にも飛び出しそうなアレンに、そっと釘を刺す。

　アレンは扉に伸ばした手を一度引き、聖剣をしっかり握り直してから扉を開いた。

　まず目に入ったのは、地面と壁に広がる魔法陣だ。脈動するように光を点滅させ、魔力を循環させている。

　その中心には人間がすっぽり入るほどの、大きな鎖の塊。まるで何かを閉じ込めているような風貌の球体だ。

　その奥に佇むアザレアが、にいっと口元を歪めた。

「あら、意外と早かったわね。でも残念……もう遅いわ」

「セレナはどこだ！」

「目の前にいるわよ？　ああ、既に聖女ではなくなっているかもしれないわね」

　そう言って、中心に鎮座する黒鎖を指差す。

　アレンは鎖の中にセレナがいることを察すると、思考するよりも先に飛び出した。

「セレナを放せぇええええ」

「もう。せっかちね。もうすぐ終わるから待ってなさい」

　レイニーのグレイプニルとは正反対の見た目をした鎖が、アレンの行く手を阻む。『異端審問官』は『枢機卿』と対になるギフトだ。『枢機卿』が魔物討伐に特化しているのに比べて、『異端審問官』は人間を相手にした戦闘で真価を発揮する。

　すなわち、魔力と魔法の無効化である。聖魔力も例外ではない。

　聖剣に巻き付こうとする鎖を振り払い、アレンはバックステップで元の位置に下がる。

「くっ……！」

「アイシクルショット」

　入れ替わりでファンゲイルが氷の弾丸を飛ばした。

　アザレアとセレナが囚われる鎖の塊に向け、一発ずつ。しかし、どこからか飛んできた白い糸に絡めとられ、停止した。

「おいおい、今一番良いところなんだから邪魔すんなよ」

「ネブラフィス……君、魔王のくせに人間に従うなんて、見下げたものだね？」

「はっ、世の中金だよ、金。老人は考えが古臭くていけねぇ」

「どうやらアンデッドになりたいみたいだね」

　下半身が巨大な蜘蛛の姿をした、女性型の魔王……『蟲の魔王』ネブラフィスがファンゲイルの前に立ちふさがった。

　この間も、セレナの儀式は着々と進んでいる。

　天使のタリスマンを媒体として、聖女の魂に神の魔力が送り込まれているのだ。教会に蜘蛛の糸のように張り巡らされた魔法陣が、神魔力の循環を制御する。

　セレナの魔力が全て塗り替わった時……神がこの世に顕現するのだ。

「セレナ！　中にいるのか!?　起きろ！」

　鎖を弾きながら、アレンは必死に声を上げる。

「遅くなってごめん！　セレナ、俺だ。アレンだ！」

　幼いころ、屋根裏に閉じこもるセレナを呼びに行ったように。

「セレナは単純だけど強い奴だから、放っておいても大丈夫だと思っていたんだ。王宮入りした時も、魔王に連れていかれた時も、セレナの言葉に甘えて動こうとしなかった。いつだって、お前一人が犠牲になっていたのにな」

　聖剣の魔力すら消し去る黒い鎖に、より多くの魔力を籠めることで対抗する。

　アザレアは余裕の表情を崩さない。だが、アレンは着実にセレナに近づいていた。

「それぞれ違う場所で家族を守る。そんな約束をしながら、俺は結局守られているだけだった。一番守りたい人も守れず、ただ見ているだけで……」

「うっ、しつこいわね……っ」

　鞭のようにしなる何本もの鎖の隙間に、アレンが滑り込む。全ての攻撃が収まるほんの少しの隙をついて、一気に駆け抜けた。

　セレナのいる鎖の塊に聖剣を突き立て、こじ開ける。

「俺はもう、お前を諦めたくない。そのために強くなったんだ。だから──」

「ふう……ギリギリだったわね」

「え？」

「儀式はちょうど今、終わったわ。それは聖女ではないの。地上に降りた神よ！」

　鎖の牢獄の中には、セレナがいた。目を閉じ、浮遊している。

　アレンはおそるおそる、彼女の手を取って引っ張る。触れるだけでひりひりとした痛みが走るほどの、濃密で異質な魔力。

「セレナ……？」

　セレナを抱きしめて、アレンは呆然と呟いた。

　様子がおかしい。

「命令よ、神様？　その男を殺しなさい！」

　セレナはそれを聞いて、ゆっくりと目を開いた。
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　ここはどこだろう。天使のタリスマンの中？

　私はどうなったの……？

　処刑されたあとの、ヒトダマになる前と同じだ。

　意識だけがあって、身体の感覚がない。霊体すらも失い、また魂だけになったみたいだ。

　ギフトは魂に宿り、意識によって制御される。

　生前の私になんらかの方法でかけられた術は、意識と魂を固定化し、霧散しないようにするものらしい。

　全ては、天使のタリスマンに捧げるため。

　人造人間にされた神官たちも、私と同じように意識があったのかな。

　生きたまま、あるいは殺されて魂を抜き取られ、仮初の肉体に入れられる。想像を絶する死に方だ。

（私たちは皇国のおもちゃじゃないのに）

　もちろん皇国の中でも、アザレアたち『革新派』だけなのだろうけど。

　真面目にギフテッド教に尽くしていた神官たちを使って、水面下で悪事を働いていたのだ。

　完全に綺麗な組織だと盲信していたわけではないけど、少なくとも民のためになることが教会の在り方だと思っていた。

（これは……聖属性の魔力？　でもなんか違う……）

　どろりとした、重たい魔力が流れ込んできた。私の魂に侵入して、中を満たす。

　不思議と嫌な感じはしない。聖属性の魔力に似ている。

　ああ、そうか。

（これ、神様の魔力だ）

　神託を使った時に、ほんのわずかだけど感じたことがある。

　神様って本当にいたんだね。てっきり、ギフテッド教の作り話だと思ってたよ。って、聖女がそんなこと言ったらダメか。

　アザレアの悲願とやらも、あながち夢物語ではなかったらしい。

　神を現世に降ろして、支配する。そんなことが可能なのかは不明だけど。

（やだなぁ。私、神様に乗っ取られちゃうのかな）

　痛みもなく、魂が満たされていく。

　意識が希薄になっていくのを感じる。温かい魔力に包まれて、まどろむような感覚で心地いい。

　でも、着実に自分が消えていくことに対する恐怖のほうが上回る。

　必死に意識を保とうとするけど、おそろしい眠気が私を襲う。

（もー！　神様ならそっちで抵抗してよ！　このままだと人間にいいように使われちゃうよ！）

　ギフテッド教は唯一神様を信仰対象として崇めてきた。ギフトを授けてくれて、『神託』を使えば詳細に教えてくれる。そんな存在として。だから、『神託』を使える神官たちは特権的な地位にあったし、ギフテッド教は大陸のほとんどの国で国教とされるほどに勢力を伸ばしてきた。

　もし、そこに本物の神様の力が加わったら……世界統一も、不可能ではない。

　神様にとってそれは、不本意なことではないの？

　もしかしたら、神様に人格なんてないのかもしれないね。

　流れてくる魔力は一定で、抵抗している様子はない。神様の魔力は絶え間なく流れ続け、私の魂を侵していく。

　自分が自分でなくなっていく感覚だ。

（やだ、死にたくない）

　もう死んでるけど！

　『聖女』のギフトはあらゆるギフトの中で最高位のものだ。つまり、普通の人よりも強い魂を持っている。

　神様を呼ぶのに聖女の魂が必要だというのも納得できる話だった。こんな重たい魔力、聖属性に高い適正を持つ強靭な魂じゃないと耐えられない。

『セレナさん。可愛らしい聖女さん』

　音なんて聞こえないはずなのに、どこからか声がした。

（だれ？）

『わたしはトアリ。五百年前の聖女ですよ！』

（トアリさん……ファンゲイルの恋人の？）

『こ、恋人だなんて！　……間違ってはないです！』

　声から嬉しそうなのが伝わってくる。透き通った美しい声だ。

　五百年前、ファンゲイルが人間だったころに聖女をしていた女性……だよね。あのドレスを着た人骨の、生前の人格。

（とっくの昔に死んだんじゃ……まさか、お、オバケ!?）

『何言ってるんですか。セレナさんだってそうですよ』

（そうだった）

　冥国は死者ばかりなので、驚くのもおかしな話だね。でも、アンデッドになったわけでもないのに意識が残っているのはなんでだろう。ファンゲイルが知ったら喜ぶね。

『残念ながら、私の魂が無事なわけじゃないですよ』

　私の考えを見透かしたように、トアリさんがそう言った。

『これは天使のタリスマンの中に残った、魂の残滓です。魂のほとんどは時間の経過とともに風化して、今ではちょこっとしか残ってないんですよ』

（残滓だけで意識を保ってるの？）

『死ぬ瞬間、ゲイルと離れたくない～って願ったらできました！』

　えへへ、とはにかむ声がする。この子、本当にファンゲイルが好きなんだなぁ。

　願っただけで叶うなんて、さすがファンゲイルが史上最強の聖女と評するだけある。……信仰心の差？

『ずっと封印されてたんですけど、ファンゲイルが見つけてくれました！　その後は、タリスマンの中から様子を見ていたんですよ。ゲイルったら、あんなに私の身体を抱きしめてくれて……きゃぁああ』

　ファンゲイル大変！　骨とイチャイチャするという変態行為が好きな人にバレてるよ！

　なんか喜んでるみたいだけど！

　大先輩なのに、可愛いなぁという感想しか浮かばない。

『こ、こほん。私がセレナさんに話しかけたのは、のろけるためでも、ゲイルをとらないでって牽制しにきたわけでも、あのミレイユって子なんなの!?　……って話をするためでもありません』

（は、はい）

『私はもうとっくに消滅した身。でもセレナさん……あなたにはまだやることがあるはずです』

　天使のタリスマンの中で、トアリさんが優しく言った。

　何も感じない空間。私とトアリさんは魂だけになって、向かい合っている。

　五百年間も囚われていたのに、明るく話す彼女に少し悲しくなる。理不尽に命を奪われたトアリさんは、せっかく再会したのにファンゲイルと言葉を交わすこともできない。

　状況は少し違うけど、ひどく共感できる。

（私がやるべきこと……うん、ここから出て、アザレアを止めないと。……でもどうやって？）

　儀式はもう始まってしまった。

　魂は天使のタリスマンに吸収され、神様の魔力で半分ほど満たされている。抵抗もできない。

『セレナさんなら大丈夫ですよ。だって、大切な人がいっぱいいるんでしょう？』

（うん。大切な家族だよ）

『その気持ちがあれば、必ず奇跡は起きます！　なぜなら、私たちは聖女だから！　大切な人を守りたい。その願いが、私たちを強くするんです！』
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　ただの根性論……？

　けれど、トアリさんの口調は自信満々で、妙な説得力がある。

『それに、外の人たちの想いも届いているはずです』

（想いが届くと、何か意味があるの？）

『ええ。私たちは聖女ですから。集中して、感じてみてください。きっと、力になりますから。心や祈りはどれだけ離れていても、どこにいても通じますよ』

　祈りの力……それはたしかに、感じたことがある。

　レイスから聖霊に進化する時、人々の祈りが私に流れ込んだ。そのおかげで条件を達成し、聖霊になれたのだ。

　魔物だからじゃなくて、聖女の権能だったんだね。トアリさんは理論よりも感覚を重視するタイプみたいだから、いまいち要領を得ないけど、たぶんそういうことだと思う。

　史上最強の聖女、かなり感覚派！

（みんなの想い……）

『ふふふ、アレンくんでしたっけ？』

（うん、私の幼馴染で、家族で……婚約者なの）

『わぁ、いいですね！　そういう関係！　私もファンゲイルと結婚したかったなぁ！』

（……私も死んじゃったんだけどね）

『セレナさんはまだ間に合いますよ！　ほら、早く出ないと神の魔力に負けちゃいます』

　アレンは今、どこにいるのかな。

　ううん、会ってなくてもわかる。アレンは私を助けるために動いてくれているはずだ。泣き虫で一人では何もできない私を、いつも引っ張ってくれる人。聖女として働いていた時も、彼との約束があったから頑張れた。

　そうだ、私はいつだって、神様じゃなくてアレンを想っていたんだ。いるかもわからない偶像じゃなくて、アレンや孤児院のみんな、守るべき民……そういう人たちのために、私は頑張る。

（アレン……みんな……）

　聖霊に進化した時の感覚を、頑張って思い出す。

　耳をそばだてるのではなく、自分の中に意識を向ける。人々の祈りはいつだって、私の中に届いているから。

『感じるでしょ？』

（うん……村の人たちがね、私を信仰してくれてるの。ちょっと恥ずかしいけど）

『わお、神様扱いは私もされたことないです。それで？』

（レイニーさんがね、ずーっと、毎日、私の無事を祈ってくれてた）

『うんうん、大事にされてるんですね』

　そして、もちろん。

　──セレナ！

　アレンの声が聞こえる。

『セレナさん、もう説明はいらないですよね』

（うん！　大丈夫。ありがとう、トアリさん）

『いえいえ！　私が意識を保っていたのは、きっと今日のためですから』

（違うよ。トアリさんは生き返って、ファンゲイルと暮らすんだから）

『そんなことできませんよ～。言ったでしょう？　これは魂の残滓でしかないんです。私はもうとっくに消えているんですから』

　トアリさんの魂が消滅寸前なのは、感覚としてわかる。意識を保ったままアンデッドにするなんて到底不可能だ。

　でもそれじゃ、ファンゲイルがやってきたことは無駄だったの？　トアリさんの魂を吸収した天使のタリスマンに望みを託して、やっと手に入れたのに……。

　トアリさんもちゃんとファンゲイルに会いたいはずなのに、全てを呑み込んだような声音で言葉を続ける。

『セレナさん、最期に伝言を頼んでもいいですか？』

（……うん、任せて）

『ありがとうございます。じゃあ──』

　彼女の言葉を一つ一つ、魂に刻み込む。

　五百年越しの言葉だ。直接伝えることは、もうできない。

　私まで悲しくなってくる。でも気丈に振舞う彼女に水を差すようなことはしない。私にできることは一字一句聞き逃さないことだ。

（ばっちり覚えたよ！　ファンゲイルには、絶対伝えるから）

『よろしくお願いしますね。じゃあ、私は消えます。いえ、セレナさんの中に入ると言ったほうが正しいでしょうか？』

（えー、トアリさんの魂なんて食べたくないよ）

『ちゃっかり怖いこと言いますね……。そうじゃなくて、力だけ渡す感じですよ。ついでに神様の魔力も貰っちゃいましょう！　聖女二人分の奇跡なら、神様くらい余裕ですよ』

（トアリさんもなかなか悪いこと言うね！）

　魂だけになっても、私たち二人は聖女だ。

　聖女の奇跡は、ミレイユやファンゲイルの魔法理論でも説明がつかない。扱うのが難しい代わりに、無限の可能性を持つ。

　──セレナ！　起きろ！

（アレン！！）

　アレンの声が聞こえた気がした。黒い鎖に閉じ込められていても、魂だけになっても、彼の声が道標となる。どこにいても、一筋の光となって導いてくれる。

　トアリさんの魂がすうっと消えて、なくなった。




『進化条件を達成しました。必要条件：神魔力　特殊条件：信仰』




「セレナ……？」

　突然身体の感覚が戻ってきて、アレンの声がはっきりと聞こえた。

　なんでそんな悲しそうな声なの？

　やっと会えたんだからもっと喜んでほしいな。

　さっきまで魂だけの状態だったから、突然戻ってきた身体の感覚と膨大な情報に、少し困惑する。

　それでもアレンを安心させたくて、ゆっくり口を開こうとした。

「何をしているのかしら？　神よ、あなたは既にアタシの支配を受けているのよ！　さあ、勇者を殺しなさい！」

　アザレアが勝ち誇ったような言葉を吐いている。

　あれ、私に言ってる？

　そういえば、私を依り代にして神様を降ろすとか言っていた気がする。その証拠に、私の中で神魔力が渦巻いている。さっきまで、私の魔力を塗り替えようとしていた魔力だ。

　でも、同時に聖属性と闇属性も存在している。元から持っていた魔力もなくなっていない。

「セレナ、嘘だよな……？　いなくなったりしてないよな……？」

　うん、大丈夫だよ。

　私が神様に支配されることなんてない。トアリさんが、アレンが、私を信じてくれるみんなが、私を繋ぎ止めてくれたから。




『進化条件を達成しました。必要条件：神魔力　特殊条件：信仰』




　身体が戻ってきて、魂の底から力が湧き上がってくる。




　久しぶりの感覚だ。魔物特有の、存在自体を大きく強化しランクを上げる現象。




『進化が完了いたしました』




　目をゆっくりと開く。アレンの戸惑ったような顔が視界に飛び込んできた。

　神魔力が全身を満たしていく。借物だったそれが、定着して身体を作り変える。背中のあたりがうずうずするね。

　変化に身を委ねる。




『種族……天使』




　バサッ、という音がして、背中から鳥のような大きく白い翼が生えてきた。

「アレン、待ってたよ！」

「セレナ！　大丈夫なのか!?」

「うん！　なんともないよ」

　いや、なんともなくはないかな？

　翼が生えただけではなく、聖霊とは比べ物にならないほど魔力が増えている。数値にしたら十倍は下らないと思う。

　しかも、神魔力も使えるようになった。

「な、なんで意識が残っているのよ！」

「ハハッ、面白いな！　魔物が神魔力を支配したのか？　そんなこともあるんだなー」

　アザレアの目論見では、私は神様に乗っ取られているはずだった。

　そもそも、神様を支配するなんて本当にできたのかな？　私に注ぎ込まれていたのは確かに神様の魔力だったけど、意識のようなものは感じられなかった。

　あるいは、神魔力を持つ聖女の魂、という存在を手に入れることが目的だったのかもしれない。神様なんて誰も見たことがないのだから、神魔力さえあれば実質神様みたいなものだ。

「セレナ、その姿は……また進化したのか？」

「私、なんと天使になっちゃった」

「天使？　それはまた、遠い存在になったな」

　村の人たちに否定したのに、本当に天使になるとはね。
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　でも、魔物なのは変わっていない。ギフテッド教における天使と同一ではないことは確かだ。

　結果的に、アザレアが作ろうとした通りに、神魔力を操る存在になっている。

　彼女にとっての誤算は、儀式に組み込まれた隷属の術式が作用していないことだ。

「ううん、私はどんな姿になっても、アレンの家族だよ。遠くなんかない」

「ああ、わかってる。これからは離れない。それに俺も強くなったからな」

「おお、それは楽しみだね！」

　ここまで無事来られたのは、『勇者』のギフトを使いこなせた証拠だもんね。

　アレンがいつの間にパワー系になってる！　家事と育児が得意な男の子だったのに……。

　まあギフト渡したの私だけど。

「えっと……神様の魔力はどう使うんだろう……」

　三種類の魔力が反発することなく体内で渦巻いている。でも、操作が慣れている聖魔力や魔物にとって身体の一部ともいえる闇魔力のように、上手く操ることができない。

　背中の翼は神魔力で形成されているようなので、翼に意識を集中させる。

「えいっ」

　すごい、翼にもちゃんと感覚がある！　ヒトダマとかゴーストとか、人の形からかけ離れた姿も経験してきたから今さら感は否めないけど。

　翼を広げ、身体を捻ることでそれを振るった。私の周りに残っていた黒い鎖は、翼に触れた瞬間ぽろぽろと風化するように消えた。

「おお、すごい！」

「それ、動くんだな……」

「天使だからね！」

　天使に進化したことはびっくりしたけど、翼も結構可愛いかも。あと、服も豪華になっているね。法衣なのは変わらないけど、装飾が増えている。

「じゃああとは……」

「ああ。あいつらを倒さないとな」

　アレンと手を繋いで、アザレアに顔を向けた。

「ははっ！　いいね！　オレと戦ってくれよ！」

「ネブラフィス、君は僕と遊ぼうよ。あ、聖女ちゃん、おかえり。こっちは任せて」

「ファンゲイルッ！　いいぜ、本気で潰してやるよ」

「君が？　あはっ、無理だよ」

　『蟲の魔王』ネブラフィスと『不死の魔王』ファンゲイル、二柱の魔王が、正面から衝突する。

　地下教会はかなり広いけど、魔王同士の争いに耐えられるか心配だ。

　とはいえ、アザレアに加えて魔王まで相手するのは大変なので助かる。ファンゲイルにはトアリさんの伝言を伝えないといけないから、死なないでね。

「何よ……」

　『天使』に進化した私を見て、アザレアがわなわなと震えた。

「おかしいじゃない。儀式は成功したはずよ。術式も間違いないし、天使のタリスマンだって正常に作用していたのに……」

　術式に関してはわからないけど、たしかに儀式は成功していたんだと思う。

　アザレアは頭を掻きむしって、私を睨みつけた。髪が乱れる。

「アザレア、あなたの作戦は失敗だよ」

「失敗……？　アタシが？　そんなわけないわ。この日のために一生を費やしてきたのよ！　くだらない演技までして……。神を手に入れる、そのためだけに、アタシの人生は！」

　アザレアも若いから、革新派とやらの言いなりになっていただけなのかな。『異端審問官』という、強力なギフトを持ってしまったばかりに、彼女は生まれながらにして運命が決まってしまった。

　でも、だからって罪が消えるわけではない。

「たくさんの神官を殺して人造人間を作ったり、トアリさんを殺したり……あなたたちは、人の道を外れたことをたくさんしてきた」

　既に人ではない私が人の道を説くのもおかしな話だけど。

「ええ、そうよ！　全ては皇国がより強い国になるため。ギフテッド教が世界を支配するために！　あなたたちだって、大好きな神様のために死ぬなら本望でしょう？」

「……何を言っても、私はあなたを許せないよ。でも、一つだけ感謝していることがあるの」

　翼を広げて、空中に飛び上がる。

　魔力を消し去るアザレアの鎖も、神魔力の前では無力だ。神属性は全ての属性に対して優位に働く。『異端審問官』だって聖属性のギフトには変わりないのだから、神魔力に抗うことはできない。

　魔力自体はまだ上手く制御できないけど、神魔力でできた大きな翼は身体の一部のように動かせた。

「私は死んだおかげで、本当に大切なものに気づけたんだ。あのまま王宮で聖女をしていたら、多分私は幸せになれなかった。貴族や王子に嫌味を言われても、みんなのためだから頑張ろう、なんて思いながら、何かを変えようと努力することもなかったと思う」

　自分を殺すことが正しいことなんだと、信じて疑わなかった。

　聖女としての務めを果たしていれば、神官や民衆は慕ってくれたし、孤児院に仕送りもできた。でも、本当に欲しい日常は手に入らない。

「処刑されて、全てを失って……やっとそれじゃあだめだってわかったの。私は、アレンとの日常が欲しい。普通の女の子として、アレンと生きたい。そう思い知ったから」

　かなり遠回りしてしまったけれど。

　私は、やっとアレンと並び立つことができた。

「だから、ありがとう。私を処刑してくれて」

　自分を殺した相手にお礼を言うなんて、我ながらどうかしていると思う。

　もしかしたら、憎しみから目を背けたくて、格好つけているだけかもしれない。怨恨で戦うわけではないと自分に言い聞かせているのかも。

「俺は正直、セレナを殺したことを一生許せないけどな」

　アレンが微妙な顔をしている。

　まあ、そうだよね。だからこれは、私の自己満足だ。

　でも、私が現状に満足しているのは本当だ。

　色々あったけど、こうやってアレンと気持ちを確かめ合えたんだもん。

「もう勝ったつもり!?　隷属に失敗したなら……いいわ」

　怒りに顔を歪ませながら、アザレアが一歩踏み出した。漆黒の法衣を翻し、右手を高く掲げる。

　私とアレンも、咄嗟に身構えた。

「神魔力を手に入れたなら、あなたで十分よ。──直接支配してあげる」

「あなたたちの陰謀は私が止める」

　アザレアが一気に聖魔力を展開したかと思うと、それが全て鎖に変わった。黒い鎖が、絡み合って巨大な魚のような形になった。

「縛魚──ケートス」

　レイニーさんが聖なる鎖で巨人を作るのと同じかな。戦闘に特化した、アザレアの本気だ。

「セレナ、いくぞ」

「うん！」

　巨大な魚を模した黒い鎖が、空中をゆったりと泳ぐ。尾びれから頭の先まで滑らかに動くそれは、まるで生きた魚のようだ。

　よく見ると、魚を形成する鎖は常に回転し続けている。少しでも触れたら八つ裂きになるだろう。

「さあケートス、聖女を喰らいなさい」

　アザレアがそう言うと、鎖の魚は金属音を鳴らした。

　尾びれから魔力を放出し、推進力を得る。まっすぐ私たちに突っ込んできた。

「聖結界！」

「ホーリーセイバー」

　聖結界で足止めすると同時に、アレンが聖剣を額に叩きこんだ。ホーリーセイバーというスキルによって拡張された刃渡りは、空間が歪むほどに濃い聖魔力を纏っている。

　しかし、ケートスに触れると制御を離れ、霧散した。

「無駄よ！　『異端審問官』は咎人を裁くためのギフト。聖属性の魔力は全て喰らい尽くすわ」

　ケートスが巨大な顎を開いて突進してくる。私とアレンは、左右に散って回避した。

「勇者も聖女も、魔力を吸いつくしたうえで奴隷にしてあげるわ！　魔力がなければ抵抗できないもの。神よりも扱いやすそうね？」

　『異端審問官』には、人を支配する魔法もあるのかな。神もコントロールするつもりだったみたいだし。

　今の私は神魔力を手に入れたから、もし奴隷にされたら結果的に目的を達したことになる。

「させないよ！　ホーリーレイ！」

　魚の軌道から離れて、アザレアにホーリーレイを放つ。ケートスという魔法は強力で、打ち崩すのは難しそうだ。だから、本体から倒す！

「霊域、聖域、聖結界」

　進化したことで、魔力は無尽蔵と言ってもいいほどにある。

　とにかく柔魔を展開しまくって、空間を戦いやすいように作り変えていく。聖域はアレンの魔力も上がるはずだ。

　『異端審問官』も聖職者には違いないけど、私が拒絶している限りは魔力を利用されることはない。

「小細工ね。でも、アタシには勝てないわよ。──魂の銀河」

　霊域で満たされる教会の中に、アザレアの魔力が割り込んでくる。

　ていうか、いつの間にファンゲイルとネブラフィスがいなくなっているね。教会から出て、違うところで戦っているみたい。

「魂の通り道に、アタシは干渉できるのよ。アタシの魔力は銀河を通って、どこからでも出すことができる。つまり……」

　突然、私の真横でアザレアの魔法が発動した。銀河の入口が開く。

「──っ!?」

　空間そのものを切り裂いたような、黒い結界。そこから、小さな魚が一匹、飛び出てきた。

「エンジェルウィング！」

　私の胸に突進してくる魚に向けて、翼を振るう。

　よし、大丈夫。神魔力なら鎖の魚にも対抗できる。

「一匹だけじゃないわよ？」

　アザレアの余裕そうな声。それと同時に、そこら中で銀河の入口が開いた。

　魚も一匹や二匹ではない。巨大なケートスを中心に、たくさん小魚が泳ぎ回っている。まるで水中にいるかのようだ。

　ただ泳ぐだけではない。『魂の銀河』を自由に出入りして、瞬間移動のような動きをしている。おかげで、どこから攻撃が来るのか読めない。

「アレン、気を付けて！」

「ああ、小さいやつなら大丈夫だ！　なんとか切れる！」

　吸収されるよりも多くの魔力を籠めれば、対抗できるみたいだね。

　でも、それだけではじり貧だ。

「逃げてばかりね。いい気味だわ」

　空中を魚たちが泳ぐ姿は、どこか幻想的だ。

　霊域で空間を把握しているけれど、『魂の銀河』を使った瞬間移動のせいで反応が遅れる。

「うっ、いったーい」

　腕の辺りを魚が掠めた。

　たったそれだけで、存在が削られる感覚がある。何度も受けたらまずい。

「なら……！　不定形結界……天女の羽衣」

　時間稼ぎにしかならないけど、ないよりはいいよね。

　硬魔で作った布で、魚たちの突進を受け流す。硬魔も構わず喰らう魚たちだけど、一瞬でも時間が稼げれば十分だ。

「いきなさい、ケートス」

　小魚に気を取られていると、たまに大魚が攻撃に参加してくる。動きは緩慢だが、触れられればひとたまりもない。

「セレナ、俺の後ろに！」

「でも……」

「俺は勇者になったんだぞ？　魚くらい、大丈夫だ」

　アレンは私の前に躍り出て、聖剣を構える。

「ホーリー……セイバァアアア！！」

　すごい、私の全盛期でも、こんな大量の魔力を一度に出すことはできないよ。

　聖属性の硬魔に特化した『勇者』のギフト。皇国の虎の子『聖騎士』よりも上位の力を持つそれは、近接戦闘において最強格だ。

「はぁあああああ！」

　白く輝く聖剣が、天井に届きそうなほど大きくなった。

　上段から振り下ろし、ケートスを正面から受け止める。

　アレン、すっごく強くなってるね。目の前の背中は、とても大きくて、頼もしい。

　空気を震わせるほどの衝撃音が響いて、アレンは聖剣を下ろした。ケートスは……バラバラの鎖となって、地面に落ちる。

「反撃だ」

　アレンが聖剣をアザレアに向けた。

　アザレアは強いし、私を処刑に導いた相手だから若干の恐怖心もある。

　でも、どうしてだろうね。

　アレンとなら、負ける気がしない。

「お願い、神様。魔力を使わせて……！」

　聖魔力と闇魔力だけでは、アザレアの黒鎖を突破できない。

　新しく手に入れた神属性の魔力。土壇場だけど、使いこなさないと。

「エンジェルウィング」

　死霊の身体は、主に闇魔力で形成されている。聖霊に進化した時に、そこに聖魔力も混ざった。いわば、混合魔力だ。

　でも、天使の翼は違う。背中から繋がっているのに、純粋な神魔力だけで成り立っているのだ。だから、硬魔のようにぶつけるだけで神属性の攻撃ができる。

　体外に放出するような使い方は、まだできない。他の魔力と性質は似ているのに、上手く扱えないのだ。

「アレン、いっくよー！」

　軽く羽ばたくだけで、翼がキラキラと輝いて身体が浮かび上がる。推進力も旋回も、以前の比ではない。

「ホーリーセイバー！」

「眩しいわねェ！　ケートス！」

　アレンに壊されたはずの鎖の大魚が、再び姿を現した。

　次々と虚空から生える鎖が、小魚や大魚の姿に変わっていく。とんでもない魔力量だね。

「はあっ！　はっ！　セレナ、俺から離れるなよ！」

　爆発力のあるアレンの攻撃でも、一体ずつ倒すので限界だ。

　魔力量では負けてないけど、アザレアの鎖は魔力を吸収する。持久戦になったら不利なのはこちらだ。

「ふふふ、アタシの銀河では、誰も逃げられないのよ？」

　宙を泳ぐ魚たちは、不規則に『魂の銀河』に入り、別の場所から出現する。霊域でも知覚できない場所を通るため、反応が遅れてしまう。まるでそれぞれが意思を持っているように動くため、予測するのも難しい。

「アレン、一匹ずつ倒していても意味ないよ。私についてきて！　エンジェルウィング！」

　小魚を消し飛ばしながら、空中で旋回した。翼を折りたたみ、アザレアに頭を向ける。

「とりゃー！」

　そういえば、ピィを倒す時にも突進した気がする！

　近接戦闘なんてできないから、仕方ないね。翼で身体を包んで、錐揉み回転しながら突っ込む。疑似的な神魔力の硬魔は、魚たちを次々と撃ち落とした。

「そんな強引な……ッ！　ケートス！」

　彼女を守るように、大魚が大口を開ける。

「アレン！」

「デカイ魚は既に攻略済みだ！　ホーリーセイバーッ！」

　勇者の並外れた身体能力で、私の背後にぴったりついていたアレンが聖剣を掲げた。

　数が多くて対処できないなら、一点突破すればいい。攻撃力は私たちのほうが上だからね！

「はぁああああ！」

「さっきと同じだとでも？　ケートス！　喰らい尽くしなさい！」

　同じ魔法でも、使用者の加減によって強度や効果はがらりと変わる。私も、聖結界で形や強度、対象範囲なんかを細かく変えられるしね。

　アザレアの鎖はレイニーさんのそれと似ているけど、魔力を吸収する性質を持っている。そして、その強さは籠める魔力量によって変わる。

　アザレアはケートスの尾びれに手を添え、惜しむことなく魔力を注いだ。

　対するアレンも負けじと聖剣に魔力を流すが、だんだんと押され始めた。聖剣の輝きが、光を失っていく。

「くそ……っ。セレナ、俺のことは気にせず、今のうちにあいつを！」

「ダメだよ。私は離れない」

　ケートスは大きすぎて、エンジェルウィングでは破壊しきれない。

　でも、このままアレンが押し切られたら共倒れだ。

「……アレン、私を信じてくれる？」

「は？　当たり前だろ」

「うん。知ってる」

　アレンの背中に、そっと手を添える。

　今の私では、神魔力を体外に放出できない。厳密に言えば、出すだけならできるけど制御できず消えてしまう。

　でも、アレンと一緒ならできると思うんだ。

「今からアレンの身体を通して、聖剣に神魔力を流すね。アレンはなるべく抵抗しないで、受け入れてほしい。もしかしたら、ちょっと痛いかもしれないけど……」

「セレナがちゃんとコントロールしてくれるんだろ？」

「うん。任せて」

「おう、任せる」

　覚悟を決めて、後ろからアレンの腰に手を回す。翼を広げ、神魔力を滾らせた。

　ああ、こうしていると安心するな。教会の屋根裏で会った時は触れ合うこともできなかった。身体の感触や温度は感じられないけど、代わりに魔力の波長が伝わってくる。

「いくよ」

　これはアレンが『勇者』だから辛うじて可能な荒業だ。

　天使の翼から流れた神魔力が、アレンの身体に入り、聖剣の先まで伝わっていく。

「あっ、がっ……」

　アレンは歯を食いしばって、暴力的な魔力を受け入れた。少しでも抵抗すれば、彼の魔力が異物を追い出すだろう。でも、私の魔力はすんなりと受け渡せた。

　聖剣が、より一層神々しく煌めく。神魔力を纏った聖剣に、斬れないものはない。

「アレン！」

「うぉおおおおおおおお！」

　アレンは雄叫びを上げて、ケートスを切り裂いた。

　そのまま、アザレアに向けて聖剣を振り下ろす。彼女は口をぽかんと開けて、迫る聖剣を見ていた。

　散っていた小魚が一斉に寄ってきて盾となるが、神魔力に触れた瞬間消滅する。

　そして……アザレアは崩れ落ちた。

「か、勝った……！」

　アザレアが仰向けに倒れたのを確認して、アレンが深く息を吐いた。

　同時に、地下教会に展開されていた鎖や結界の魔法が消える。禍々しい空気はなくなり、静寂に包まれた。

「待って、まだ意識があるかもしれないよ」

「あ、ああ。でも、どうするんだ？　さすがに殺すのは……」

　アレンは慌てて聖剣を構え直すが、既に覇気はない。

　甘い考えかもしれないけど、私も同じ意見だ。魔物を殺すことに抵抗はなくても、人間相手だと憚れる。たとえ相手が、私の処刑に関与した相手であっても。

「私がやる」

「え、いや、セレナが殺すくらいなら俺が」

「殺さないよ」

　アレンの横を通って、アザレアに近づく。

　彼女は聖剣を正面から受けたため、胸から腰にかけて惨たらしい傷がある。法衣は焼け焦げ、血が溢れていた。

　でも、虫の息だけどまだ生きてはいるみたい。聖剣の刃渡りはアレンの意識次第だから、咄嗟に手加減したのだろう。

　アザレアの横に座って、手をかざした。

「ヒール」

　私の行動に、アレンがぎょっとする。

　アレンを人殺しにはしたくないからね。結果的に私は無事で、神様も支配されていない。だから、彼女を殺す理由はないよ。

　アザレアだって、運命に踊らされただけの少女だ。

　私の首にかかる『天使のタリスマン』を巡る悲劇は、とりあえず終わった……と思う。

「生かしておいたら危ないんじゃないか……？　殺したくはないけど、放っておいたらまたセレナを狙うかもしれない」

「うん、捕まえておけるとも思えないしね。ファンゲイルに引き渡したらなんとかしてくれるかもしれないけど……」

　彼は魔王だ。人間に容赦はしない。

　殺すかもしれないし、実験に使ったりアンデッドにするかも。

　でもそれって、結局間接的に殺していることになるよね。

「大丈夫だよ。アザレアには、ちゃんと償ってもらうから」

　アザレアの胸の傷はすっかり塞がって、綺麗な肌に戻った。戦闘の跡が残る法衣の奥、身体の中に私の手を差し入れる。

　指先で直接、アザレアの魂を握った。魔力をほとんど使い果たし、意識を失った彼女に、魂を守る力は残っていない。

　もし今『ソウルドレイン』を使えば、ほとんど抵抗なく吸い取れると思う。食べたくなんかないけど。

「ギフトがなければ、アザレアは脅威でもなんでもないよね」

　使うのは、『天使』の種族スキル。神の使いの名を冠していても、この身は魔物だ。進化した際に、例の漏れず種族スキルを獲得している。

　そのスキルは──『天罰』。

「生まれた時から縛り付ける鎖から、あなたを解放してあげる。──天罰」

　感覚としては、アレンに『勇者』を与えた『祝福』のような、他者の魂に干渉する魔法だ。無抵抗の相手にしか使えない、神のごとき権能。

　ギフトの消去、である。

　私の手から、神魔力が直接注ぎ込まれていく。

「う……っ」

　眠っているアザレアの喉から音が漏れる。身体がびくんと跳ねた。

　魂の中の、ギフトを構成している部分が消えていくのだ。想像を絶する痛みだろう。

　普通の人と同じレベルまで、魂の強度が下がる。天罰が彼女の魂を焼き焦がした。

「……ふう。神託」

　相手のギフトを見る聖女の魔法で、念のため確認する。

　神託の結果は、成功だ。『異端審問官』だったアザレアは、ギフトを持たない普通の人間になっている。

「ギフトを消したよ。これで、目覚めたあとも悪さはできないと思う」

　王国に侵入して令嬢のフリをしたりとか、ギフトが関係ない部分でも暗躍していたけどね。

　でも、一般人のレベルに留まる。私たちの脅威にはならない。

「そうか……一応、レイニーさんに引き渡したほうがいいかもな」

「あ、いいね。そうしよう」

　それにしても、ギフトを与えたり消したりできるって、かなり凶悪なのでは……？　ギフトは人間の生活に大きな影響を与える。私の裁量一つで、人生どころか国の命運まで左右できそうだ。

　うん、安易に使えないね。緊急時以外は封印しよう。

「じゃあアレン。帰ろうか」

「どこに？」

「決まってるじゃん。孤児院に、だよ！」

　先に色々片付けないといけないけど。

　でも、やっと帰れるんだ。誰よりも大切な、アレンのもとに。

「ああ……そうだな」

　アレンと二人、手を取り合って笑った。
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　アザレアとの戦いから、数日が経った。

　私たちは事後処理のため、冥国に滞在している。

　数日間休養し、改めて話そうということで玉座を囲んでいた。私とアレンにレイニーさん、そしてミレイユが思い思いの場所に立つ。

「気分が悪いですわ……。なぜ下賤な魔力を持つ者を二人も魔王城に入れないとならないのですの？　ファンゲイル様が汚されてしまうわ」

　ミレイユが嘆いている。

　神官たちは王国に帰ったけど、レイニーさんとアレンは私の側についているんだよね。

　あはは、人類最強格の二人に守られてます！　たぶんファンゲイルでも突破できない！

「聖女様、あの者を滅する許可を」

「あら、まだ戦いたいんですの？　冥国一の魔導士の力、見せてあげてもよろしくてよ」

　レイニーさんとミレイユは、なんだかんだ仲がいいね。これを言うと怒られるけど。

　私がアザレアに攫われ、アレンとファンゲイルが助けに来ている間、二人は共闘していたみたいだからね。冥国と王国軍を守るため、虫たちと戦ったのだとか。

　広範囲殲滅が得意な二人に蹂躙された虫の魔物たちが不憫だ。

　ゴズとメズが、参戦したのに出番がなかったと嘆いていた。幹部入りは遠そうだね。

「レイニーさん、それより、アザレアはどうなりそう？」

「……あのような者に気をかけるとは、お優しいのですね。しかし、厳罰は免れないでしょう。人造人間の作製に、聖女様の殺害。他にも、皇国内で色々悪事を働いていたようですから」

「そっか……」

「本当ならば、審判にかけるまでもなくわたくしが消してしまいたいのですが……。神の名のもとで逝けるだけ、救いでしょう」

　アザレアがやったことは、到底許されるものではない。私の気持ちなんて自己満足でしかない。私が殺したわけじゃない、って思いたいだけなんだろうな。

「しかし」

　レイニーさんが柔らかい表情で言葉を続ける。

「革新派の神官を洗い出すのに、彼女の協力は不可欠です。それが終わるまでは生き延びられますね。態度が良ければ、処刑は免れるかもしれません。本国の裁判官次第ですが」

「そうなんだ」

　良かった、とは言わない。

　きっとアザレアにとって辛い日々が続くと思うから。

　でも、五百年前から続く悲劇の結末としては悪くないんじゃないか、と思う。

「わたくしはこれから、皇国に戻ります」

「えっ、またしばらく会えないの？」

「はい。皇国はどうやら、綺麗な部分ばかりではないようですから。それを薄々感じながら、わたくしは傷心にかこつけて逃げていました。しかし、もう逃げません。胸を張って聖女様にお仕えできるよう、皇国の闇を全て消してまいります」

　『革新派』の中で実行役を担っていたアザレアは倒したけど、彼女をこの道に引き入れた者たちがいるはずだ。『異端審問官』ほどのギフトは持たずとも、脈々と意思を受け継いできた者たちがいる。

　レイニーさんは、それと正面から争うつもりなんだね。

「困ったら言ってね？　私は聖女で……レイニーさんの仲間だから」

「……はい。ありがとうございます」

　レイニーさんははっとしたような表情で、少しだけ目に水滴を浮かべた。

　皇国は巨大な組織だから、一筋縄ではいかないと思う。でも、レイニーさんは強いから、きっと大丈夫だ。

　せっかくまた会えたのに、また離ればなれになるのは寂しい。すぐ戻ってきてね。

「セレナは俺に任せてくれ」

「ええ、信頼していますよ」

　ぐっと拳を握ったアレンに、レイニーさんが応える。おお、師弟っぽい！

　ギフトの使い方を教えてもらったんだよね。いいなー、私もレイニーさんと修行したい。神魔力の使い方とか知らない？

「やあ、みんなお揃いだね」

「ファンゲイル様！」

　遅れて、『不死の魔王』ファンゲイルが階段を上がって来た。腕の中には、すっかり見慣れたオシャレした人骨がいる。

「お体は大丈夫なんですの？」

「うん、すっかり良くなったよ。聖女ちゃんが聖痕を取ってくれたおかげだ」

　人造人間の扱う複数人分の聖魔力は、ファンゲイルに治療できない傷を与えていた。魔力が残留し、アンデッドの再生を阻害するのだ。

　魂が破壊されるまで動き続けるアンデッドにとって天敵である。

「えへへ、私は天使になったからね！」

「素晴らしい能力だよ。ぜひ研究したい。今度、じっくり視てもいい？」

「え、えーっと、それはちょっと……」

　ファンゲイルの目が妖しく光る。

　背中の翼がぞわぞわする。怖いよ！　解剖されちゃう。

「おい！　セレナに近づくな！」

「ククク、勇者くんは本当に聖女ちゃんが大好きだね」

　この二人も、私を助けるために協力していた組み合わせだ。

　人間と魔物でも、ちゃんとわかり合えるじゃん。間に立つ身としては、二人が普通に会話しているのが嬉しい。

　魔物は絶対悪なんて言われているけど、人間や動物と同じく、自分のために生きているだけなんだよね。利害がぶつかれば争うことはある。でも、みんなが悪人というわけでもない。

　自分自身が魔物になったことで、それがわかった。

　虫の魔物を産む『蟲の魔王』ネブラフィスも、彼女なりの信念があるようだった。ファンゲイルと殺し合ったけど、不利になった瞬間逃げ出したらしい。地の利はネブラフィスにあるので、逃げるのは簡単だ。

　狡賢いというか、なんというか。利害だけで動くタイプだ。

「ファンゲイル、それで、トアリさんだけど……」

「うん。どうなったか聞かせてもらってもいい？」

「ごめんね……天使のタリスマンの中に、まだ少しだけ魂は残っていたけど……」

　ファンゲイルが己の身を魔物に堕としてまで、蘇生を願った少女。

　トアリさんは、タリスマンの中で私を助けてくれた。魂の残滓だけって言っていたけど、たしかにあの場所に、生きていたのだ。

　彼女がいなかったら、私は神様に乗っ取られて、アザレアの思い通りの展開になっていたと思う。

　だから、私も助けたいと思ったんだけど。

「トアリさんはね、最期の力を使って私の魂を守ってくれたの」

「トアリは歴代最強の聖女だったからね。力を失っても、そのくらいの奇跡なら起こせるか。それに、優しい子だった」

「うん。だから、意識はもう消えちゃったと思う。……でもね！」

　魔力を操作して、身体の中から球体の不定形結界を取り出す。

　淡い光を放つそれを、私たちの間に浮かべた。

「意識はないし、もう力も残ってないけど……それでも、トアリさんの魂は保護できたの。『天使』になって、魂に上手く干渉できるようになったから。魂だけじゃ、ファンゲイルは満足できないかもしれないけど……」

　言い訳のように並べる言葉は、途中で途切れた。呆然と魂を見つめるファンゲイルの瞳から、ぽつりと涙が零れたからだ。

「トアリなのかい……？　いや、僕にはわかる。これはトアリの魂だ」

　小さく呟いて、手を伸ばした。

　不定形結界ごと、トアリさんの魂を抱きしめる。愛おしそうに、表情を綻ばせた。

「ああ、やっと会えたね。ずっと捜していたんだよ？　トアリ、僕は君を蘇らせるために、長い時を生きてきたんだ」

「タリスマンの中でね、トアリさんに伝言を頼まれたんだ。もう会うことはできないから、代わりにファンゲイルに伝えてほしいって」

　魂を保護したとしても、意識を取り戻すのは難しい。それは他でもない、ファンゲイルが一番知っていることだ。

　死因が特殊で、意識が残っている可能性があったからこその希望だった。でも、それはもう潰えた。

　ファンゲイルに、ゆっくりと伝える。トアリさんの言葉はしっかりと魂に刻み込まれているので、完璧に覚えている。

　彼はトアリさんの魂を見つめながら、真剣な顔で聞き入っていた。きっと、トアリさんの声に聞こえてるんだね。

「……これでお終いだよ」

　言い切った頃には、私の頬に涙が伝っていた。なんで私が感極まってるの！　アレンがそっと手を繋いでくれた。ちょっとだけ胸を借りる。

　ファンゲイルは噛みしめるように目と閉じて、人骨を強く抱き寄せた。

「ありがとう」

　そしてたった一言、それだけ呟いた。

　ファンゲイルが追い求めた奇跡が叶うことは、おそらくない。

　手が届きそうなところでまた、失ってしまった。声すら聞けずに。

　でも……ファンゲイルの顔は晴れやかだった。

　ファンゲイルはゆっくりと歩き、玉座に座った。頬杖をついて、口元を緩める。

「さて、じゃあ……研究を再開しようか」

「え？　諦めるんじゃないの？」

「まさか。ついにトアリの魂を取り出すことに成功したんだよ？　大きな前進じゃないか。それに、知らないかもしれないけど、僕は諦めが悪いんだ」

　それは知ってるけど！

　いつもと変わらない様子のファンゲイルに、空気が弛緩する。

「ファンゲイル様、ワタクシも協力いたしますわ。……まだチャンスは遠そうですわね」

「チャンス？　まあ、ミレイユにはこれからもお世話になるよ。さっそく、魂から記憶を復元する術式を作ろう」

　ミレイユははぁ、と艶めかしいため息をついた。頑張れ！

　魔王が活動継続を宣言したのは、私にとっていいことなのかよくわからないけどね。でも、最初は倒すべき相手だったのに、今では仲間意識すら芽生えている。

　レイニーさんとアレンも敵意はもうないみたいなので、これで良かったと思おう。

　せっかくアレンと再会できたのに、戦いたくないもん。

　殺し合いとか争いとかやめて、アレンとゆっくり暮らすんだ！

　聖女でも天使でもない、一人の女の子として。そのくらい、望んでもいいよね？

「ああ、そうだ。聖女ちゃん、肉体欲しい？」

「え、人間に戻れるの!?」

「うん、人造人間の身体でよかったら」

「うげ」

　人造人間って、あの……？

　髪の毛もないし、継ぎはぎで気持ち悪いんだよね……。スケルトンの身体より嫌だよ……。

「今のままでいいです……」

「あはっ、そっか。でも、もしかしたら人間に戻る道もあるかもね」

　人間に戻る、かぁ……。

　一度死んだ身でそんなことを願うのも欲しがりすぎかもしれないけど、戻れるなら戻りたい。

　天使の身体は歳を取らない。だから、アレンが大人になって、どんどん老けていっても、このままだ。孤児院の子どもたちが老衰で亡くなっても、私は魔物として生き続けなければならない。

　うん、できれば一緒に歳を取って死にたいよね。でも……。

「人間に戻れたらいいなって思うけど、それより今は、アレンと一緒に暮らしたい」

「そうだね。僕との契約はもう気にしなくていいよ。研究はだいぶ進んだし……二人の時間を大切にしなよ」

　それは、ファンゲイルが何よりも欲したものだからだろう。彼の表情は柔らかくて、どこか切ない。

　私は深く頷いて、アレンと向かい合った。

「アレン」

「ああ。……やっと帰れる」

「長かったね」

　九歳の時に交わした約束をようやく果たせそうだね！
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『ゲイル、お久しぶりです。封印されていた天使のタリスマンを見つけてくれた時、本当に嬉しかったんですよ？　またゲイルの姿を見ることができたなんて、感激です！　ふふっ、ちょっと色白になっていましたね。

　わたしにとって宮殿で過ごした日々は、かけがえのない大切なものです。嫌なことも、ゲイルと話すと全部忘れられました。ゲイルも同じだったら嬉しいです。

　でも、わたしの死体とイチャイチャするのは、そ、その、恥ずかしいです！　あっ、嫌なわけじゃないですよ？　あの頃はそんなことしなかったのに、ずるいですよ！　わたしだってくっつきたいのに。

　ゲイルがわたしのことそんなに好きだったなんて、知らなかったです。

　もし生き返ることができたら、一緒にいられたのになぁ、なんて……。嘘です。不可能なのはわかっていますよ。

　でも一つだけワガママを言ってもいいですか？

　どうかわたしのことを忘れてください。……なんて言っても、ゲイルは忘れてくれないでしょうね。

　だから、絶対にわたしのことを忘れないでください。大好きなゲイルの中で、ずっと生き続けさせてください。何百年も、何千年も。意識が消えてしまっても、それだけでわたしは幸せですから。

　なので、わたしのことは気にせず、好きに生きてくださいね！

　魔王なんてやめて、前みたいに魔法の研究に没頭したらいいと思います！　研究をしているゲイルが、一番楽しそうですので。

　さようなら、ゲイル。わたしの大好きな人』

《了》
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「いいですか、ギフトは本来、後天的に与えられるものではありません」

　孤児院の裏庭で、『枢機卿』レイニーが人差し指をピンと立てた。

　魔王の侵攻を受けた王国が、皇国による救済という名の支配を受け入れてから、およそひと月が経った。

　王政、貴族制度の撤廃。それにともなう人員の交代と指示系統の整理など、王国の上層部は目まぐるしく動いている。

　とはいえ、国民の生活はそう大きく変わることはなかった。せいぜいギフテッド教の影響が強くなったくらいだ。それとて、元々国教だったため混乱は少ない。

　わずかにあった混乱も、既に落ち着いて普通の生活に戻っている。

　レイニーもしばらく忙しくしていたが、ようやく自由時間ができた。

「ああ、生まれつき持っているものだよな」

「……言葉遣いはこの際許しましょう。今さら教えている時間はありませんから」

「……すみません」

　生徒としてレイニーと向き合うのはアレンだ。

　戦争孤児で、この孤児院で『聖女』セレナとともに幼少期を過ごした少年だ。しかし、セレナに『聖女』のギフトがあることが判明し王宮入りしたことで、離ればなれになった。

　生まれつきのギフトがどれだけ重要か、身に染みている。セレナにはギフトがあり、アレンにはなかった。たったそれだけの違いで、一緒にいられなくなったのだから。

「しかし、神様の他に唯一、後天的にギフトを与えられる存在がいます」

「聖女、か」

「はい。神の代行者たる聖女様は、他者にギフトを与える権能をお持ちです。しかしこれは皇国の中でも極秘で、さらに禁術に指定されています。ギフトを与えるのは神の領分を侵す行為。たとえ聖女であっても許されることではない、と」

　しかし、セレナは使った。

　彼女はもうアンデッドだ。皇国の法に縛られる必要はない。無残にも処刑された身なのだから、遠慮するほうが不自然だ。

　セレナはアレンに祝福を行い『勇者』のギフトを与えたのだった。

「無論、聖女様を責めるつもりはありません。聖女様の判断は正しかったと、わたくしも思っております。ただし……誰もがそう思うわけではありません」

「ああ、わかってる」

「アレン、あなたが『勇者』のギフトを持っていると皇国に知られれば、必ず追及されるでしょう。こう言ってはなんですが……孤児だったのは幸いですね。神託の記録は残っていませんでした。しかし、どこで聖女様による祝福のことが知られるかわかりません」

　ただでさえ『勇者』は希少で強力なギフトなのだ。重要度で言えば『聖女』にも匹敵する。

　皇国が知れば放ってはおくまい。

「『勇者』の力を振るうことは、良いことばかりではありません。敵も危険も増えます」

「ああ」

「一から修行を始め、短期間で魔王を倒せるまでに成長する。それは並みの努力では不可能です」

「覚悟のうえだ」

　セレナが魔王に連れ去られたその日から、アレンは既に訓練を開始している。基礎訓練は概ね終わり、これから本格的な修行に入ろうという時だった。

　たとえ破格の性能を持つ『勇者』のギフトであっても、アレンは戦闘の素人だ。レイニーからしたら、生半可な覚悟ならむしろ邪魔になる。

　そう思い忠言したが、アレンの気持ちは変わらない。

「セレナと約束したんだ。俺は必ず、魔王のもとからセレナを助け出す。そのためなら修行でもなんでもやってやる」

「死ぬかもしれませんよ」

「セレナは一度死んでるんだぞ。俺が死を恐れていられるか」

　アレンは揺らぎのない目でまっすぐ、レイニーを見つめ返す。

　愚問だった。

　理屈はいらない。ただアレンは、セレナを助けたいのだ。その気持ちだけで十分。

　助けられるだろうか、実力が足りるだろうか。魔王がどこにいるか見つけられるのだろうか。

　全部、関係ない。

「俺はセレナを必ず助ける。そのために……レイニーさん、俺に戦い方を教えてください」

「……わかりました。わたくしの全霊をかけて、あなたを鍛えましょう。アレン」

「ありがとう」

「聖女様を助けたい気持ちはわたくしも同じです」

「魔物になっても、か？」

「はい。大事なのは魂ですから」

　レイニーは魂を感知する能力は持たない。

　だが、あのレイスは間違いなくセレナだった。そう確信がある。

　そして、会うことはできなかったが、今は生前に近い姿を取り戻しているらしい。

　突然命を奪われ、二度と見ることができないと思っていた敬愛する聖女の顔……再び会うことが可能ならば、レイニーは今の立場を捨てても惜しくはなかった。

「ははっ。ギフテッド教の枢機卿様がそんなこと言っていいのか？」

「いいのですよ。ここにはわたくしとアレンしかいませんからね」

「それもそうだな」

　教義よりも大切なものがある。

　そう教えてくれたのも、セレナだ。

「では、さっそく修行を開始しましょう」

「ここでやるのか？」

「ええ。ギフトを使いこなせるようになったら、魔物とも戦いますが、アレンはまだその前の段階です」

　そう言って、レイニーは両手を胸の前で組んだ。

　そっと目を伏せ、祈るように俯く。

「感じますか？」

「……何を？」

「魔力です。『勇者』は我々聖職者と同じ、聖属性の魔力を扱うギフトだと聞きます。魔力を感じ取り、そして操ることが第一歩です」

　アレンは姿勢を正し、集中して魔力を感じ取ろうとする。

「とはいえ、他者の魔力を感知するのは高等技術です。わたくしは今、魔力を空中に放出していますが、これを感じ取るのもそう容易ではありません。アレン、手を」

「え？」

　レイニーがアレンの手を取って、両手で包み込んだ。

　繋がれた手を通って、レイニーの身体に満ちる魔力が少しずつ流れ込んでいく。

「これが魔力……」

「あなたの中にもあるはずです。ギフトを持つ魂は魔力を生み出し、身体に供給しますから」

　アレンが持つ魔力は聖属性。セレナやレイニーと同じだ。

　聖属性の魔力は魔を払い、人々を助ける。『勇者』とは、魔王を打ち滅ぼし人類を救うためのギフトなのだ。

　セレナの『祝福』は、ギフトを選んで与えるものではない。

　神様が決めているのか、元からその人に備わっている可能性なのか、あるいは運命とでも言うべきか。

「この力があれば、セレナを……」

「焦ってはいけませんよ」

　レイニーはアレンの手を離して、数歩離れた。改めて聖魔力を練り始める。

「魔力には大まかに二種類あります。一つが柔魔です。──聖結界」

　レイニーは、アレンとの間に透明の結界を張った。解説用に、少し見えやすく色をつけてある。

　レイニーの『枢機卿』というギフトは戦闘向けで、結界や回復は『聖女』ほど得意ではない。だが、そこらの神官よりは高い精度で扱うことができる。

「柔魔は変幻自在の魔力です。身体の外に放出し、別のものに変質させます。ギフトや魔力の属性によって、その使い方は千差万別ですね。聖女様は柔魔の扱いにおいて突出した才能をお持ちでした」

　レイニーが扱う魔法も、柔魔を用いるものがほとんどだ。

「もう一つが硬魔です。──聖なる鎖」

　レイニーは結界を消し、新たな魔法を発動させる。

　白銀に輝く聖なる鎖だ。伸縮自在で、動きも自由にコントロールできる。縛り上げるだけでも脅威だが、巨大な腕を造形して殴りつけることだって可能だ。自由度の高い魔法である。

「この鎖を作っているのは柔魔ですが、それを硬魔でコーティングし、強化しています。『枢機卿』も柔魔寄りのギフトなのでこの程度が限界ですが、近接戦闘が得意なギフトだと、硬魔がメインになってきますね」

　トップ冒険者の『破壊王』ニコラハムは、拳に硬魔を纏って戦うのが得意だ。

「硬魔は身体能力や武器の強化をする魔力です。柔魔よりも密度が高く、硬い魔力ですね。柔魔のような発展性はありませんが、威力や瞬発力、継戦能力に長けています」

　そう言って、レイニーは聖なる鎖を軽く振った。

　鎖は空を斬り、近くにあった小石を玉砕した。

「柔魔と硬魔……。それで、俺はどっちを練習すればいいんだ？」

「そうですね……。『勇者』は記録によると、硬魔を得意としているようです。いくつか魔法の記録が残っていますが、それを全て習得するには時間がかかるでしょう」

「なるべく早く戦えるようにしてくれ」

「わかりました。では、最初は一つに絞って訓練しましょう。『勇者』の代名詞……聖剣の習得を」

　レイニーの言葉に、アレンは覚悟を決めたようにこくりと頷く。

　アレンはまだ、ギフトを得たばかりだ。

　幼い頃からギフトを操り戦闘経験を積んだ者に追いつくのは難しい。

　ましてや、セレナを攫ったのは『不死の魔王』だ。王国を長年苦しめたかの魔王を打倒するのは、不可能に近い。

「聖剣……。それを習得すれば、魔王に勝てるのか？」

「聖剣の力を全て操れるようになれば、あるいは」

「そうか。可能性が少しでもあれば十分だ」

　アレンは身体の中に渦巻く聖魔力をたしかに感じながら、瞼を閉じた。瞼の裏には、幼き日のセレナの笑顔が映っている。そして、魔王とともに王国を去った時の、寂しそうな顔も。

「待ってろよ、セレナ」

　アレンは『勇者』として覚醒する兆しを見せていた。

《了》
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